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　──本当のことを言おう。




「リティーヤ先生」

　甘えたような声がそう呼んだ。

　本を膝ひざに載のせてうとうとしていたリティーヤは、目を擦こすって顔を上げ、机を挟はさんで向かいに座る少年を見やった。

「あ、もう終わった？」

「んーん」

「じゃあ何よ」

「名前呼んで？」

「えーと、ドアノブ君」

「……何それ」

　リティーヤは小首を傾かしげて答えた。

「真しん鍮ちゆうのドアノブってあるでしょ。あんた、あれみたいな目してるから」

　がらんとした空き教室の一いち隅ぐうに、彼らはいた。

　傾かたむいて西の空に赤く滲にじんだ太陽が、死に際ぎわの女優のように美しく凄せい絶ぜつな光を投げかける夕刻、彼らは二人だけで机を挟んで向かいあっていた。

　ここに至るには色々と込み入った事情があって──たとえばリティーヤの指導教官が不在で、そのためリティーヤの面めん倒どうを研究室の先せん輩ぱいが見ていて、その先輩魔ま術じゆつ師しが基き礎そ課程の授業を臨時で見ることになって、リティーヤが指テイー導チング助・アシ手スタントとしてそれについていって云うん々ぬんという──一言では言えないのだが、とにかく彼らは一つの机を囲んで、少年はリティーヤを先生と呼んでいた。

　自分が先生なんて呼ばれる日が来るとは、しかもこんなに早くそういう事態がやって来るとは思っていなかったリティーヤは、実のところそう呼ばれるたびにむずがゆいような気分になっていた。背筋の伸のびるような誇ほこらしさと、少しの緊きん張ちようと、面めん倒どうくささと。それらすべてのごたまぜになった淡あわい感情だ。

　自分の若い指導教官も、こんな気分を味わっているのだろうか、とちらりと思う。

「変なあだ名なんかつけないでよ」

　少年は頰ほお杖づえをついて、リティーヤの顔を覗のぞき込むように身を乗り出してきた。

「あ、それとも僕の名前忘れちゃった？」

　リティーヤの方も、少年と同じように頰杖をついて幾いくらか顔を近づけた。

「忘れるわけないでしょ。あんたのせいで講義棟何往復……」

「それはいっつも聞いてるって。ねえ、本当に僕のこと覚えてる？」

　少年は、自分の金きん髪ぱつを指先に巻き付け弄もてあそびながら訊きいてきた。疑うたぐり深そうな真鍮色の──リティーヤがドアノブと形容した目が、彼女を見つめる。

「覚えてるったら。いーから書き取りやってよ。終わらないとあたしも帰れないんだから」

「帰れなくていいよ。リティーヤ先生とずっと一いつ緒しよにいられる」

「……あたしは別にあんたといつまでも一緒にいたいわけじゃないの！」

「一緒にいたくない？」

「いや、だから……」

　彼女は俯うつむき、視線を逸そらしてしばらく考えたが、最終的には渋しぶ々しぶながら言ってやった。

「……あたしだってやることあるの、だからさっさと書き取り終わらせてよ、バゼル」

　少年は──バゼルは、それを聞いて、満ち足りた獣けもののように目を細めた。




　──本当のことを言おう。

　彼と過ごす時間は確かに心ここ地ちよかったのだ。

　昔から知っている相手と過ごすような気安い空気が、そこにはあったから。




「僕の名前は、先生に呼んでもらうためにあるんだよ」




　リティーヤの気持ちを見み透すかすように、少年はそう言って笑った。
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　リティーヤは病室の扉とびらを開けたところで立ち竦すくんだ。

　そこは《学アカ園デミー》にある大きな病びよう棟とうの一室で、味気ないベッドとサイドテーブルが一つ入ればいっぱいになる、狭せまい個室だった。窓は開け放たれ、ただ白いだけのカーテンが場ば違ちがいに爽さわやかな風にそよぎ、同じく白いカバーで覆おおわれた布ふ団とんは人を予想させる形に盛り上がっている。

　膨ふくらみはぴくりとも動かない。

「……ヴォルドさん？」

　リティーヤは半笑いを浮うかべて一歩ベッドに近付いた。

　人の形に膨らんではいるものの、頭は出ていない。それは完全に布団に覆い隠かくされている。この下にヴォルドが──つまり六十がらみのあの屈くつ強きような男性がいるのか、リティーヤは突とつ然ぜん疑わしく思えてきた。この大きさでは、ヴォルドの大きな身体からだが下にあるとは思えない。だいたい、彼だとしても、こんなふうに布団を完全に頭から被かぶって寝ねている理由がわからない。普ふ通つうならば、寝返りを打ったり、呼吸で掛布が動いたりするはずだ。

　そう、これではまるで、死──。

　リティーヤは、わき上がってきた氷の塊かたまりのような予感を、無理矢理意識の底へ沈しずめた。

「ヴォルドさん……？」

　リティーヤは、凍こおり付いて引きつった笑い顔でもう一度だけ呼びかけて、ベッドの上の膨らみに手を置いた。掌てのひらに感じるのは、リンネルのカバーのさらりとした手て触ざわりと、その下の布団の、羽う毛もうの詰つまった弾だん力りよく。

　さらに下にあるのは──。

「！」

　リティーヤの目が、カッと見開かれる。

「ヴォルドさん！」

　彼女は掛布を一気に剝はいだ。

　現れたのは、ただの丸めた毛布だ。

　しかもご丁てい寧ねいに包帯で縛しばって人間っぽい形に整えられている。

　絶句するリティーヤの隣となりに、かつかつと靴くつ音おとを響ひびかせて、指導教官のヤムセが並んだ。

　彼は毛布とシーツの間に手を入れ、きわめて冷静に呟つぶやいた。

「まだ温かい。遠くには行ってないな」

　そうしてさっさと部屋を出て行った。

　……取り残されたリティーヤも、すぐに我に返り、廊ろう下かへ飛び出した。

「先生！　ヴォルドさん、いったいどう──」

「……配はい膳ぜん台だい」

　師から唐とう突とつに返ってきた言葉の意味を、リティーヤは咄とつ嗟さに理解できなかった。

「へ？　あっ」

　忠告の意味を知ったのは、廊下に出ていた配膳台にぶつかった時だ。配膳台の上に山と積まれていた食器が崩くずれ、床ゆかに落ちて盛大に音を立てて割れた。飛び散った破は片へんを避よけて慌あわてて退くと、今度は廊下の隅すみに寄せられていた空の瓶びんと用よう途とのわからない器具に蹴け躓つまずいた。再びガラスの割れる音が響く。

　僅かな間に、リティーヤの周囲にはがらくたの山ができていた。

「や、やっちゃった……」

　しかし、今の物音が聞こえただろうに、ヤムセは待つ様子もなく先へ行ってしまう。

「あれ？　先生ー？　えーと……」

　リティーヤは首を捻ひねりながらも師の後を追った。

　病棟の廊下は通つう称しよう物置廊下と呼ばれるほど様々なもので溢あふれているため、それらを避けたり跳とび越こえたり蹴け飛とばしたりした挙げ句、やっと怒ど鳴ならずとも声の届くところに辿たどり着つき、彼女はヤムセのコートのベルトを引っ張った。

「先生、哀かなしいお知らせですけどあたし配膳台ひっくり返しちゃ……」

「言うな」

「は？」

　ヤムセは真しん剣けんな眼まな差ざしを前方に据すえたまま、押し殺した声で言った。

「何があったかわかったら、片づけなくてはいけなくなるだろうが」

「……いや、片づけないといけないもんなんじゃないですか？」

「私は音を聞いただけだ。何も見ていない」

「…………つまり？」

「……つまりだな、リティーヤ」

　ヤムセは察しの悪い弟で子しの手をベルトから払はらいのけて言った。

「この廊下を見て、おまえはいったいどこを片づけるつもりだ？」

　物置廊下の物置っぷりを見回し、リティーヤはなるほどと納なつ得とくした。

　確かに、この混乱では片づけ始めるときりがなさそうだ。

「こうして物置廊下は物置っぷりを深めていくんですねー」

「文句でもあるのか」

「いや、片づけなくていいなら、ないです」

　リティーヤは背後も過去も振ふり返らないようにして、懲こりずに再びヤムセのベルトを引っ張った。

「で、ヴォルドさん、どこ行ったんですか？」

「酒か煙草たばこか──その辺だろう」

　そういう答えとともに、ベルトを摑むリティーヤの手は、虫のようにたたき落とされる。

「あいた」

「摑むな」

「じゃあ少しはゆっくり歩いてくださいよ……って、えーと、ヴォルドさん大けがだったんじゃないんですか？」

「医い療りよう班はんの治ち癒ゆ魔ま術じゆつがうまく効いたということだな」

　自分の師し匠しよう──ヴォルドはヤムセの師匠だったそうだ──が無事とわかったというのに、まったく嬉うれしくなさそうにヤムセは言った。照れ隠しで喜びを見せないとかではなくて本当に嬉しくなさそうなのだ。舌打ちし、ぶつぶつ言う。

「治しすぎだ。話すので精せい一いつ杯ぱいくらいがちょうど良かったのに」

「今なんか言いました先生？」

「人生の貴重な数年を無む惨ざんに踏ふみにじられた弟子の正直な述じゆつ懐かいだ。とにかく、近くの購こう買ばいかカフェか食堂にいるはずだ。捜さがすぞ」

「はあ……」

　リティーヤは小首を傾かしげ、長い金きん髪ぱつに覆われた頭をぽりぽり搔かいた。

「……ん？」

　その時、薬の臭においに混じって漂ただよう芳ほう香こうが、鼻の奥を刺し激げきした。

　見れば、中庭に面した窓が開いていた。甘あまいがきつくはない匂においの正体は、幾いくつも固まって咲さく紫むらさきの小さな花で、雪に半年を支配される大陸に夏の訪おとずれを告げる象しよう徴ちようとして知られていた。

　短くも美しい夏が、大陸東部辺境《学園》本部にも訪れているのだ。

「……リティーヤ！」

「あ」

　花に見入っていたリティーヤが、声に呼ばれて気が付いた時には、ヤムセは何歩も先に行っていた。リティーヤは慌てて、夏の日々の中でも変わらない指導教官の重たそうなコートの後を追い──。

　廊下に放置されていた器具を蹴けり飛ばして、破は壊かいした。




　大陸最大の魔術師組織、《学園》。

　リティーヤはその《学園》の専門課程に籍せきを置く見習い魔術師であり、正魔術師であるヤムセはリティーヤの指導教官である。彼らは調査旅行に出ていた南部の湿しつ地ち帯たいから電報によって緊きん急きゆうの呼び戻もどしを受け、つい数時間前《学園》への帰き還かんを果たしたところだった。無論緊急の呼び戻しである以上、事態は切せつ迫ぱくしたものだった。

　ユローナが逃とう亡ぼうしたのだ。

　ユローナは希代の天才魔術師と謳うたわれながらも《学園》を出しゆつ奔ぽんし、《学園》史上最高額とも言われる賞金をかけられていた女魔術師だ。数ヶ月前ヤムセら《学園》の魔術師によって捕ほ縛ばくされてからは、魔術を封ふうじられ、《学園》内に拘こう禁きんされていた。

　ところがつい一週間ほど前、ユローナはその厳重なる拘こう束そくを破り、ちょうど面会に来ていたヴォルドを一方的になぶり、けがをさせて逃亡したのだそうだ。

「ヴォルドさんも病室抜け出せるほど元気なんだから、心配ないんだろうけど」

　リティーヤは長身の老魔術師の姿を求め、《学園》の敷しき地ち内ないに幾つもあるカフェの一つを覗のぞいた。

　図書館と研究棟の間に肩かた身みが狭せまそうに建つカフェは、通りに面して大きな窓を有し、狭い割に閉へい塞そく感かんは薄うすかった。差し込む陽光は壁かべの煉れん瓦がが溶とけ出したかのようにほのかに色づき、なんとなく澱よどんでいるような空気にはコーヒーと煙草の臭いが入り交じる。まばらな客は、場ば所しよ柄がら魔術師か魔術師見習いだ。

「すいません、人捜してるんですけどもー」

　カウンター奥の店主にそう声をかけて、店の中に入る。背後でがらんとドアベルが鳴り、扉とびらが閉まった。

「ん、来てないね」

　ヴォルドの容よう貌ぼうを聞いた店主は、そう言って首を振った。リティーヤは礼を言い、次に行く店の場所を考えながら、店内にさっと視線を向けた。店も狭い上に客も少ないから、入った時にざっと見ただけでヴォルドがいないのはわかっていたが。

「……あ」

　だが、店の奥には知り合いがいた。

　と言ってもヴォルドではない。

　リティーヤの目に留まったのは、こちらに背を向けるようにして、一人で隅のテーブルに座っている少女だ。着ている制服は、リティーヤと同じく専門課程の研究生であることを示している。背が高くがっしりした身体からだつきのヴォルドとはまったく違ちがう系統の人間だったので、最初に眺ながめた時には存在が意識に引っかからなかったのだろう。

「ミカ」

　リティーヤは少女の背後に近付き、声をかけた。少女はパッと顔を上げ、リティーヤの方を振り仰あおぐ。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみに自分の姿が映るのを見て、リティーヤはにっこりと笑った。

「久しぶりー。元気だった？」

「リティーヤ……」

　ミカは驚おどろいたようすで、まだ目をぱちくりさせている。長い睫まつ毛げがそのたびにぱちぱち鳴りそうなほどだ。少し癖くせのある焦ダーげクブ茶ラウンの髪かみを二つに分けて緩ゆるく結ゆい、いつものように肩かたの上に載せている。

　ミカは、リティーヤとは違ちがってふっくらとした女性らしい身体、おっとりした優やさしそうな顔立ち、それにきつい性格と学年ぶっちぎりトップの成績の持ち主である。基き礎そ課程も首席で修しゆう了りようした。掛かけ値無しの美少女なので男子学生や下級生の憧あこがれの的だ──まあ、近寄りがたい雰ふん囲い気きを発しているので、そう簡単に声をかけられることはないのだが。

　そしてリティーヤの友人でもある。

「あれ、ちょっと瘦やせた？　ちゃんと食べてる？　こんなところで何してんの」

　リティーヤは勝手に向かいの椅い子すを引いて座った。ミカは我に返ったようすで、テーブルの上に広げてあった本と書類を手て際ぎわよくまとめた。リティーヤの前に置いておいたら汚よごされると思っているのだろう。

　ミカは書類を整えながら答えた。

「別に。コーヒー吞のんでただけよ」

「えっ、でもここのコーヒーまずくない？」

「……聞こえるわよ」

　狭い店内はカウンターへの距きよ離りも近い、ということに気付いたリティーヤがぎこちなく見やれば、カウンターの奥、無言でコーヒーを落とす店主の額には青筋が浮ういていた。

「あ、あはは。えーと、あ、考古学研究室ってこの辺だったっけ」

「そーよ。あんたこそまずいコーヒー吞む以外の何の目的でカフェなんか来てるのよ」

　眼鏡の下からミカの大きな目が睨にらみつけてきた。リティーヤはへらっと笑って答えた。

「人捜し手伝わされちゃってるんだ。うちの指導教官人使い荒あらいから」

「あんたみたいなのでも使わなきゃいけないなんてほんとに人手不足なのねえ、同情するわ」

「うん、してあげて」

　ミカはへらへら笑っている友人の指導教官に心の底から同情し、頭を抱かかえた。

「してあげて、じゃないでしょ……だいたいこんなところでのんびり油売ってていいわけ？」

「あー、良くはない、かな？」

　遠くの記念堂から、時刻を報しらせる鐘かねの音が聞こえてくる。高低を組み合わせた音は三時半を告げているから、リティーヤはかれこれ一時間もヴォルドを捜してうろついていることになる。ヴォルドにかけられた治ち癒ゆの魔術がどれほどの成功を収めたのかリティーヤはわからないが、無理をすれば傷口が開くようなこともあるかもしれない。

　それは、リティーヤとしても避さけたかった。

　おとなしく立ち上がったリティーヤを見て、ミカは目を丸くした。

「え？　あんた行くの？」

「うん、やっぱちゃんと捜すよ」

「ちゃんと？　あんたが？」

「ミカ、何そんなに驚いてんの？」

「何って、だってあんた基礎課程の頃ころは先生から用事言いつけられてもすーぐ投げ出してたじゃない」

「やだなあ、それはそれ、これはこれ、だよ。あたしだってやる時はやるんだよ？」

「リティーヤ、何かあったの？」

「なんかないとあたしがやる気になったらいけないの？」

　長い付き合いの友人は、きっぱりと言った。

「当たり前でしょ、あんたなんか私がどれだけ苦労して課題やらせたと思ってるのよ」

　…………。

　思い当たるところのありすぎるリティーヤは、とりあえず視線を明後日の方向に逸そらした。

　しかし、友人の問いに答える言葉は出てこなかった。

　確かに何かはあった。

　リティーヤはミカにしばらく会わない間に〈昼〉魔術が使えるようになってしまったし、そのせいで凶きよう悪あくな女魔術師に狙ねらわれたりもしたし、今回の調査旅行だって舞ぶ踏とう会かいだの武ぶ闘とう会かいだのに参加して色々ピンチなことになってしまったし──その中でリティーヤを助けてくれた相手は、実は凶悪魔ま術じゆつ師しユローナの協力者だったし。

　そういった事こと柄がらが、今の自分に影えい響きようしている可能性はある。それは否定できない。どんな可能性だって、否定はできないものだ。だから無意味だとわかりながらも、気が付くとリティーヤは繰くり返し考えている。もしも、あの時あたしがもっとうまくやっていたら。

　べし。

「はわっ!?」

　リティーヤは突とつ然ぜん額を分厚い本の角で殴なぐられ、またすとんと椅子に座り込んだ。

　椅子の上に縮こまるようにして痛みにもだえるリティーヤに、冷静かつ冷れい酷こくな言葉が浴びせられる。

「何深刻そうな顔してるのよ」

　リティーヤが潤うるむ目で見れば、ミカはリティーヤを殴った本を脇わきに置き、平然とコーヒーを啜すすっていた。これで下級生の人気アンケートでは常にトップなのだから、リティーヤにはどうにも解げせない。同級生からの票が少ないのは、彼らが日常的にミカと接しているからである。

「し、深刻だもん」

　リティーヤは三歳児のような口調で言い返した。さっさと五歳児くらいにはなってくれとでも言いたげに、ミカは嘆たん息そくする。

「何があったのよ」

「何って」

「話せないことならいいけど」

「えっと」

　説明しようとした途と端たん、頭の中が血と脂あぶらに汚れたシーツでいっぱいになった。命の恩人が血にたっぷりと染まったシーツの前に立ってテーブルクロスの白いところで汚れた剣けんを拭ふいていて、その足あし下もとの見えないところでは死体が一つ転がっていて、俺ってあっちユローナ側の人間なんだ、君の命を助けたのも偶ぐう然ぜんなんかじゃなかったんだよと語った、その情景とヤムセの激げつ昂こうが脳のう裏りに蘇よみがえり、唐とう突とつに吐はき気を覚える。

「話せないならいーって言ったでしょ」

　ミカは少しだけ苛いら立だたしげに言った。

「ん、と。……ありがと」

　リティーヤは吐き気と一いつ緒しよに唾つばを吞み込み、視線を落とした。

　意識から赤いシーツの記き憶おくを遠ざけようと、目の前のテーブルの上のものを順じゆん繰ぐりに眺めていく。コーヒーカップ、角砂糖の入った壺つぼ、ミカの白い手、本……。

　赤い印が押おされた本でその目が留まる。

「……ミカ、それ禁帯出だよね？」

　リティーヤが指さしたのは、ミカが机の上に重ねて置いた数冊の本の、一番上の一冊だ。端はしの方に、図書館からの帯出を禁じる赤い印が押されている。

「ああ、ちょっとね」

「ちょっとって。先生たちに見つかったらヤバイよ？」

「実験前に確かく認にんしておきたくて。大だい丈じよう夫ぶ、これくらい」

「実験？　考古学研究室って実験するんだっけ？」

「四時から〈夢〉魔ま術じゆつの実験があるの。心理学研究室と合同で、遺物から情報を引き出す──」

　その時。

「リティーヤ」

　ミカのものではない声が、戸口から聞こえてきた。

　見れば、カフェの入り口にヤムセが立っていた。通りに面した窓から弟で子しの姿を認めたのだろう彼は、扉とびらに手をかけたまま言った。

「見つかった。行くぞ」

「あ……」

　ヤムセはリティーヤを放って、さっさと外へ出てしまう。ドアに取り付けられたベルがからからと乾かわいた音を立てる。リティーヤは弟子を待ちもしない師のようすに少々ムッとしたが、文句を言うべく彼の背を追う前に、ミカにごめんねと頭を下げた。

「あたし行くよ。あのさ、久しぶりに今日は一緒にご飯食べよう」

「いいわよ。じゃあ、中央食堂に七時、くらいでいい？」

「うん、七時に！」

　リティーヤはミカと別れ、店を出てからも窓まど越ごしに手を振ふった。

　ミカは身体からだを捻ひねって、椅子の上で手を振ってくれた。

　そのいつもはふっくらとした容姿がやはり今日は少し細く見えて、ああ、実験で忙いそがしいのかなあ、とリティーヤは師の後を追いながら頭の隅すみで考えた。





２






　ヤムセの背中を追ってリティーヤが辿たどり着いたのは、件くだんの物置病びよう棟とうだった。

　つい一時間ほど前にも入った同じ部屋にもう一度入ると、一時間前とは違ちがって狭せまいベッドの上いっぱいに、老いにさしかかった男性が長々と寝ねそべっていた。

「おいヤムセ、もうちっとたのしそーな記事書くやつ持って来いよ」

　男性──ヴォルドはヤムセが入ってくるなり、挨あい拶さつもせず、手にした新聞から目を上げもせずそう言い、つまらなさそうに脇わき腹ばらをぼりぼり搔かいた。けが人らしい寝ね間ま着きではなく、ズボンにシャツ、ベストを着込んで、ネッカチーフまで巻いている。ブーツを脱ぬいでいないので、ベッドのシーツに泥どろがついているのだが気にする様子も見えない。

「先生、勝手にふらふらしないでください。今日私が伺うかがうと、連れん絡らくがあったはずです」

「ベッドに縛しばり付けられて一日中こんなん読んでたらどーかなっちまうぜ。師し匠しようは労いたわれって心と身体にたたき込んでやったの忘れたのか？」

「……お忘れかもしれませんが先生は大けがを」

「も一回最初っから修業し直したいならそう言えよ、いつでも吐いて泣くまでいじくり倒たおしてやっからなー」

「…………」

　大きなあくびを一つして、ヴォルドは新聞を自分の顔の上に載のせた。頭の後ろで組んだ手を枕まくら代わりに、昼ひる寝ねでもするつもりらしい。

　ヤムセは眉み間けんの皺しわを一本増やして奥おく歯ばで苛立ちを嚙かみ潰つぶし、部屋の隅で椅い子すに座るもう一人の男へ視線を向けた。

「バド、お疲つかれ様です」

「ああ、まったく疲れたよ」

　答えて嘆息したのは、三十代と思おぼしき口ひげの男性だ。

「どこにいたんです？」

　リティーヤが訊きくと、バドは面めん倒どうくさそうに顔を上げた。

「裏口で治ち療りよう班はんの女性をくどいていたようだね」

「……あ、なるほど」

　酒、煙草たばこの他ほかに女性という必ひつ需じゆ品ひんもあったのだ。リティーヤは感心して記憶の隅に留とどめた。

「リティーヤ、先に戻もどっていろ。バド、リティーヤを頼たのみます」

　ヤムセがそう言うと、バドはげっそりとした顔で立ち上がり、ヴォルドに声をかけた。

「では失礼しますよ、ボス」

　リティーヤもヴォルドに一言挨拶してから出ようとしていたが、そこではたと口を閉じる。

　……ボス？

「リティーヤ」

「え。あ、はいはい。じゃあヴォルドさん、後でまたお見み舞まいに来ますから。それまでおねーさんたちにちょっかいかけたりしないでくださいね」

　ヴォルドは顔の上の新聞をひょいと持ち上げた。眠ねむたげだった目がリティーヤの姿を映した途端面おも白しろいものでも見付けたように不敵に輝かがやき、ニタリと笑った口から、粗そ野やな──というか卑ひ猥わいな言葉が出てくる。

「なんだ？　見舞いがてらてめえが俺を慰なぐさめてくれるってわけか、おい？」

　その笑えみも口調も以前会った時と変わらない。リティーヤは本気で感心して言った。

「憎にくまれっ子世に憚はばかるってほんとですねえ。きっとヴォルドさんなら百十年記念講堂の鐘しよう楼ろうのてっぺんから突つき落とされても無事ですよ。心配して損したんで今度なんかください」

「てめえの弟子は相変わらず教育がなってねえな、ヤムセ。今度慰い謝しや料りよう請せい求きゆうするぞ」

「リティーヤと一緒になって減らず口だけ叩たたくのはやめてください。始めますよ」

　ヤムセが心底鬱うつ陶とうしそうに言い、聴ちよう取しゆのためのノートを開いた。




　リティーヤらの所属する魔ま力りよく環かん境きよう研究室は、第四研究棟の三階奥に位置する。病棟は医い療りよう系研究棟に隣りん接せつして《学園》の中央部にあり、西部の隅に虐しいたげられている第四研究棟までは歩くと四十分くらいかかる。

《学園》内は広くて建物が点在している割に人の動きが多いので──魔術師だからといって、研究棟に籠こもって研究だけしていればいいというわけではないのだ──乗り合い馬車なども走っているのだが、時間帯によってはひどく混こんでいる。それを嫌きらったバドはメインストリートに出るなり北上する荷馬車を見付けて乗せてもらうことにした。第四研究棟まで研究資料を運ぶ車である。

　リティーヤは馬車が揺ゆれるたびにちゃぷちゃぷ鳴る水すい槽そうの中身やら厳重に魔ま術じゆつ封ふうじをされた本のタイトルやらが気になって、覗のぞこうと立ち上がりかけてはバドにしかられた。

「君は落ち着きだとか思し慮りよだとかいうものを母親の腹の中に置き忘れてきたのかね？」

　リティーヤも、少しムッとして言い返す。

「覗くくらいいいじゃないですか。それに最近はあたしもちょっとおとなしくしてるつもりです、そんなこと言われるいわれはありません」

　狭い空きスペースに押し込まれて、バドとの距きよ離りはごく近く、にらみ合えば真っ正面から視線がぶつかった。

「たった数日の心がけで何を言うのだね。君ならば立ち上がった拍ひよう子しに転んで瓶びんを割ったり本を散らかしたりするに決まっている」

「んなことしませんよ。どこのドジッ娘こですか」

「君はわかってない」

　バドは鼻息でヒゲをふるふると揺らして言った。

「いいかね、ドジというのは本人の不注意が原因という場合も勿もち論ろんあるが、運というか運命というか、そういう超ちよう自然的な何かが関係してくる場合もあるんだ。君の場合、その運と君の不注意とが車の両輪のように働いて、ある種革新的な迷めい惑わくを周囲にもたらすのだよ。この場合、どんなに注意してもしすぎるということはない。君は普ふ通つうの人間以上に慎しん重ちようにならねばならない。息一つするのにも、君は気を遣つかうべきで、もしも何か悪いことを引き起こしそうだったら、息を止めることすら考えねばならないのだよ」

「それ、生きてけませんよ」

「その通りだ。テヨルはああ言うが俺としてはカブリクマオオカミなど──」

「は？　カブリクマオオカミ？」

「……いや、まあ、なんでもない」

「はあ……？」

　バドは言い過ぎたと思ったのか、ばつが悪そうに口を噤つぐんだ。リティーヤには何がなんだかわからないが、ちょっと考えてみると一部頷うなずけるところもあった。確かに自分はトラブルメーカーだ──十六年と半年くらい生きてきて、リティーヤもそれに気付き始めていた。いや、正確には最近気付いたことではないのだが、修正の必要があるかもしれないと感じ始めたのは最近だ。自分はひょっとしたら息をするのも注意しないとおかしな事態を引き起こしてしまうのかもしれない、とぼんやり考える。

　ようし、とりあえず注意してみるぞ。

　リティーヤは彼女なりに慎重に息を吸って、吐はいた。

　すーはーすーはーやり出したリティーヤを見て、バドはおかしな薬でもやっているのかねととんちんかんなことを言い、またぞろ妙みような言い合いが始まったので、リティーヤも三秒で慎重に生きることを忘れた。




　リティーヤがバドに小言をもらう間にも、荷馬車は百年前から変わらない花か崗こう岩がんの石いし畳だたみをきしませながら北上していた。《学園》中央部は、医療関係の各施し設せつ、事務局の平べったい煉れん瓦が造りの建物、増築に増築を重ねわけのわからない造りになった図書館の本館、ついには収まりきらなくなった蔵書のせいで建てられた分館、各種の記念講堂と共同研究施設等々が寄り集まって、ちょっとした都市の中心部のようになっている。人の通りも馬車の往来も多い。

　しかしそういった界かい隈わいを通り過ぎ、《学園》一の規模を誇ほこる中央食堂のところで西に曲がると、風景は途と端たんに寂さびしくなる。実験農場の間の砂じや利り道みちを通り抜ぬけ、広大な原生林の端はしっこを横切った頃ころ、道は緩ゆるやかな上りになって、ようやくその頂上に緑に囲まれた数すう棟とうの建物が見えてくる。食堂もカフェも寮りようも事務局の出張所もあるから、景色けしきはまた少し人里っぽくなる。

　第四研究棟は、その一番奥だ。

　白色の、灰色の、煉れん瓦が色いろの、あらゆる建物を通り過ぎ、原生林の支配域が再び始まるその直前、砂利道が石畳のアプローチに変わったところで、荷馬車は止まる。

　リティーヤの研究室のある第四研究棟は、灰色ののっぺりとした建物だった。




「あのー」

　研究室はそこそこの広さがあるはずなのだが──たとえて言うなら基き礎そ課程の学生が暮らすあの寒々しい二十人部屋と同じくらい広い──乱立する書しよ架かと平積みにされた資料とで、決して広くは感じられなかった。研究室は書架でおおよそ二つに分けられ、手前の方には十人ほどが座れる長机と数すう脚きやくの椅子が置かれ、奥にはバドらのそれぞれの机がある。ちなみにこの隣となりに実験室や室長室もある。

「あのー」

「聞こえている」

　リティーヤもバドも手前に置かれた長机の方にいた。バドは何やら書き物をしていて、リティーヤはその向かいで本を読まされていた。タイトルは『貴婦人入門～あなたは自分を変えられるか』。バドがリティーヤのためにと選んだ本である。

「バドさんてあたしのこと嫌いですか？」

「常つね日ひ頃ごろそう言っているではないかね」

「いやあ、照れ隠かくしかと」

「君の頭は年がら年中おめでたいな」

「あ、たまに言われます」

「話はそれだけかね、ならばさっさとその本を読んでしまいたまえ。そうすればきっと君も少しは品行方正な人間になれるだろう」

　リティーヤは家具の選び方だの使用人の見み極きわめ方だのといった知識を溜ため込んでも自分が貴婦人になったりしないことを知っていたので、なんとかバドとの話を続けようとした。

「ええと、バドさん、さっき病びよう棟とうで『ボス』って言いましたよね」

「なんだと？」

「ほら、ヴォルドさんに」

「……そんなことを言ったか？」

「ええ、言いましたよー。なんでボスなんですか？　昔はヴォルドさんの下で働いていたとか？」

　そう訊きくと、バドは突とつ然ぜんみぞおちの辺りを押さえた。顔色はみるみるうちに悪くなり、脂あぶら汗あせが浮うかんでくる。ぶるぶると震ふるえる先せん輩ぱい魔ま術じゆつ師しへ、リティーヤは驚おどろいて声をかけた。

「え？　ちょ、ちょっと大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……嫌いやなことを思い出させないでくれたまえ」

「は？」

「ヴォルド殿どののことだ。くっ……、呪のろわれた日々が蘇よみがえる……」

　バドは目の前にちらつく幻げん影えいを振ふり払はらうように、目を閉じてぶんぶん頭を振った。懐ふところから薬くすり瓶びんを取り出し、掌てのひらに出した数すう錠じようの胃薬を口の中に放り込む。がりがりと音を立てて、彼は奥歯で薬を嚙かみ砕くだいた。

「いったいどんな目に遭あったんですか……」

「だから思い出させないでくれと言っているだろうが」

「あ、すいません」

　まあ、ヴォルドとは、一日、二日一緒に過ごしただけのリティーヤでも、彼とバドの関係が水と油なのはわかる。何事もいい加減で自由奔ほん放ぽうなヴォルドと、神経質で胃痛持ちのバドだ。リティーヤも相当いい加減で自由奔放な性格だが、バドにしてみれば所しよ詮せん後こう輩はいである。好きに文句も言えるし、注意もできる。ところがヴォルドは彼の『ボス』だったのだ……彼の胃が受けたダメージは想像するだに恐おそろしい。あのマイペースなヤムセですら、ヴォルドには苦労させられた様子なのだから……。

「で、でもほら、今はヴォルドさんも《学園》辞やめたんですからっ」

　バドの目が希望にきらりと輝かがやいた。

「……そうだったな。ボスはもう俺のボスではないし、君だって俺の教え子というわけではない。ボスは引退して君はヤムセの生徒じゃないか……そうだ、そうだった……」

「そうですよぉ！　あたしだってほら、さすがにバドさんが指導教官だったら申し訳なくて生きてけませんってー」

「ほう、君の辞書にも申し訳ないなどという言葉があったのかね。はは、しかしまったくその通りだな。俺もせっかくボスから逃にげられたと思ったのに君の指導を任されたのでは正直胃が保もたんよ」

「あははー、そうですよねー、いやあ本当に良かったですね、あたしの指導教官ならなくて！」

　はは、あはは、と二人は笑い合った。バドはリティーヤが嫌きらいでリティーヤもバドがなんとなく苦手だったが、まあ別に同じ研究室にいるだけなら、お互たがいやっていけないことはない、と考えていた。

　だけなら。

　笑い声の響ひびく研究室の扉とびらががらりと開け放たれ、入ってきたヤムセがしばらく《学園》を留守にすると言った時、バドとリティーヤはその事態の重大さを理解していなかった。

　彼らがそれを理解したのは、ヤムセがバドにこう言った時だ。

「今回はテヨルにも手伝ってもらいます」
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　ん？

　リティーヤとバドは同時に首を傾かしげた。テヨルはこの研究室の残る一人、正魔術師の女性だ──いや、もう一人ロードマスターという責任者がいるのだが、あまりに忙いそがしくて滅めつ多たに研究室に顔を出すことはない。研究室に入って三月ほども経たつリティーヤも、まだ顔を見ていない。

「ヤムセ、テヨルまで連れていくということは、渉しよう外がい担当官の任務なのかね」

　バドがおそるおそる、といったようすで訊いた。テヨルは渉外担当官ではないが、ヤムセの任務で荒あら事ごとがあると一いつ緒しよに呼び出されることが多いそうだ。リティーヤも背中に嫌な汗あせをかく。

「上から正式に命令が来まして、逃とう亡ぼうしたユローナを追うことになったんです」

　ヤムセが言いにくそうに言った。

「ですから、その、バドにリティーヤの指導をしばらくお願いすることになるのですが……」

　…………。

　誰も何も喋しやべらなかった。

　長い沈ちん黙もくの後、バドがようよう口を開いた。

「…………しばらくとはどれくらいだ」

　ヤムセが視線を逸そらしながら答えた。

「そうですね、短くて一月……あ」

　バドは卒そつ倒とうした。




　椅い子すを並べ、そこに卒倒したバドを寝ねかせ、水で濡ぬらしたハンカチをその額に置くと、もう五時を回っていた。

　ヤムセはまだ今日の最後の汽車に間に合うと言い、コートを着て鞄かばんを持った。

「テヨルさんは？　バドさんどうするんですか」

「テヨルなら事務局だ。これから合流する。バドのことは……」

　ヤムセは、意識の戻もどらない先せん輩ぱいへちらりと申し訳なさそうな目を向けたが、結局諦あきらめたように首を振った。

「頼たのんだぞ」

「はあ……」

　リティーヤはバドの倒たおれた原因が自分にあるとわかっていたので、あたしが看病しても逆効果なんじゃないかなあと思ったが、他にどうしようもなかったので黙だまっていた。

　──ただ。

「先生」

　呼びかけると、ヤムセは扉に手をかけたところで立ち止まって振り返った。

　ヤムセの顔はいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで、その表情から感情を読み取るのはリティーヤにはまだ少し難しかった。不ふ機き嫌げんで、面めん倒どうくさそうな様子に見えるが、彼の中にある感情がそれだけとは思えなかった。

　何しろ、ユローナと、彼女に傷を負わされたヴォルドは、二人ともにヤムセの『先生』なのだ。

　ヤムセが二人の師を持つに至った詳くわしい経けい緯いをリティーヤは知らない。知っているのは、ユローナがヤムセにとって専門課程時代の指導教官であると同時に姉の命を奪うばった仇かたきであるということくらいだ。

　姉の仇として、ヤムセはユローナを恨うらんでいる。おそらく、それは確実だ。

　だが。

「……なんだ？」

　師の訝いぶかしげな視線を受けて、リティーヤは考える。

　恨んでいる、だけなのだろうか、と。

　かつてヤムセがユローナの名を呼んだ、血と激情の入り交じった声を、リティーヤは今でも覚えている。仇を呼ぶような、はっきりとした憎ぞう悪おのこもった声だった。

　今思い出しても、リティーヤは背筋がぞうっと冷たくなる。

　だが同時に、ひどく切実で、狂くるおしくて──そう、飢えたような、声だったとも思う。

　あんなはげしい想おもいをなんと呼ぶのか、リティーヤは知らない。

　……だからリティーヤは、

「せんせ」

　ただ、へらっと笑って言った。

「行ってらっしゃい」

　ヤムセは肩かたすかしを食くらった様子でしばらく沈黙した。

　それから、急に何か思いついたのか、鞄に手を入れ、紙かみ袋ぶくろを取り出した。

　リティーヤをちょいちょいと手招くと、両手を出させ、袋を逆さまにして中身をその上にすべて出す。赤、緑、オレンジ、黄、空色──転がり出てきたのは、色とりどりのドロップだ。

「一度に全部食べるな」

「…………？」

「一日三つまでだ。私の机の上に置いてある分も食べていい。なくなる前に戻れるはずだ」

　リティーヤはじろりと師を見上げた。

「もしかして先生あたしのことすごーくちっさい子どもと勘かん違ちがいしてません？」

「おまえの精神年ねん齢れいは関係ない。糖分補給は魔ま術じゆつ師しの義務だ」

「砂糖が魔術行使時の疲ひ労ろう回復に一番良いってやつですか？　でもその理論先生からしか聞いたことないですよ」

「一日三個。忘れるなよ」

　相変わらず師は人の話など聞いていない。その点はリティーヤも似たようなものなのだが。

　リティーヤは両の掌てのひらに盛られたドロップの数を数えた。小さなものばかり、二十か三十はあるだろうか。ヤムセはころりと山から零こぼれ落ちた一つを空中で捕とらえ、自分で食べた。

「でも先生の分は？」

　ヤムセは常識の範はん疇ちゆうを超こえた甘い物好きなのだ。甘い物を切らした彼など想像もできない。

　するとヤムセは手にした鞄を開けて中を見せてくれた。

　……書類の束や地図は、何袋も詰つめ込まれた菓か子し屋やの袋に押し潰つぶされていた。どれも違ちがう店のもののようだ。味の違いを楽しみたいのだろう。

「……準備万ばん端たんだったんですね」

「いつ補給できるかわからんからな」

　ヤムセは自じ慢まんげに言って──何が自慢なのかリティーヤにはよくわからないが──いそいそと鞄を閉じた。リティーヤに取られるとでも思ったのだろうか。

「では行ってくる」

「はいはい」

　会話はそれきりで、ヤムセは研究室を出て行った。

　リティーヤはドロップを適当なガラス瓶びんに入れて──以前何かの生物標本が入っていたやつのような気もするが、洗ってあるからいいだろう──ついでに早さつ速そく一つ口に放り込んでみた。

　硬くて甘いオレンジ色が、頰ほおの内側でころりと転がった。
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　ミカは美人だ。長い睫まつ毛げがすべらかな頰に憂うれいの影かげを落とす横顔は、同性のリティーヤでも見とれるほどだ。黒に近い艶つややかな焦げ茶の髪かみに、薔ば薇ら色いろの頰。目元を隠かくす楕だ円えんのフレームがやや惜おしい気もするが、逆に眼鏡めがねがあるからおっとりとした顔立ちが引き締しまって見えるのだ、という意見もある。

　だが、幾いくら美人だろうが、リティーヤはここにミカの顔を観賞に来たのではない。

「ねえミカ」

　呼びかけられたミカはリティーヤの方を見た。その目が作り物めいた無機質さでリティーヤの姿を映し、一いつ瞬しゆん遅おくれて感情を宿す。

「あ」

「何、ぼーっとして。話聞いてる？」

「ああ、うん……」

　言ったきり俯うつむいて、ミカは食べかけのイモをフォークで突ついた。

　夕食時だったが、食堂は思いの外空いていた。

　リティーヤが約束していた七時より少し遅れて食堂に着くと、ミカはもう隅すみの席についてぼんやり窓の方を眺ながめていた。一声かけると笑え顔がおで応じてくれたが、リティーヤがトレイに夕食のシチューとパンを載のせて戻った時も、ミカはやっぱり窓の外をぼんやり見ていた。

「悩なやみ事？　ミカは頭良い分色々考えちゃうからなあ」

「あんたがおバカなだけでしょう」

「悩みすぎてご飯冷ましちゃうのもバカだと思うよ」

「……言うようになったわね」

　ミカはすっかり冷めて脂あぶら身みが白く浮うき始めた煮に込こみ肉を、恨めしそうに眺めた。

　ミカがそれ以上話す様子もないので、リティーヤは話題を変えてみることにした。

「そういえば実験ってうまくいった？　ほら、なんだっけ、心理学研究室との合同実験。遺物がどうたら、って……」

「…………」

「ミカ？」

「ねえリティーヤ」

　食べる気もなさそうに肉を突きながら、彼女は言った。

「私はおじいちゃんと叔母おばさんに育てられたの」

「……うん？」

　それは突とつ然ぜんの告白にしては妙みようだった。ミカが母方の祖父と叔母に育てられたことはリティーヤもよく知っている。彼女は入学以来毎月祖父と叔母への手紙を欠かしていない。あちらからもよく手紙が来ているようだ。

「覚えてる最初の記き憶おくは、お弁当を食べているところだった。ビスケットにチーズに肉入りパイに赤ワイン、それに途と中ちゆうでイチゴも摘つんで。釣つりをしているおじいちゃんのところに、叔母さんの作ったお弁当を届けに行ったの。叔母さんは旦だん那なさんと一いつ緒しよに近くで暮らしていて、子どもがいなかったから私のこと本当によく可愛かわいがってくれた」

　ミカはよどみなく喋しやべった。それ以前に何度も繰くり返し練習していたように、つかえたり言葉に迷ったりすることもない。ただ、その目を冷えた肉に留とどめて。

「叔母さんの家のベッドには良い匂においのするキルトがあって、私はそれがお気に入りだった。赤地に雪の模様が可愛らしくて。おじいちゃんは昔は町の裁判所で働いていて、そのずっと前は軍人さんだった。私が《学園》に行く頃ころには引退して、叔母さんと一緒に暮らし始めた。旦那さんは船乗りだったから留守がちで、でも本当に良い人で、私が《学園》に発たつ時、仕事で見送れないのをすごく申し訳ないって」

　その切れ目のない語りが、そこで唐とう突とつに途と切ぎれる。

「……あのー、ミカさん？　ちょっとお、どうしたの？　何があったの」

　冷えた煮込み肉を、赤いスープに浮かぶ肉の断だん片ぺんと白い脂身を見つめていたミカの目が、不意にリティーヤを捉えた。

　一度閉じられたミカの口が、また開く。




「あんたにとってこの世界はどれだけ確か？」




　見つめられ、聞き返そうとした口をリティーヤは閉じる。ミカはふざけているわけでも気まぐれを起こしたわけでもなさそうだった。

　すがるような目だった。

　リティーヤの中で警けい鐘しようが鳴り響ひびく。咄とつ嗟さに、はしばみヘーゼル色の目をした親友の腕うでを摑む。

　しかしリティーヤが覗のぞき込むと、ミカはふいと視線を逸そらしてしまった。

「ミカ、ねえどうしたの」

「……疲つかれてるみたい」

　そう言って、軽く嘆たん息そくする。一度閉じた目をもう一度開けた時には、少なくとも見た目はいつもの、理知的な友人だった。

「記憶系統の魔術に詳くわしい人知らない？　研究テーマにしようと思ってて」

　ミカは先さき程ほどの話がなんだったのか語らないまま、平然とそう言った。

「研究テーマって、あんた考古学でしょ？　記憶がどう関係してくるのよ」

「物体に宿る記憶よ。〈夢〉魔術の物体への応用。淀よどみ水の理論。知らない？」

「知らないって。ああ、まあ〈夢〉魔術に詳しい人なら知り合いに……」

「ん。じゃその人教えて」

　リティーヤがバドのことを教えると──彼は〈夢〉魔術の専門家で、〈夢〉魔力による生物群集の構造変化がどうたらこうたらという小難しい研究をしている──ミカは冷めた煮込み肉を味わうようすもなく淡たん々たんと平らげ、席を立った。

「ちょっとミカ！　話はいいの？　あれで終わりなわけ？」

「ごめん、今日なんか調子悪いの」

「あ……ちょっと！」

　制止にもミカは止まらず、リティーヤは椅い子すに座ったままその背中を見送った。

　リティーヤがミカを振ふり回すことは今までにも多々あったが、その逆はきわめて珍めずらしい。ミカは常識人で、いつもリティーヤの手た綱づなを締めていた。

　それなのに。

　この世界は──どれだけ確か？

　いきなりなんだって言うのだ？




　ヤムセがおらずとも、日常は淡々と流れた。

　夕食時の不思議なやりとり以降ミカと顔を合わせることはなかったが、ありきたりの日常の中で、友人の台詞せりふもいつしか意識の片かた隅すみに追いやられた。

　その記憶が再び不意に顔を現したのは、ヤムセが出立してから、一週間後のことだった。

「どうしよー……」

　いつもの研究室で、リティーヤは書しよ架かのファイルを引きずり出し、講義のレポートを作っていた。勿もち論ろんというかなんというか提出期限ぎりぎりのやつだ。

　おかげで床ゆか中じゆうにファイルが散らばり、もはや収拾がつかない状態だった。片づけろと言われてもたぶん無理だ。日付も分類も、もはやぐちゃぐちゃである。リティーヤとしてもここまでちらかすつもりはなかったのだが、気が付いたらこうなっていた。

　間の悪いことに、そこへバドが戻もどってきた。

　だが、当然あると思った一言がない。お叱しかりの言葉も口にせず、彼はさっさと椅子に座る。

「……バドさん？」

「俺は今ちょっと疲れ目なのだ」

　彼はリティーヤの姿も床に散乱する書類も見ようとせず、眉み間けんを押さえてぶつぶつ言った。

「だから今床に大量の書類が散らばっているように見えるのは、疲れ目で物がぶれて見えているせいだ。実際には何も問題はない。あろうはずがないのだよ。勿論だ」

「…………」

　現実逃とう避ひに勤いそしむバドのために、リティーヤはとりあえず話題を変えることにした。

「あー……と、そうそう、ミカって子、バドさんのところ行きました？」

　虚こ空くうを見つめてぶつぶつ言っていたバドが、ふとその呟つぶやきをやめ、リティーヤを見た。

「……ああ」

「あ、行ってましたか。いや、あたしが紹しよう介かいしたんですよね、彼女にバドさんのこと。一週間くらい前かな？　だからちょっと気になって……？　どうかしましたか」

「……いや」

　とても優ゆう秀しゆうな子だったな、とバドは目線をリティーヤから外しながら述じゆつ懐かいした。

「彼女は専門課程のまだ一年目だろう？　とても信じられんね。淀み水の理論についてあそこまで深く理解しているとは」

「淀み水？」

「〈流れ〉魔力が物体において必然的に生み出す〈夢〉魔力とその……まあ、とにかく彼女は非常に高度な質問を俺にしたんだ。彼女は本当に君の友だちなのかね？」

「そうですよ」

「君のような人間と彼女のような人間が友人関係にあるとはな。友情というのは時に不可解な形を取るものなのだな」

「はあ。……あの、ミカどんな様子でした？」

「……どんなも何も、君と違ちがって大変優秀な学生だが？」

「ミカが頭良いのは知ってます。じゃなくて、元気だったかなあ、とか、そういうことです」

「特に変わったところは見えなかったが。元気だったのではないかね」

　バドが何気ない様子で答えるので、ああそうか、とリティーヤは自分の問いの無意味さに気付く。バドは普ふ段だんのミカなど知らないし、ミカだって初対面のバドに妙なことを言ったりはしないだろう。あれで彼女は警けい戒かい心しんが強いのだ。

「ところで準備はもういいのかね？」

　だからバドがそう言って急に話を変えた時も、どうとは思わなかった。

　何の準備だ、と思って顔を上げると、バドは手に持った本の表紙をぽんぽんと叩たたいた。

『〈夢〉魔ま術じゆつ入門』。

「入門？　それ一年生の教科書じゃないですか。入門からやり直せってことですか？　幾らなんでもそのレベルはわかってますよ、あたしだって」

　バドは突とつ然ぜんしらけたような顔になった。リティーヤは自分がものすごくまずい冗じよう談だんでも言ってしまったのだろうか、と思ったが、どうも違ちがうようだ。しらけたような顔のこめかみ辺りに、徐じよ々じよに血管が浮うき出てくる……血管？

「え？　あれ？」

　どうもバドは怒おこっているらしい。そこまでくだらないことを言ってしまったのだろうか？　リティーヤは自分の発言を総ざらいした。入門書、一年生の教科書……〈夢〉魔術。〈夢〉魔術は記き憶おくなどの精神活動全ぜん般ぱんを支配する魔術だ。具体的なところでは人の心を見み透すかしたり、記憶を操作したりできる。記憶──リティーヤの頭にある考えが閃ひらめく。自分は何かを忘れている。そこでリティーヤはおそるおそる、もう一度考える。入門書、一年生の教科書、それから自分が今バドの指導を受けていること、最後にバドの仕事。

《学園》の魔術師たちは《学園》を成り立たせるための様々な仕事を割り当てられている。ヤムセは渉しよう外がい担当官として他の魔術師組織との交渉を担当しているし、リティーヤの知り合いのゼストガという魔術師は、魔導書調査委員会の事務局に所属して《グリーンワードの魔導書》の調査研究に当たっている。

　そしてバドの場合は。

「……バドさんは、これから一年生の授業なんですよね」

　バドは普段は専門課程の学生相手に講義を受け持っているのだが、ユローナ追つい跡せきに人が割さかれ人手不足になった基き礎そ課程の授業を幾いくつか臨時で掛かけ持つことになっていた。

「そうだ。そして、君は俺の助アシス手タントとして授業の補ほ佐さをするはずだったな……？」

　……彼は答えられないリティーヤの肩かたをがしっと摑つかんだ。

「準備はどうした？　模式図と実験器具を集めて馬車に詰つめ込めと言っておいたはずだが、まさか自分のレポートにかまけて忘れていたとか言うのであるまいな？」

　詰きつ問もんめいた口調ながら、「頼たのむから違っていてくれ」という願望と「でもどうせそうなんだろうな」という絶望的な諦あきらめの両方が垣かい間ま見え、リティーヤは耐たえきれず視線を逸らし、え、えへ、と曖あい昧まいな笑えみを浮かべて頭を搔かいた。すべてを理解したバドの顔が絶望一色に塗ぬりつぶされる。

「君はなんだってこんな簡単なこともできないんだ！」

　バドは突然リティーヤの肩から手を離はなすと、頭を抱かかえてその場に座り込んだ。

「昨日も今日もちゃんと伝えたぞ！　何な故ぜわからないんだ、これで何回目だっ！」

「指テイー導チング助・アシ手スタントは今日が初めてですよ！　そ、そりゃあこの間バドさんに頼まれた書類、間ま違ちがえてゴミに出しちゃいましたけど……」

「だからそれを言ってるんだ！」

　バドは目の端はしに涙なみだを溜ためてリティーヤを睨にらみつけた。怒ど鳴なられる──リティーヤは身構えた。バドの説教は長くて重いのだ。そう、重い。全身全ぜん霊れい、半泣きで説教してくるのだ。

　しかし、バドの絶望的な説教が展開されることはなかった。

　バドの口から最初の一語が飛び出す寸前、どんどん、と扉とびらが叩かれたのだ。

　バドは出かかっていた言葉を吞のみ込み、扉の方へ向かって怒鳴った。

「どなたかね！」

「倫りん理り委員会の者です」

　扉の向こうからはそんな答えが返ってきたが、バドは心当たりがないからか、それとも倫理委員会が嫌きらいだからか、あるいは両方の理由からか、顔をしかめた。倫理委員会は《学園》の魔術師の行動が内規に外れていないか審しん査さする機関だ。突然バドが「君がまた何か問題でも？」という目で見てきたので、リティーヤは慌あわてて首を振った。リティーヤも身に覚えがない。

　……たぶん、ないはずだ。

　バドは扉を開け、外に立っていた人物を中へ招き入れた。入ってきたのは髪かみをひっつめた二十代後半の女性で、室内をぐるりと見回しリティーヤに目を留めると、ちろりとヘビのような目でバドを見やった。

　目配せされて、バドはリティーヤに言った。

「実験室で器具を集めているんだ。話が終わったら呼ぶ」

「了りよう解かいです」

　とりあえず自分には関係ないことだったようだ──リティーヤは外に出ようと扉に手をかけた。ぼそぼそという話し声が聞こえてくる。こちらへどうぞ、とか、どうも、とか、そういうやりとりだ。

　だが扉を閉める寸前に、リティーヤは聞き慣れた響ひびきの音、決して無視できない音を聞いた。

「ミカという学生が」

　──リティーヤは、思わず立ち止まった。

　立ち止まり、振ふり返ってしまったリティーヤに、バドはたしなめるような視線を送った。

「リティーヤ」

「あの」

「行きなさい」

　そこには有う無むを言わせぬ、常のバドらしからぬ響きがあって、リティーヤは声を出せなくなった。バドが立っているのは研究室と直接繫つながった応接間の扉の前だ。扉はまだ開いていて、ソファに倫理委員会からの使者の姿が見える。彼はその使者をちらりと見やる。リティーヤがここにいては、使者はこれ以上喋しやべらない。だから今は出て行け、とバドは言っているのだ。

「……は、い」

　リティーヤは唾つばを吞み込み、かろうじてそう言うと、研究室から廊ろう下かに出た。

　誰もいない暗い廊下で、リティーヤは一人立ち尽つくした。

「ミカ……？」

　立ち尽くし、友人の名を呟つぶやくことしかできなかった。




　実験室に来たバドから、ミカが倫理委員会に喚かん問もんされたと教えられたのは、それから三十分も後のことだった。
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　さやさやと、トウモロコシの葉が、茎くきが揺ゆれる。頂に雄ゆう花か穂すいを垂らした茎が、王おう冠かんを戴いただく古いにしえの王者のように聳そびえて、十歳のリティーヤを取り巻いている。

　そこには、どういうわけか音楽が流れていた。

　それはハーモニカの音のようだったが、リティーヤはこれほど豊かな音を出すハーモニカを知らなかった。軽かろやかな伸のびやかな音が、トウモロコシの穂ほを撫なで、青空に満ち、膨ふくれ上がって弾はじける。

　リティーヤは音の源を探し歩いていた。

　首を伸ばし、耳を傾かたむけ、トウモロコシの茎を搔き分け、雌花穂に鼻や首筋をくすぐられ、青空の下を歩いた。小さな虫がちらちらと視界を横切り、耳元で騒さわぐ。乾かわいた土と肥料と草の臭においが肌はだの上を上ってくる。

　やがて、リティーヤは搔き分けて開けた視界の中に、一つの巨きよ岩がんを見付けた。

　トウモロコシ畑のど真ん中に、リティーヤの身長より僅わずかに低いくらいの、巨大な岩が転がっていたのだ。

　ハーモニカの主は、その岩の上に座っている。

　それは、ちょっと息を吞むほどの、綺き麗れいな少女だった。

　少女は目を閉じ、一心に小さなハーモニカを吹ふいていた。風が少女の前まえ髪がみをさらりと揺らし、秀ひいでた額を覗のぞかせる。着ている制服はリティーヤとまったく同じものだ。同じ学年の、他のクラスの子だろう。

　その肩に、青い綺麗な小鳥が留まっている。

『あれ？　コイジロドリ……』

　小鳥に気を取られ、思わず踏ふみ出したリティーヤの足が、折れて倒たおれたトウモロコシの茎を踏んだ。小さな、しかし風のそよぎの生み出すものとは決定的に異なる音が響き、音に驚おどろいたのか小鳥は飛び立ってしまった。

　同時に、ハーモニカの音が止やんだ。

　近付き、また遠ざかっていく風の中で、少女が閉じていた目を開け、そのはしばみ色の虹こう彩さいにリティーヤの姿を映した。

　無機質な作り物めいた瞳ひとみに見つめられ、物もの怖おじしないリティーヤもなんとなく慌てた。

『あ、あたしハーモニカの音がぎゃっ』

　言葉の終わる前に、少女の投げつけたハーモニカがリティーヤの顔面に命中した。

『い、いたっ、え、ええ？』

　リティーヤはわけがわからない。小さな軽いハーモニカだが当たれば痛い。目がちかちかする。鼻をさすっていると、少女は岩から下りて何事か叫さけんだ。

『のこのこ来たわね、ディアラ！　さあどっからでもかかってきなさい！』

『イタタ……って、え？　誰？　ディアラ？』

『ふん、今日は腰こし巾ぎん着ちやくもいないのね、いい度胸じゃない！　そんならこっちから行くわよ！』

『ちょ、待っ……ひゃあああああああああ!?』

　見知らぬ少女の放ったかまいたちの魔ま術じゆつが、リティーヤの頰ほおを掠かすめて背後のトウモロコシを切り刻んだ。

　リティーヤは悲鳴を上げて逃にげ出した。

　それが、リティーヤとミカの出会いだった。




　──六年前のトウモロコシ畑の空気が一いつ瞬しゆんだけリティーヤの中で蘇よみがえり、すぐに消えた。

　そこはがらんとした実験室で、リティーヤはたった今、友人が倫理委員会に喚問されたと知らされたところだ。

「問題ない」

　バドはそう言った。本当ですか、と訊きくと、ヒゲを撫でながら辛しん抱ぼう強く繰くり返した。

「問題ない。良くあることだ」

　バドはそう言って実験室の椅い子すの一つに腰こしを下ろした。古びて歪ゆがんだ丸椅子は体重を移動させるたび不安定にかたかたと鳴る。

　椅子がかたと鳴り、バドは少し前まえ屈かがみになった。

「専門課程の学生には閲えつ覧らんが禁じられている資料があるんだ。それにちょっと手を出してしまっただけだ。優ゆう秀しゆうで探究心旺おう盛せいな学生にはよくある話だ。与あたえられたものだけでは満足できなくなって、焦あせってしまったんだろう。ミカ君は初めてだし、反省文でも書いて終わりのはずだ」

「……本当ですか？」

「心配なのはわかるが」

　バドはリティーヤの目を見上げて言った。

「私も学生時代内規に触ふれる資料に手を出して倫理委員会の世話になったことがある。その時はミカ君よりもう少しきわどい資料だった。それでも初回は警告で終わり。問題はないんだ」

「…………そう、ですか」

　落ち零こぼれでいつ落第するかと周り中から思われていたリティーヤだが、倫りん理り委員会に関わったことはない。倫理委員会が関わるというのはたとえば駆かけ落ちカップルが出た場合だとかという、相当深刻な件に限られる。少なくとも基き礎そ課程時代はそうだった。

　だが、バドも楽天的な方ではない。その彼が言うのだから、大だい丈じよう夫ぶなのだろうとも思えた。

　……大丈夫なのだろう、と自分に言い聞かせた。

「喚問って長くかかるんですか？」

「まちまちだ。一ヶ月以上に及およぶこともある。どうかしたか？」

「あ、いえ、会って話せるかなーって思っただけなんですけど」

「それなら問題ないだろう。何もこれから毎日喚問されるわけではない。呼ばれてもせいぜい一回半日程度だ……さて、少々遅ち刻こくしてしまったが授業に行こう。いいな？」

　リティーヤの思考を断たち切るように、バドが宣言した。

　リティーヤは、ゆるゆると息を吐はき、色々なことを──それはたとえばミカが数日前に見せた奇き妙みような言動だったりするわけだが──考え、頷うなずいた。

「はい」

　大丈夫。

『あんたにとってこの世界はどれだけ確か？』

　……思い返したその言葉に、不安と困こん惑わくを覚えながら。
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《学園》の生徒が魔術を本格的に学び始めるのは、二年目に入ってからになる。

　一年生の間は基礎学力の向上に費ついやされ、魔術どころではないのだ。

　しかし魔術の習得段階は個人差が大きいので、中には二年生になった頃ころには初歩の魔術を習得してしまっている者もいる。かと思えば基礎課程時代のリティーヤのように、教養科目でいっぱいいっぱいになっている者もいる。

　これではとても教師一人で一クラス二十人は相手にできない。

　そこで役に立つのが、授業中、あるいは授業前や後、一対一で生徒につき習得の手助けをする指導助手だ。普ふ通つう、専門課程の若い見習い魔術師に回ってくる仕事であり、今回これがリティーヤにも回ってきた。

　おりからの人手不足とユローナ逃とう亡ぼうの後処理でその人手がさらに奪うばわれたせいである。

　……そうでもなければ君など使うものか、とはバドの言だ。

　とにかく、リティーヤは、基礎課程の二年生のクラスを臨時で受け持つことになったバドについて、最初の授業に臨のぞんだ。ミカのことをまだ引きずっていて、それと同時に指導助手としての最初の授業で緊きん張ちようもしていたが、授業が始まった途と端たん、そういったことは一いつ旦たん思考の外に押しやられた。




「先生は恋こいの経験がおありですか」




　……最初の授業の導入時に、バドにそう質問してきた生徒バカがいたのだ。

　その問いを発したのは、女の子みたいに華きや奢しやで、無む根こん拠きよな自信に溢あふれた、ごく普通の少年だった。少し伸のびすぎた金きん髪ぱつと、少し着き崩くずされた制服を除けば、大して印象に残るものもない、ありきたりの基礎課程二年生である。

　リティーヤはぽかんと口を開け、質問のために椅子から立った少年を眺ながめた。

　──基本的に、《学園》の魔術師というのは独身であることを期待される。

　魔術師同士の婚こん姻いんは魔力に問題のある子が生まれる可能性が高く、乳幼児のうちに死んでしまうケースが多いため、《学園》の魔術師同士での婚姻は認められていない。一いつ般ぱん人じんとであれば婚姻も可能だが、《学園》にすべてを捧ささげることを求められる魔術師たちには、家庭を持つことは好ましからざるものと見なされている。大たい抵ていの《学園》の魔術師にとって家とは《学園》のことであり、家族とは《学園》の他ほかの魔術師たちのことなのだ。

　当然魔術師同士の恋れん愛あいも認められていない。明確に内規で禁じられているわけではないが、少なくとも周囲に知られた場合、普通は引き離はなされると言われている。

　だからリティーヤが基礎課程にいた六年間、教師に、恋人はいますか、とか、恋をしたことがありますか、なんておおっぴらに訊く生徒はいなかった。真しん剣けんに恋愛相談なり人生相談なりをするつもりでとっかかりとして言うのならともかく、場を和なごますためにそういう問いを口にするなどあり得ない。待っているのは長たらしい説教か冷れい酷こくな罰ばつかどちらかだ。

　そういったことを、今二年生の少年が知らぬわけもないだろうに。

　だが、バドは冷静沈ちん着ちやくに切り返した。

「恋とはなんだ」

　少年はすらすらと答えた。

「特定個人の姿を見てドキドキしたり、その人のことを愛いとおしく思ったりすることですよ」

「テスト監かん督とく中ちゆうは落第しそうな学生の顔を見るだけでドキドキするし、出来の良い生意気な学生がちょっとしたところで凡ぼんミスしてたりすると本当に愛おしくなってしまうが？」

「先生は恥はずかしがり屋さんなんですね」

「君のように脳が発はつ酵こうしていないだけだ」

　普通なら口を噤つぐんでしまいそうなバドの言葉にも、少年は動じた様子はない。

「〈夢〉魔術は人の心を操あやつるんですよね。でも、魔術を使わなくても人の心に影えい響きようを及ぼすことってできますよね」

　なんだなんだ……と周囲の生徒も騒さわぎ始めた。バドは彼らを黙だまらせようとしたが、少年は素知らぬ様子でさらに続けて言った。

「誰かを振ふり向かせたい時、気を引きたい時。絶望させたい時。愛して欲しい時。そういう時、魔術を使って片づけるほど無ぶ粋すいなものはない。そう思いませんか？　つまり我々は魔術に頼たよらない方法をもっと研究すべきなんです」

　バドは頭の痛そうな顔で少年を見やった。

「俺は授業を始めたいんだが、君にはそのつもりはないのかね？」

「ありますよ。でも僕の実験テーマは先生のとは違ちがうんです。だから協力してください。ね？」

　そこで少年はどういうわけかリティーヤの方を見て、にっこりと笑った。

　そして彼はバドやリティーヤに問いただす間を与えず、唐とう突とつに机から離れ、教室の外に飛び出した。

　戸口の脇わきに立っていた、リティーヤの真横をすり抜ぬけて。

「……へ？」

　啞あ然ぜんとして少年を見送ったリティーヤは、その表情のままバドを見た。

　バドは、少年が出ていった扉とびらを指した。それだけだ。何も言わない。

　それでもやるべきことはわかりきっている──リティーヤは急いで少年の後を追った。




　指導助手としてやってきて何な故ぜ講こう義ぎ棟とうを走り回らねばならないのだろうか。

　リティーヤは少年の言動に困惑していたが、同時に理り不ふ尽じんな状じよう況きように苛いら立だっていた──勿もち論ろん、自分が常つね日ひ頃ごろ周囲に理不尽を振りまいていることは棚たな上あげだ。

　呼び止めようにも名前のわからない背中へ、とにかく声をかける。

「ちょっと、君！　止まりなさいって！」

　だが相手は止まるようすを見せない。二人の他ほかは誰もいない廊ろう下かをぐんぐん走り抜けていく。何しろまだ授業中、本来誰もが教室の中で授業を受けている時間帯だ。人がいるわけがない。

「待ちなさ──」

「誰だ、授業中に！」

　再び叫さけぼうとしたところで、右手前方の扉が開いて、中からひげ面づらの教師が顔を出した。リティーヤの声が大きすぎたのだ。

「あっ、そのっ」

　リティーヤは大おお柄がらな教師に行く手を塞ふさがれ、慌あわてて立ち止まった。

　リティーヤの顔を見るなり、教師はそのクマのような硬いヒゲに覆おおわれた顔をひくりと引きつらせた。

「き、貴様リティーヤ！」

「え？　あれ、ガレード先生……」

「い、いいいいいったい何しに現れた、貴様の悪夢は終わったはずだ！　い、いや、答えなくていい、さっさと消えろ！　二度と現れるな！」

「それは無理かと思いますよ。だってほら、あたし指導助手で」

「なんだと!?　くそっ、指導部はどれだけ人手不足なんだ、こんな恐おそろしい……」

「恐ろしい？」

「え、ええいっ、いいからさっさと行け、わしはもう知らんっ」

　教師はひどくおびえたようすで教室に戻もどっていった。リティーヤは首を捻ひねりながらも、ふと廊下の先を見た。

　そこに、少年の姿はすでになかった。




　その後リティーヤは一旦教室に戻ったのだが、さらに捜そう索さく続行を命令された。

　……そしてそれをさぼっていたのをバドに見つかり、立て続けに細々とした雑用を言いつけられた。忙いそがしくて昼食休みも取れないほどで、やっとすべてが片づき、ミカのいる考古学研究室を訪ねた時には、日も傾かたむき、リティーヤは空腹と疲ひ労ろうでふらふらになっていた。

「うう、おなか減った……くそう、あの子次会ったらぶっとばしてやる……っ」

　ぶつぶつと恨うらみ言を連ね、ふらつく足で、研究棟の無機質な廊下を考古学研究室へ向かう。……雑用を命じられたのはリティーヤがさぼっていたせいなのだが、彼女の中ではすでに何もかも例の少年のせいになっている。

　ミカの所属する考古学研究室は、第二研究棟の二階の突つき当たりに位置する。

　成績優ゆう秀しゆうでクールな美人の親友は──たぶん、親友のはずだ──問題を起こすタイプではない。いつもそつなく立ち回って、問題児のリティーヤを何度も庇かばってくれた。

　そのミカが、倫りん理り委員会に喚かん問もんされたのだ。

　困ったことがあるなら力になりたいと思うし、悩なやみがあるなら訊ききたいと思う。

　空腹は……まあ、これで死ぬことはまだない。

　少年への恨みを呟つぶやき、ミカの件で不安になりながら歩き続けるうちに、気が付くと研究室の目の前に来ていた。

「……えっと」

　とりあえず不毛な恨み辛つらみは引っ込めて、開けたままの扉からひょいと室内を覗のぞくと、ちょうど奥の椅い子すに腰こし掛かけていた青年と目が合った。服装からして正せい魔ま術じゆつ師しだろう。彼は机の上に土器を並べ、定規を手に実測図でも作っていた様子だったが、リティーヤを見ると手を休めて声をかけてくれた。

「何かご用？」

「はい、あの、ミカはいますか？」

「今はいないけど、もうすぐ戻ると思うよ。待ってる？」

「えっと、そうですね、待って──」

「って、ああ、お帰り、ミカ」

　話していた相手がいきなりそう言ったので、リティーヤは驚おどろいて背後を振り返った。

　扉を開けたままの戸口に、ミカが立っていた。

「何しに来たの？」

　ミカは不思議そうに言った。とりあえず顔色は悪くはない。最後に会った時以上に瘦やせてもいない──たった七日前のことなので、そんな短期間で瘦せるはずもないのだが。

「何しにって……」

　そばの青年魔術師の存在が気になって、リティーヤはこそこそとミカを研究室の外に引っ張り出した。扉を閉めてしまえば、話し声はほとんど聞こえなくなる。

「ほら、その、……喚問されたって聞いたから」

「ああ、そうだったわね」

　ミカはひどくあっけらかんと言った。

「まさかバドさんまで証人に呼ばれることになるなんて思わなかったわ。迷めい惑わくかけちゃったわね。今度ちゃんと謝りに──」

「あ、そうじゃなくてさ、ミカの方は大だい丈じよう夫ぶかなーと」

「大丈夫よ。ちょっとやりすぎちゃっただけだもの」

「だけ、って……」

　リティーヤはミカのつっけんどんな言い草に困こん惑わくした。

　ミカはその気持ちを知ってか知らずか、やはりいつもの調子で言った。

「そんな心配することじゃないわ。あんたは自分の心配してなさい。指導教官の先生とか、研究室の先せん輩ぱいとかの言うこと聞いてる？　嫌きらわれてない？」

「いや多少嫌われてる気がしなくもないけど」

「ほらやっぱり。あんたね、ちゃんと話聞いて、一度言われたことはその場でするのよ？」

「ってそうじゃなくて！　あんたの話、あんたの！　ほら、実験の後なんか変だったしさ」

「大丈夫だったら。しつこいわねえ」

　ミカはすっかり呆あきれたようすでそう言った。

　しつこい、と言われてリティーヤも少々苛立ってきた。

「しつこくて悪かったね。でも、あんただって怖こわいんじゃない？　倫理委員会に喚問だとかってさ。どうしたの、いきなり」

「だから、ちょっとやりすぎちゃっただけ、って言ったでしょう？　記き憶おく操作系の魔術は境界線上だから、こういうこともあるのよ。《学園》がその辺うるさすぎて現実的じゃないっていうのもあるみたいだけど。先輩から聞いたんだけど、《貴ハウス族・オブ院・ローズ》とかではもっと踏ふみ込んだ研究だって──」

「よその組織のことなんかどうでもいいよ、そうじゃなくて」

「あら、ならどういう話なの？　まさか、あんたが私にお説教？　何ができるわけでもないんだから、放っておいてちょうだい」

「ミカ！」

　私忙しいの、喚問のせいで研究遅おくれちゃって、と言い捨てて、ミカはリティーヤに強ごう引いんに別れを告げた。止めようとした目の前で扉が閉められる。

「あっ、くそっ！」

　リティーヤは鼻先で扉を閉められ、思わず舌打ちする。

　それでも心配な気持ちもあってしばらく迷ったが、空腹と、少年の件で元々苛立っていたのもあって、結局投げやりな気持ちの方が勝った。

「……はいはいっ、そんなに言うんなら放っておいてあげるっ！」

　そう言い捨て、閉められた扉に憤ふん然ぜんと背を向けた。




　リティーヤは魔力環かん境きよう研究室に戻ってくると、奥にあるバドの机の方へ行って、彼に頼たのまれていた本を机の上に放り出した。バドはいない。リティーヤはずっと腹立たしい気持ちだったので、そのまま主のいない椅子にどっかと腰こしを下ろした。革かわ張ばりの椅子はバドが自腹で買ったもので、リティーヤの腰を優やさしく受け止めてくれた。かなり座り心ごこ地ちが良い。

「人が心配して駆かけつけたのにさー。私忙しいの、じゃないよね。もう……」

　ぶつくさ言って、机に頰ほお杖づえをつく。

　バドは戻らない。

　ヤムセとテヨルもまだ戻らない。

　ロードマスターが責任者だが、会ったことはない。

　研究室は物で埋うまっていて広いとは感じられなかったが、それでもリティーヤ一人では広すぎた。なんとはなしにポケットに手を突っ込むと、指先にかさりと紙かみ袋ぶくろが触ふれる。

　ポケットから紙袋を、紙袋からドロップを一つ取り出し、光の中にかざす。

　緑がかったドロップは光を透すかし、内部からぼんやり輝かがやいて見える。

　翡ひ翠すいのような美しいそれは今のリティーヤの気分にはまったく似つかわしくなく、急に苛いら立だちを抑おさえきれなくなったリティーヤはそれを口の中に放り込み、猛もう然ぜんと嚙かみ砕くだき始めた。

　がりごり、と奥歯にかなりの負担を強しいて、ドロップを大きく二つに砕く。それから後は二つに分けたドロップをそれぞれ嚙み砕き、あっという間に小さな欠片かけらに変えてしまう。

「……つまんない」

　ぶつぶつ言い、ドロップが溶とけてなくなってしまう前に、二個目を続けて放り込む。

　これも立て続けに嚙み砕いてしまう。

　だが、勢いで三個目を放り込んだところで一日三個までというヤムセとの約束を思い出し、考え直して、今度はゆっくりと、躊躇ためらいがちに、舌の上で転がす。

　ドロップはまだまだ大量にあったが、リティーヤはぼんやり呟いていた。

「食べ終わっちゃいますよー、せんせ……」

　そうして、急に我に返り、気弱な自分が妙みように気き恥はずかしくなって、誰に見られているわけでもないのに赤面し、頭を搔かいた。
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「待ちなさい！」

　走っても、走っても、追いつかない。

　そういえば自分はいつだって何かを追っている。家族の姿、虹にじドロさんの情報、ミカの答え。

　今も追っている──小さな背中を。華きや奢しやな少年の背中を。

　リティーヤの十歩ほど先を行く、細い手足。さらさらの金きん髪ぱつ。基き礎そ課程の青い制服が、冴さえ冴ざえと晴れ、放射冷れい却きやくで冷えた冬の空を思い出させる。

　はっ、はっ、はっ、という掠かすれたような自分の呼吸が、やたら耳についてうるさい。長い髪かみが口に入って鬱うつ陶とうしいが、切ってしまうと再会した親兄弟に誰かわかってもらえなくなりそうなので切っていない。

　少年が、廊ろう下かの角で消える。

「待て、つってんでしょ！」

　今日何度目かの制止の声をかけるが少年は立ち止まらない。しつこく追いかけ、リティーヤは角を曲がる。少年の姿は少し先の空き教室の中へ消えていく。

「このっ」

　リティーヤはそれを追う。

　そうして、またその姿を見失う。




　日常は再び流れ出した。

　少年はエスケープを繰くり返し、リティーヤは指導助手として少年を追いかけ回した。ミカとはあの日以降会わなかったが、交かわした会話は時折意識の縁ふちに上ってきた。そのたびにミカの態度とバドの大丈夫だという言葉を思い出し、苛立ちと不安をやり過ごし、ぶちぶち文句を言って、たまに飴あめをかじって気を紛まぎらわせた。

　リティーヤがヴォルドの病室を訪おとずれたのは、そういった日が十日ほど繰り返された頃ころだった。




「でね、その子、結局見つからなかったんです」

　リティーヤはこれまでのむしゃくしゃした気持ちをぶつけるように語気荒あらく言い、ヴォルドのために剝むいたリンゴを自分で食べた。

　ヴォルドは病室のベッドの上に仰あお向むけになり、リティーヤがウサギを模して剝いたリンゴ──耳に当たる部分が短すぎて不細工なキツネに見える──を食べるでもなく、少々扇せん情じよう的な記事の目立つ新聞に目を通している。

　話題は、件くだんのエスケープ少年のことだった。

「そりゃ、あたしだって出来の悪い生徒だったなーとは思いますけど、ここまで迷惑かけたりしてませんよ。しかも意図的に！　これってかなり悪質ですよねー」

　話を聞いているようすもなかったヴォルドが、ふと視線を上げてリティーヤを見た。

「……それ、バドに言ったのか」

「は？　ああ、言いましたよ」

「なんつってた」

「えっと、どんなことでも思うのは君の自由だが、君は人の心を思いやったことがないのだな、ってすごく怒おこってました」

「……だろうな」

　ヴォルドは何がおかしいのかげらげら笑いだした。リティーヤは笑いの意味がわからず、ふくれっ面つらになり、膝の上に置いた皿から、また一つリンゴをつまみ上げて食べる。なんだっていうのだ、まったく。

　気が付くとリンゴはなくなっていた。

「あ。全部食べちゃった」

「ちゃったじゃねえよ。何しに来たんだよてめえは」

「結果的には、リンゴを食べに、かな」

「…………帰れ」

「あ、そうだ、ヴォルドさん、倫りん理り委員会に喚かん問もんされたことってあります？」

「帰れって──倫理委員会だと？　てめえついにやっちまったのか？」

「ついに、ってなんですか。あたしじゃないですよ。ヴォルドさんなら、ほら、素行悪くて喚問されたりしてなかったかなーって」

「倫理あ委員そ会こにばれるような下手はやらねえよ」

「……素行の悪さは否定しないんですね」

　きっとバドさんとかがもみ消したんだろうなあと考え、リティーヤは彼にちょっと同情した。彼の方ではたぶんリティーヤなんかに同情されたと知ったら歎なげくか怒るかするだろうが。

「なんだってんだ、いきなりよ」

　ヴォルドは新聞から目を上げずそう訊きいてきた。

「えっと、ちょっと」

　少しの間リティーヤは言葉を探したが、どうにもうまく言えそうになかった。ミカのことを言いふらすようなことはしたくなかったし、適当な言い訳も思いつかなかったのだ。

　黙だまっていたら、珍めずらしくヴォルドから口を開いてくれた。

「……魔ま術じゆつ師しってのはな、常に自制が求められている」

「うっわー、ヴォルドさんっぽくない言葉ー」

「黙ってろ。いいか、《学園》は所属魔術師どもが己おのれのために魔術を使うことを戒いましめている。なんでだかわかるか？」

「えーと、魔術師は同時代を生きる人類全体の代弁者としてそれを行使することがー……」

　ヴォルドは手を振ふってリティーヤの言葉を遮さえぎった。

「ああ、丸暗記の文章なんかよせ。いいか、《学園》が魔術師に禁欲的であれと言うのはな、足りないからだ」

「足りない？」

「何もかも足りてねえ。歴史の長さも実績も。俺たち魔術師ってのはたった二百年前人類の歴史に加わったばかりの新参者だ。魔術なんて《ヘビ》の遺産だ、って言って魔術師を危険視する人間はまだまだ存在する。俺たちはそういう人間の中で、信しん頼らいを獲かく得とくし続けなきゃならねえ」

「あー……」

　リティーヤはヴォルドの言わんとしているところをなんとなく察する。

《学園》の中でずっと暮らしていると感覚が狂くるってしまうが、魔術師は一いつ般ぱん的な社会の中ではきわめて少数だ。幾いくら《学園》が魔術師組織最大と言っても、魔術師だけでは五千人足らず。地方都市と呼ぶのも憚はばかられる規模に過ぎない。

　だが、無視できる規模でもない。

　無視できなければ、受け入れるか、排はい除じよするかしかない。魔術師は排除されるわけにはいかない。

　だから彼らは受け入れられる努力をする。

「農作物の品種改良、農業指導、天候予測、病院への援えん助じよ、災害時の救きゆう援えん活動。二百年間《学園》は魔術とその研究成果を地域社会に還かん元げんし、それによって信頼を一つずつ積み重ね、自分たちを守ってきた。今じゃ高い高い煉れん瓦がの壁かべさ」

　煉瓦の名は信頼。あるいは実績。歴史。それらの寄り集まった、権けん威い。

「そういう壁がてめえを守ってる。外面は立派で、隙すきがないように見えるが、案外もろい。どこでどう崩くずれるかわからねえ。まだまだ煉瓦が足りてねえ。つまり」

「壁の崩ほう壊かいにちょっとでも繫つながるものは遠ざけたい……」

「わかってるじゃねえか」

　ヴォルドはにやりと笑う。

「俺たちは魔術を使うことによって普ふ通つうの人間とは違ちがう側面から世界を見ることができる。が、普通の人間には俺たちが見ている世界は見えない。見えないものを見てるやつらを理解し受け入れろというのは難しい。だから俺たちはできる限りの繊せん細さいさでもって禁欲的に、自分たちが安全で、安心できて、頼たよりになるってことを常に主張し、実証し続けていかなきゃならねえ。それができなくなったら、俺たちは排除される。倫理委員会に喚よばれるのは、そういった感覚が欠けてる人間だ。そのまんま研究を続けさせたら、一般社会と俺たちとの溝みぞを大きくする、そういう存在だ」

「…………」

　とりあえず、リティーヤにも倫理委員会に喚よばれる、というのがどういう事態であるのかはわかった。

　だが、それならばミカはそういう──《学園》の信頼を損そこねるような真ま似ねをしたというのか？　あの慎しん重ちようで優ゆう秀しゆうなミカが？　リティーヤには到とう底てい信じられなかった。

　ヴォルドは考え込むリティーヤの頭を、丸めた新聞で軽く叩たたいて言った。

「優等生の暴走ってのは、怖こええぞ」

「……あ、あの、でも、バドさんが若い優秀な魔術師の場合、そう珍しいことじゃない、みたいなこと言ってましたよ。心配いらない、って……」

「あいつは甘えんだよ」

　ヴォルドは新聞をサイドテーブルに放り出し、かつての部下を小こ馬ば鹿かにしたように笑う。

「若けりゃあちょいと背せ伸のびしたくなる時期はあるもんだ。そういう魔術師は多い。それは確かだ。だが、境界線上を歩いているつもりでも、案外簡単に踏ふみ外しちまえるもんなんだよ。……ユローナみてえに」

　リティーヤの心臓がいやな鳴り方をした。

　まさかここでその名が出るとは思っていなかったのだ。

　リティーヤの反応を見て暇ひまつぶしをしたかったのか──ヴォルドは珍しく饒じよう舌ぜつだった。

「ユローナは《学園》にいた頃、何度か倫理委員会に喚問されている。あの女は昔から〈夢〉魔術関係が専門だったんだが、少々ヤバイ研究に手を出してた」

「ヤバイ、って……」

「魔術の伝承方法とか、記き憶おくの入れ替かえとか……そういう研究だ。実験で問題が起こることが多いから、記憶系の研究ってのはかなり制限がでかいんだが、あの女はそれを全部無視してのけた。倫理委員会に目をつけられもする」

「ユローナは、それで出しゆつ奔ぽんしたんですか……」

「……そういうことなんだろうな」

　ヴォルドは曖あい昧まいに言い、肩かたを竦すくめた。

「あの女は出奔までに三度喚問されていた。徹てつ底てい的てきに調査された。禁じられていた実験をしたと疑われてたんだ。それでもあの女がそれをやったと証明する確たる証しよう拠こは出なかった。だが、ついにある年、あの女は専門課程時代の師し匠しようぶち殺して出奔した、と──そういうことだ」

「……倫理委員会からの喚問が重なって、規制が疎うとましくなったから……？」

「そういうふうに言われてる。俺は詳くわしいことは知らねえよ」

　ヴォルドは飄ひよう々ひようとしらを切った。自分は無関係だとでも言いたげに。

　しかし、彼がユローナの件に無関係であるわけがない、とリティーヤは思う。

「でも、ヴォルドさんユローナと昔からの知り合いなんでしょう？　ユローナが逃にげ出す時、ヴォルドさんユローナに会いに来てたんだし……あれはどうしてなんですか？」

「そりゃ、昔からの……まあ顔見知りではあったな。あいつの指導教官は俺の同期だったし。だからって好きで会いに行ったわけじゃねえ。呼び出されたんだよ。どういう魔術使っても口を割らねえあの女が俺になら話すって言って、痺しびれを切らした上層部がそれを許したんだ。で、俺はのこのこやってきて、おかげでこのざまだ」

　ヴォルドはどんと自分の胸を叩いた。シャツからは、まだ包帯が覗のぞいている。今でこそ動き回ってはいるが、ここに担ぎ込まれた時は危険な状態だった、というのはリティーヤも治ち療りよう班はんの魔術師から聞いている。

「あの女、俺になんて言ったと思う？　『ヤムセの師匠は一人で十分だと思わない？』だとさ。それからいきなり枷かせぶっ壊こわして攻こう撃げきしてきやがった。ヤムセの師匠は一人で十分だから、てめえなんざいらねえ。そういうことだ。とんでもねえ女だよ」

　リティーヤは、驚おどろきはしなかった。あの女性はそういう人なのだという認にん識しきをあらたにしただけだ。ユローナは、ヤムセの姉も殺している。鞘さやのないサーベル、安全装置のない銃じゆう。彼女はヤムセに執しゆう着ちやくしている。〈昼〉魔術を使えるリティーヤを狙ねらっていたのと同じくらい──いや、おそらくはそれ以上の熱心さで、かつての弟で子しに執着している。

　そしておそらくはヤムセも、彼女に執着している。

「まったく、自分で放っておいてよく言うもんだぜ」

　ヴォルドの呟つぶやきに食いついて、考え込んでいたリティーヤは顔を上げる。

「……ユローナが出奔した時のことですか？」

「てめえも、出奔者に関かかわってた人間が《学園》でどういう扱あつかい受けるかくらい知ってんだろ」

「重要な役職からは遠ざけられるとか、それくらいなら聞いたことありますけど……」

「そんな可愛かわいいもんかよ。ヤムセにしてみたら、屈くつ辱じよくの時代ってやつだな」

　ヴォルドは端たん的てきに表現した。

「ユローナがいなくなった後、誰もあいつの指導引き受けなかったみたいでな、仕方ねえから研究室の、って言ってもその研究室もその後二年くらいで潰つぶれたんだけどよ、そこの研究員どもが適当に面めん倒どう見てたらしい。俺もその頃ころはもう《学園》離はなれてたからよくは知らねえが、あいつがどんだけ研究で結果出しても誰も見向きもしなかったって話だ。まったく、よくやってたと思うね」

　ヴォルドは、感心するというよりは、半ば屈辱に黙って耐たえたヤムセをバカにし、半ば彼を認めようとしなかった周囲をバカにするように言った。

「だがそういった諸もろ々もろのことがついに実家の方に知れて、休学して帰郷してった。普通、一度《学園》入ったら故郷に戻もどるなんてできやしねえんだけどな、そこはほれ、《学園》とラヴグレイ家の裏取引でよ。ラヴグレイ家って言ったら名家だしな、そこの跡あと取とり、《学園》で腐くさらすくらいなら返せってことだな。で──」

　ヴォルドはそこで言葉を切った。彼は続きを言う気はないようだったが、言われずともリティーヤにもわかっていた。

　ヤムセがデイロックに戻り、そうしてそこで姉セリネが殺されたのだ。

　ヤムセを捨てたはずの、師ユローナに。

　リティーヤは耐えきれなくなって首を振ふった。

「ユローナって、いったいなんだっていつもこんなふうに人を傷つけるんですか？　先生を苦しめるんですか？……あの人、何が目的なんですか？」

「……おまえ、もしかしてセリネのこと聞いたのか？」

　リティーヤは黙だまって頷うなずいた。

「ああ……そうか、セリネのことは……まあ、そうだな、だがユローナの目的って話なら、そいつはてめえらと同じさ」

「……え？」

　それはひどく意外な答えで、リティーヤは一いつ瞬しゆん聞き間ま違ちがえたのかと思った。

　だが聞き間違えではなかった。

「あの女の場合、ヤムセが絡からむと目の色変えるけどな。だが、あの女も基本的には特別邪じや悪あくな目的を掲かかげてるわけじゃねえ。世界征せい服ふくをしてえわけでも、全人類根絶やしにしてえわけでもねえ。金やら名めい誉よやら愛やら憎ぞう悪おやらのためでもねえ。セリネのことにしたって、個人的な恨うらみ辛つらみでやったわけじゃねえ。だからたちが悪い。……てめえや、ヤムセや、バドや……他のたくさんの魔ま術じゆつ師しどもと同じさ」

　専門課程時代の指導教官を殺して《学園》を出奔し、ヤムセの姉を殺しその他たくさんの人を傷つけてきたユローナと、自分やヤムセの目的が同じ、だって？

　リティーヤは納なつ得とくできずに、憤ふん然ぜんとして反論した。

「あたしも先生も大事な人の家族殺したりしてません」

　ヴォルドは急にリティーヤをまじまじと見て──いきなりぶはっと笑いだした。

「ぶはははっ、てめえやっぱりおバカだなあ」

「……なんですか！　もう、ヴォルドさんこそ変なこと言って！」

「変なことなんかじゃねえよ──いいか、わかんねえなら自分の心配でもしてろ」

「自分の心配なんて、別に……」

「デイロック」

　ヴォルドはリティーヤがつい数週間前までいた土地の名を挙げた。

「家族見付けたとかなんとかって話聞いたぞ。あれどうした、結局会えなかったのか？」

「な……なんで知ってるんですか！」

「俺の情じよう報ほう網もう舐なめるなよ？　どうだったんだ、おい？」

　リティーヤは唇くちびるを突つき出し、仏ぶつ頂ちよう面づらで答えた。

「……会ってません」
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　実際、ミカのことは心配だったが、リティーヤだって問題が山積みだった。

　デイロックの舞ぶ踏とう会かいで彼女は生き別れの兄を見付けたのだが、話しかけることもできずにデイロックを後にするはめになった。ヤムセが入手してくれた招待客名めい簿ぼを確かめてみたが、兄の名はなかった──そう、なかったのだ。

　だからリティーヤが舞踏会で出会ったのは兄ではなかった、ということになる。

　だがリティーヤはそれに納得できない。あれは確かに兄だった、と思う。長く離ればなれで暮らしていて、相手も成長していたが、それでも断言できる。あれは兄だ、と。

「って、ことはっ、可能性は、三つ！」

　リティーヤは角を曲がりながら息と息の間で怒ど鳴なった。

「一っ、名簿が間違ってた！」

　リティーヤは、走っていた。

「二っ、お兄ちゃんが偽ぎ名めいを使った！　三っ、しょーたい、されてないけど潜もぐり込んだ！」

　独り言のおかげで疲ひ労ろうはいっそうはげしいものになっていたが、もう自棄やけだった。

　声に出して言わないと、何がなんだか自分でもわからなくなってしまうのだ。

　兄について考え出せば、疑問はきりがない。

　そもそも、何な故ぜ彼がデイロックの舞踏会にいたのかがわからない。

　舞踏会、それもただの舞踏会ではない。秘密結社《蛇のスネー目連ク・ア隊イズ》主しゆ催さいの、大陸中の魔術師組織の人間を呼んだ舞踏会だ。周辺の有力者や各国大使も招待されてはいるが、中心はあくまでも魔術師たち。あれは魔術師たちが《グリーンワードの魔導書》の所有権をかけて争う武闘会であり、舞踏会だったのだ。

「あそこにっ、いたってことは──」

　足がもつれて転びそうになりながら、階段を駆かけ下りる。目指す背中までの距きよ離りはまだ遠い。

「お兄ちゃんが──どっかの組織の代表、とか、どっかの、国の使節、にいた、ってこと!?」

　そんなバカな、とも思うが、自分だって家族と暮らしていた頃は《学園》の人間として舞踏会に参加する日が来るなんて考えもしなかった。

「それとも──そういうのは、関係なくてっ……お兄ちゃんにはお兄ちゃんなりのっ、理由がっ、あ、た、の……かなっ」

　息が切れて、もう限界だった。本来の目的を思い出し、リティーヤは一いつ旦たん口を閉じて走ることに集中する。

　兄が舞踏会にいた必然性を見付けられず、リティーヤはついつい自分の記き憶おくを疑いたくなる。顔を見たその時はあれは絶対に兄だと確信できたが、時間が経たち、何故兄があそこにいたのか考えるほど、あれはもしかしたらただの見間違いなのではないかという気がしてきた。断言できた自信がどんどん小さくなっていった。自分の願望が見せた幻まぼろしだったのでは、という気すらしてきた。

　それでも、記憶に残る横顔を思い出せば、あれは兄だったとしか思えないわけで。

　リティーヤは、すっかり混乱していた。

「わけっ……わかんないっ！」

　息を切らしながら再び怒鳴る。聞いている者などいない。そこは基き礎そ課程の生徒たちが使用する講義棟の殺風景な廊ろう下かで、今は授業中で、だから周りには誰もいない。ただ目の前に、小こ柄がらな少年の背中があるだけで──。

　少年もずいぶん息を切らしているようだった。当たり前だ、もう十五分も全力疾しつ走そうに近い速さで走っている。空き教室を通り抜ぬけ、渡わたり廊下を通って、運動場を走って、階段を上って、下って。それでも少年に追いつけない。たまに引き離され、たまに追いつきそうになる。少年はちらちらと後ろを見て、まだリティーヤがついてきていることを知って慌あわててスピードを上げる。振り切られてなるものか、とリティーヤもまたスピードを上げる。少年の青い制服の裾すそに手が届きそうになる。掠かする、が摑つかめない。

　少年は廊下の突き当たりにあった階段を駆け下り、辿たどり着いた一階層下の廊下を駆け抜ける。

　リティーヤも後を追う。

　だが、その時授業終しゆう了りようを告げる鐘かねが鳴った。

　直後、右手の教室がざわざわと騒さわがしくなる。扉とびらが開いて、教室から人が吐はき出されてくる。

「あっ、くそっ」

　人ひと混ごみで、今までのように走れない。教師と生徒を搔かき分わけて前に進むが、気が付けば少年の姿は人の波に吞のまれて見えなくなっている。

「どこに──」

　苛いら立だちながら周囲を見回す。そのリティーヤの耳に、ある声が入ってくる。

　まさか、と思って外に面した窓に飛びつく。視界に入るのは、晴れた空と、《学園》特有の無骨で巨きよ大だいな建築群、その間に走る白い石いし畳だたみの通り。講義棟から表通りへ至る小こ径みちの両りよう脇わきには、前庭の鮮あざやかな緑が見える。

　そして、緑に挟はさまれた小径に、少年が立って手を振っていた。

　ちょっと伸のびすぎの明るい金きん髪ぱつに、小こ憎にくたらしい笑え顔がお。

　バドの授業をエスケープし続け、リティーヤの手から逃のがれ続ける、問題児である。

　そのあどけないながらも意地の悪い笑顔に、リティーヤの中で何かが切れた。

「指導助手様を……」

　リティーヤは窓を開け、窓まど枠わくを摑み、足をかけた。

「なめんじゃないってのっ！」

　少年の笑顔が凍こおり付く。ちょ、せんせ、待って、え？　とかなんとか言っている。リティーヤの知ったことではない。風が彼女の額を叩たたく。金色の細く柔やわらかな髪かみが、ぶわっさと乱れて視界を遮さえぎる。

　彼女は躊躇ためらわなかった。

「ちょ、ま、だって、ええええええ!!」

　少年の叫さけびを聞きながら、リティーヤは飛び降りた。

　そこは二階だった。




「おいっ、無事かー!?」

「はっはっは、なんでもありませーん、大だい丈じよう夫ぶでーす」

　二階の窓から覗のぞく男性教師にリティーヤは笑顔でそう返した。右脇わきでやっと捕つかまえた少年の首を絞しめながら。

「どうしたんだ、いったい──」

「やー、ちょっとした事故ですー。じゃ、どおもお騒がせしましたー」

「あ、おい！」

　なおも呼び止めようとする教師と、窓からずらりと顔を出している下級生に背を向けて、リティーヤはさっさと少年を引っ張ってその場から離はなれた。脇に抱かかえっぱなしというわけにもいかないので、とりあえず手首を摑んで歩く。下手に目を離すと逃にげられかねない。

「指導助手があんなことしていいの？」

　手首を引いて中庭を歩いていると、少年は悪びれたようすもなく、ただすっかり呆あきれた様子でそう訊きいてきた。

「なんのこと？」

「飛び降りたやつ」

「非常時なんだから仕方ないでしょ」

「つーかあぶないし」

「へーきよ二階くらい。一応ちょこっと魔ま術じゆつ使って衝しよう撃げき緩かん和わしたし。それよりね」

　リティーヤは少年の鼻先にぴしりと指を突きつける。

「あ・ん・た、今日こそバド先生のとこ引っ張ってくからね！　そんで補習受けてもらうから！」

「補習？　やだ」

「やだ、じゃないの。あんたこのまんまじゃ《学園》追い出されんだからね」

「あ、それは別に問題ないし」

　はあ？　とリティーヤは聞き返した。

「僕この実験確かめたかっただけだから」

「実験？　あんた、授業中もそんなこと言ってたね」

「うん」

　少年は摑まれていない方の手で、リティーヤの顔を指した。

「リティーヤ先生を僕に惚ほれさせる実験」

「……………あ……」

「あ？」

「あんた何考えてんの？」

　本気で呆れられていると知っても、少年は恥はじ入るでもなく言った。

「だから、〈夢〉魔術使わなくても人の心って動かせるでしょ。その実証実験の第一段階。これで少なくとも先生は僕の名前は忘れられない──僕はバゼル。ね、今後ともよろしく、先生」

　少年はくすくすと笑う……ひょっとしてバカにされたのだろうか？　リティーヤは渋じゆう面めんで少年の手を引っ張った。

「とにかくバド先生のとこ連れてくよ」

「せっかくだからもっと話そうよ」

「はあ？　バカ言ってないで来てよ、ほら」

　授業も終わったので、たぶんバドは指導部の自分の机に戻もどっているはずだ。リティーヤは少年を引っ張り、渡り廊下から今いた講義棟の隣となりの建物に入った。

　渡り廊下は生徒でにぎやかだった。今のが午後の最後の授業だったのだ。この後は掃そう除じ当番とか牧場の当番とかに分かれて散っていく。その人の流れが、渡り廊下でさまざまにぶつかっているのだ。

　リティーヤは逃さないよう少年を自分のそばに引っ張った。

　すると少年は何な故ぜか楽しそうに笑いながらリティーヤの腕うでにしがみつき、こう訊いてきた。

「リティーヤ先生は悩なやみとかあるの？」

　リティーヤはじろっと少年を睨にらみながら言う。

「あるよ」

「噓うそでしょ」

「ほんとだもん。あのね、助けてくれた人が実は敵方だったの」

「ロマンス小説みたい」

「でもほんとなのっ……っていうかあんたロマンス小説なんか読んだことあんの？」

「勿もち論ろん。僕は劇作家になるんだ、なんでも読んでおかないと」

　なりたい、ではなくて、なる、と断定している。

「へえ？」

　リティーヤがのぞき見ると、少年は視線を合わせてにこりと笑った。

　今度は逆に少年が訊いてきた。

「先生、夢とかないの？」

「んーと。恰かつ好こう良いい魔術師になる」

「それ一生無理」

「む。あんたにあたしの何がわかるってのー。あ、あとね、トビナキウサギの謎なぞも解明したいし、虹にじドロさんにも会ってお礼言わなきゃいけないし、家族見付けて会いたいしー……」

「家族見付ける？」

　少年は訝いぶかしげに聞き返し、リティーヤの方を向いてきた。疑うたぐり深そうな目と目が合う。相手の目の色が薄うすくてリティーヤはびっくりした。薄い──金色がかっているのか？　真しん鍮ちゆうみたいな色だ。

　……急にリティーヤはその目から目をそらせなくなった。

　少年の目が、誰かに似ていたのだ。

　誰か、記き憶おくの縁ふちにこびりついて離れない誰かに。

「……あんた……」

「何？」

　不ふ審しんな顔をされて、リティーヤは自分が相手の顔にまじまじと見入っていたことに気付いた。

「あ、なんだっけ」

「だから家族、って」

「ああ、生き別れなの。昔はぐれて」

「別にはぐれたままでもいーじゃないの。会ってどうすんの」

「……どう、って」

「だって一いつ緒しよに暮らすとかは無理でしょ。先生が魔術師になりたい、っていうなら」

　魔術師になるというのはまったく別の人間になるということにも等しい。

　子どもたちは、故郷との繫つながりを断たち、親との繫がりを断ち、何の後ろ盾だてもなしに《学園》に入らねばならない。手紙のやりとり程度は許されるが、《学園》は親からの圧力も援えん助じよも受け付けない。身一つで、《学園》をこそ故郷とすること。子どもたちはそれを求められるし、十歳から十二歳程度で親元から引き離され、故郷に戻ることも許されず集団生活を送れば、幼い頃ころの習慣など次し第だいに薄れていくものだ。かくして忠誠心豊かな魔術師が育成される──ということらしい。

　無論、それは理論上のことであって、実際問題として例外は多数存在する。出身地や出身階層による差別はまず存在しないが、それでもなんだかんだで派は閥ばつは生まれるし、派閥同士の争いだってある。忠誠心に厚い真ま面じ目めな魔術師もいれば、ユローナのように出しゆつ奔ぽんしてしまう魔術師もいる。ヴォルドの話ではヤムセの実家がヤムセを帰郷させたというから、学生の実家との取引もあるのだろう。

　とにかく言えるのは、確かに、リティーヤが以前のように家族と一緒に暮らすのは、彼女が《学園》で魔術師になりたいと考える限りは不可能だということだ。

「……ん」

　リティーヤは曖あい昧まいに頷うなずいた。

「ん、って。わかってたの？」

「んー。いや、考えたことなかったわけじゃないけど。なんだろ。でも、会えたらその時考えればいいかな、って」

「ふうん。それが先生の夢か」

　夢。

　そんなふうに言ってしまうと、自分の望みがひどく非現実的な、はかないものに感じられて、リティーヤは嫌いやだった。家族に会うのも、虹ドロさんに会うのも、実現可能なものなのだと思っている。夢という言葉はつかみ所がなくて嫌きらいだ。そんな曖昧なものではない。




『虹ドロさんは本当にいるの？』




　……曖昧なものではない、はずなのに。

　他人の一言で砕くだかれそうになる自分の弱さが悔くやしい。

「バゼル」

「……なあに？」

「あんた、絶対劇作家になるのよ」

「……何をいきなり」

「あたしも、絶対家族見付けるからね」

　二つ合わせたら、はかない夢も少しは強くなるのではないかと。

　そう考えたわけではなかったが、リティーヤは少年にそう言った。

　少年は驚おどろいたように瞬まばたきをしたが、すぐに楽しそうに笑って頷いた。

「いいよ」

　疑り深そうなくすんだ色合いの目が、きらりと光った。




　リティーヤは少年を引きずり、バドが待つ指導部へ戻った。指導部は一階、事務室の隣に広い部屋を持っており、バドら臨時の教師もそこに詰つめていた。机の間を通り抜ぬけ、基き礎そ課程時代に世話になった教師に適当に挨あい拶さつし、そのたびにおまえの悪夢は終わったはずなのにいったいどうして、という心当たりのないことを言われ、ついに少年も訝しげに訊きいてきた。

「リティーヤ先生何やったの、いったい」

「いや、大したことは……あれかなあ、ミカと一緒にトイレにも食堂にも部屋にも張り付いてって提出期限の過ぎた論文受け取ってもらうまで帰らなかったりとかしたのが印象に残ってるのかなあ」

「……それは確かに残りそうだね」

　少年は教師たちに同情しているようだった。

　ともあれ、リティーヤは無事に少年をバドに引き渡わたした。

　だが、先に研究室へ戻もどろうとしたら、バドに呼び止められた。

「ヤムセが帰ってくる」

「え。いつですか」

　リティーヤはくるりと振ふり向き、気難しげに腕を組むバドを見やった。バドは少年にそばの椅い子すに座るよう指示してから、リティーヤに言った。

「明日だか明後日だか。今日ビューレイから電報が入ったらしい」

「早いですね！　ユローナもう捕つかまったんですか！」

「いや」

　バドが右手でいつもの薬くすり瓶びんを弄もてあそびながら言うので、リティーヤは驚いて聞き返した。

「いや？　え、でも、捕まえないで帰ってきちゃうんですか？　こんなに早く？」

「……よくわからん。追っ手側の被ひ害がいが大きすぎたか……とにかく何か問題が起きたんだろう。君がいなくても立派に問題は起こるものなのだな」

「……どーいう意味ですかそれ」

「そのままの意味だ。さあさっさと行きたまえ。俺は彼の補習をせねばならん」

　バドはそう言って、椅子の上であぐらを搔かいている少年を見やった。

　少年は皮肉っぽくにたりと笑うだけだ。バドは嘆たん息そくし、リティーヤを指さした。

「いい加減にしないとこの先せん輩ぱいのように救いようがなくなるぞ」

「ちょっと、バドさん」

「救いはどこにでもいつだってありますよ」

　少年は街角の辻つじ説せつ法ぽう師しのように、意味ありげに言った。

「ただ、人類がそれに気付いていないだけで」

「ほう。俺としても君に早くその救いとやらに気付いてもらいたいものなのだが」

「何のことです？」

「君には才能があり、それが君を救うということだよ」

「僕に職業選せん択たくの自由はないんですか？」

「ないね。君はここに来た。君はすでに選択を終えている」

　バドは教科書を少年の前に置いて言った。

「ここに来た時に、君はもう魔術師になることを選び取っているんだよ」

　少年は、バドの言葉にも動じたようすはなく、ただ薄く笑えむだけだった。

　──あたしたちは、もう選択を終えている──。

　リティーヤはバドの言葉を胸の中で繰くり返し、ぼんやりと立ち尽つくした。

　気が付けば、少年がリティーヤを見て、見み透すかすように笑っていた。
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　ヤムセの不在は僅わずか一月足らずのことだった。

「なあんだ」

　リティーヤはヤムセが研究室に現れ、彼がケガも病気もせずに元気でいることを確かく認にんすると、開口一番そう言った。

「……なんだとはなんだ」

「だって先生元気なんだもん」

「……元気なのが残念なのか？」

　ヤムセは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだった。表情はいつもと同じだが、どうやら今はひどく不ふ機き嫌げんらしい。それくらいはリティーヤだってわかる。

「そういうわけじゃないですけど。先生、すごく早く帰ってきたから、ケガでもしてるのかと思って。あの、……ユローナ捕まってないんですよね？」

「…………ああ」

　わざわざ確認するな、とでも言いたげにヤムセは不機嫌さを隠かくさず頷くと、旅りよ塵じんにまみれたコートを脱ぬいで机の上に放り出し、自分は椅子の一つに腰こし掛かけた。ぴりぴりとした空気が肌はだに痛いくらいだった。

「上層部が追つい跡せき中止の判断をしたんだよ」

　ヤムセと一いつ緒しよに戻ってきたテヨルが、コートを椅子に叩たたきつけるように脱ぎ捨てた。

「古王国に逃にげ込まれたのさ。国境手前で捕まえるチャンスはあったのに！」

「引き渡し条約は？　古王国がユローナを受け入れたのか」

　バドはテヨルの脱ぎ捨てたコートを拾い上げながら、幾いくらか驚いた様子で言った。

　テヨルは、何を今いま更さら、という嘲あざ笑わらうような目でバドを見やった。

「そんなもの、こちらにはそのような人物の入国の形跡はございません、それでお終しまいさ」

「《貴ハウス族・オブ院・ローズ》は《学園》と敵対してでもユローナを取る気なのか……」

「そういうことだろうよ。貴族どもローズもうちの上層部もバカばっかりさ。あいつらわかっちゃいないんだ、あの女を自由にしといたらどうなるかなんて！」

「テヨル、仕方がない、君は──」

「でも捕まえようと思えば捕まえられたんだ、トラリズ家の変態親子の裏かいてさ。それを急にクソみたいな命令が来やがった。あれは絶対、例の──」

「テヨル」

　バドの声には何か魔ま力りよくでもあるのだろうか？　テヨルは勢いづいてかなり荒あらっぽい言葉を口にしかけていたが、バドがたしなめるように呼びかけた途と端たん、リティーヤが驚くほど素す直なおに口を閉じた。

　俯うつむき、彼女はひどく悄しよう然ぜんとしたようすで言った。

「……部屋で報告書書いてくる」

「後で行く」

　バドとちらりと視線を交かわし、テヨルは彼からコートを受け取り研究室を出ていった。

　バドはテヨルを見送ると、小さく嘆息して後こう輩はいに向き直った。

「……それでヤムセ、俺はそろそろ講義に行かねばならんのだが」

　ヤムセは呼ばれて気け怠だるげに視線を上げた。バドは教科書を手にしていた。専門課程の学生を対象にした講義の教科書で、こちらがバド本来の仕事だ。

「リティーヤは置いていくぞ。ここ一月の行状については彼女から報告を受けてくれ」

「……ご面めん倒どうおかけしました」

「気にするな。貸しにしといてやろう」

「……返せそうにありません」

「おまえがうちのこ研究室こに入ってからの七年間、俺に返せる貸しを作ったことがあったか？」

　にこりともせず言うバドに、ヤムセの方が苦く笑しようした。

「……ありがとうございます」

　その表情があんまり素直で、リティーヤは、ふぅん、と心の中で呟つぶやく。

　リティーヤからすると、バドやテヨルと接しているヤムセは、リティーヤと接している時より少し幼く──というか、若く見えるし、気を許しているようにも見える。ヤムセにとってリティーヤは弟で子しで、バドやテヨルは長い付き合いの先輩なのだから、そのちょっとした違ちがいは当たり前のことなのかもしれないが、こうしてヤムセの表情を眺ながめているとおかしな感じがしてくる。おかしくて、普ふ段だんと違う師が面おも白しろくて、それでいて割って入れないものを感じて、どういうわけか別れた家族を思い出してしまう。

　うらやましいのかなあ、とリティーヤはぼんやり考えてみる。そうなのかもしれない。

「どうかしたのか？」

　ぼんやりしているリティーヤに気付いて、ヤムセがそう訊きいてきた。バドとのやりとりで、彼のトゲトゲしい気配は幾らかなりを潜ひそめていた。そのバドはもう研究室を出ている。

　向かいの椅子からこちらを見ているヤムセへ、リティーヤは首を振って答えた。

「いえ、なんでも。今度バドさんにヤムセ先生の扱あつかい方教えてもらおうと思っただけです」

「……なんだそれは」

「だってバドさん魔ま術じゆつ師しみたい。って、いや、魔術師なんですけど。なんて言うのかな、あんな顔色悪いのに凄すごいなあって」

「顔色の悪さは関係ないだろう」

「まあ、そうですけど、ほら、さすが長く研究室の面めん倒どう見てきただけあるっていうか」

「おまえの面倒まで見させてしまって私は大変心苦しかったがな」

「ははは、でもあんまりまずいことはしてませんよ、たぶん」

「……たぶん、か……」

　ヤムセは、ああ、絶対なんかやらかしてるな、という目でリティーヤを見て、嘆息した。




　これまでの報告をあらかた終えると、もう夕暮れ時だった。

「やっぱりやらかしてたじゃないか……」

　ヤムセはぐったりしたようすで頭を抱かかえて言った。が、リティーヤは聞いていない。

「んー、なんか肌はだ寒ざむくなってきましたねえ。先生は今日くらいは休めるんですか？　ご飯食べに行きます？　あ、でもまだ早いのか。わあー、なんか日が暮れるの早くなってきてません？」

「……当たり前だろう、もうとっくに夏げ至しは過ぎたんだ」

「あ、そっか」

　リティーヤはカーテンを開けて窓にへばりついた。高く青く深く透とう徹てつした空、その下に広がる木々はまだ緑が色いろ濃こかったが、研究棟の周りの庭で、夏の始まりを告げていた小さなムラサキの花は、もう見えない。

「終わっちゃいましたよ」

「何が」

「花。ムラサキハシドイ」

「ああ……」

　部屋の明かりをつけているせいで、リティーヤがへばりついている窓にヤムセの姿が映っていた。彼は椅い子すに座り、長机に頰ほお杖づえをつき、気怠げに目を閉じていた。疲つかれているのだろう。

「先生」

「なんだ」

「今日はもう休んだ方がいいんじゃないですか？　あたし一人で課題やりますから」

「…………」

　ヤムセは目元を押さえて揉もんでいる。目が疲れているか、痛いのか。彼は視力が悪い。目も疲れやすいようだ。

　そうして不意に呟いた。

「何かおまえおかしくないか？」

　予期せぬ言葉に、リティーヤは窓を背に師を振ふり返った。

「……いやおかしかないですけど」

　ヤムセは、面倒くさそうな、眠ねむくて不機嫌になっているような顔で、弟子の顔を見やった。

「話していてもすぐ上の空になる。おまえに集中力が欠けつ如じよしているのは今に始まったことではないが」

「…………今に始まったことじゃないなら別にふつーじゃないですか」

「そうだな。なら私の気のせいだろう」

　疲れているんだろう。彼は本当に疲れたようすでそう言った。

　リティーヤは何か──ひどく切ないような申し訳ないような、ほんの少し泣きたいような気持ちになって師を見つめた。ヤムセはユローナを追って、捕つかまえられずに戻もどってきて、ひどく疲れているのだ。バドのように彼を励はげましたいようにも思うがそんなことは不可能だとも思うし、ずっと胸につかえていたミカのことを相談したいようにも思うがそれも今の彼には迷めい惑わくだろうと思われた。

　ただ。

「先生」

「なんだ」

　すでにヤムセは、今回の追跡行に関かかわるものだろうか、書類の整理を始めていた。リティーヤは冷たくなっていた指先を擦こすり合わせながら、彼に訊いてみた。

「すごく不安になったり、わけもなく焦あせってたり、気になることがありすぎて、どれから手をつけていいかわからない時、どうしてます？　何をしたら良いかわからない時。自信が持てない時。どうしてますか？」

　ヤムセは書類を整理する手を止めもしないで答えた。

「寝ねる」

　いつも通りの師のようすに、リティーヤはきょとんとして、それから呆あきれて叫さけぶ。

「寝る！　先生っぽい……」

「文句があるのか」

「いえ、まあ、あると言えばありますが」

　真ま面じ目めに言ったことにそんな答えを返されたのだ。リティーヤとしても文句はある。

　だが、なんだか何もかもどうでもよくなってきた。

　いつもそうだ、この指導教官を見ていると、自分が悩なやんでいることが実は結構どうにかなるもののように思えてくる。妙みような人だ。変な人だ。

　しかしたぶん、嫌きらいではない。

　とりあえず寝てみようかな、と思い、リティーヤは窓から離はなれた。考えすぎも、少しよくなるかもしれない。

「んじゃ寝ることにします」

「そうしろ」

「します。あ、言い忘れてた」

　ヤムセが視線を上げ、ちょうどそばを通りかかっていたリティーヤを見る。

「おかえりなさい」

「……ああ」

　ヤムセの口に苦笑に近い微び笑しようが浮うかび、リティーヤはひとまずそれで満足した。




　大陸東部の夏は、大たい抵てい乾かわいている。その朝もそうだった。

　リティーヤは胸いっぱいにその朝の空気を吸う。身体からだの隅すみ々ずみまで酸素が行き渡わたり、身体が新しく生まれ変わるように感じて、目を閉じて伸のびをする。

「おしっ」

　気合いを入れて、通りを歩く。南正門から《学園》中心部を貫つらぬき、《Ａエース》の位階を持つ高位魔術師たちの集つどう北部に至る大通りは、単純にメインストリートと呼ばれている。特に中心部にかかる部分は、《学園》で最も広く、最も美しい通りだ。春には花が、秋には紅葉が、通りを色づかせ息づかせる。《学園》の大動脈とも言える道だから、冬でもちゃんと業者が雇やとわれて除雪される。

　そして今の季節は、街路樹の緑と石いし畳だたみの白との対比が瑞みず々みずしい美しさを見せている。

　まだ相当時間が早いので、人ひと影かげは少ない。この時間なら、普ふ通つうの学生は寝てるか、食堂で朝食を摂とっているか、当番で家か畜ちくの世話でもしているか、収しゆう穫かくの手伝いでもしているか……まあとにかくそれらのどれかだ。

　リティーヤは朝一で寮りようにあるミカの自室に行ったのだが、もういなかった。倫りん理り委員会からの喚かん問もんはまだたまにあるそうだが、この早朝から喚問もないだろう。食堂にも姿はなかった。となれば考古学研究室が本命だ。

　そういうわけで、リティーヤは、中央部のやや南東寄りのところにある第二研究棟、考古学研究室へ向かっていた。

「早いとここうすれば良かったのよね」

　リティーヤは一人ぶつぶつと言う。

「あたしらしくもないわ。しつこかろうがいやがられようが押しかければ良かったのに」

　昨日──。

　ヤムセが帰き還かんし、彼と別れたリティーヤは、自室に戻って本当に寝た。寝て起きたら明け方で、この時間ならミカも寮にいるのではと思ったのが最初だ。行動に移すと、色々悩んでいたのが噓うそのようにすっきりした。

　結局自分は考えるよりやっちゃう方がいいんだなあ、と周囲を青ざめさせそうなことを考え、リティーヤはほとんどうきうきとミカの研究室へ向かっていた。

　だが、辿たどり着いた研究室で、ミカに会うことはできなかった。

　いや、会ったといえば会ったのだが──あれを会ったと言うのだろうか？




「おはようございまぁす、リティーヤといいますけどミカ──」

　がちゃどんぐしゃ。

　擬ぎ音おんにするとそんな感じだろうか。

　リティーヤがノックをして扉とびらに手をかけたところで、急に部屋の中から扉を開けて誰か出てきたのだ。その人物はリティーヤを突つき飛ばした挙げ句、ご丁てい寧ねいに彼女の落とした鞄かばんを踏ふんで行った。

「んなっ、ちょっっとおお、あんたっ……」

　だが、相手の腕うでを摑み、叫ぶリティーヤの声はそこで途と切ぎれる。

　その相手というのは、ミカだったのだ。

　そして、彼女の顔には今までにリティーヤが見たことのないような表情が浮かんでいたのだ。

　焦り、不安、恐きよう怖ふ。それから──。

「ミカ……？」

　──恐きよう慌こう？

　そのくせ涙なみだは見せずに、ミカは人形のような目にリティーヤを映した途と端たん、彼女を再び突き飛ばして廊ろう下かを駆かけ出した。リティーヤは押しのけられた拍ひよう子しに壁かべにぶつかり、右足に妙な体重をかけてしまう。ぐぎ、と嫌いやな感かん触しよくが走る。

「つっ」

　無視してミカを追おうとしたが、足首に走る痛みに思わず息を吞のむ。足首を捻ひねっているようだ。痛みを堪こらえてミカの姿を捜さがすが、彼女はすでに階段を下ってしまったらしく、廊下にも姿は見えなかった。

「ミカ……」

「リティーヤさん？」

　開けっ放しの扉の方から、そういう声がかかった。

　リティーヤは聞き覚えのある声に驚おどろき、振り向いて、あ、と叫んだ。

「ゼストガさん!?」

　戸口に立つ銀ぎん髪ぱつの青年は、リティーヤの顔を見てにこりと微笑んだ。

「おやおや。覚えていてくださったとは光栄ですね」

「は？　そりゃ覚えてますよ、あんだけテスト責めで……」

「はは、ならば当然僕が不在の間やっておいてくださいと言ったテストもきちんと時間を計ってやってくださったのでしょうね？」

「あ……」

　リティーヤは机の引き出しに入れっぱなしにしているテスト──〈昼〉魔ま術じゆつ行使がリティーヤのおつむに影えい響きようを及およぼしていないか調べるテスト──を思いだし、ささっとゼストガから視線を逸そらした。

「リティーヤさん？」

「あ、あたしミカ追わないとっ、つっ……」

「おやどこか痛めましたか？」

「あ、足首をちょっと」

「はははは、リティーヤさんなんてずうっと足首痛めてた方が逃にげなくていいですね」

「ゼストガさん、それある意味怖こわいです……」

　ゼストガは「まあまあ」とか「あははは」とか言いながら、リティーヤを支えて室内に戻もどった。リティーヤは椅い子すに腰こし掛かけさせられ、さらにあれよあれよという間にブーツを脱ぬがされてしまった。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですから、あたし……」

「ミカさんならちょっと気分転てん換かんしたいとおっしゃっただけですから。一人で行かせてあげた方がよろしいと思いますよ」

「え、なんでゼストガさん、ミカのこ、いっ……」

　ゼストガの手がリティーヤの捻った足首に不用意に触ふれた。リティーヤは息を吞み、潤うるむ目で彼を睨にらんだ。

「何するんですかっ」

「おっと失礼。腫はれてるかどうか触さわってみただけですよ」

　整った顔に優やさしげな笑えみを浮かべるゼストガを睨みつけ、リティーヤはいそいそとブーツを履はく。

「……腫れてるのは見ればわかります。いいから答えてください、ミカのこと知ってるんですか？　ここで、ミカと話してたんですか？」

　考古学研究室はリティーヤとゼストガの他ほかは誰もいなかった。リティーヤの所属する魔力環かん境きよう研究室と同じように、ここも様々なもので空間が狭せばめられていた。壁かべ際ぎわに並べられた机の一つに、見覚えのある鞄が放り出されている。ミカのものだ。《学園》では鞄も制服も支給品で、基き礎そ課程や専門課程のうちは誰も彼も変わらないのだが、ミカの鞄にはいつも持ち手のところに細く赤い革かわひもが結びつけてあったから、見てすぐそれとわかった。

「話してましたよ」

「いったい、何を……って、まさかミカに変なことしよーとしたんじゃないでしょうね!?」

「はあ？　変なことって……」

　ゼストガはリティーヤの剣けん幕まくに驚き、それから急に冷たい目でじろりと彼女を睨んだ。

「僕のことそういう目で見てたんですか。傷つきますね」

「……でも、だってミカとゼストガさんて全然関係ないじゃないですかっ」

「スカウトですよ」

「……は？」

　意外な言葉の出現に、リティーヤは言いかけていた言葉を一いつ瞬しゆん忘れた。

「ミカさんはとても優ゆう秀しゆうな学生ですから。魔導書調査委員会としてもあのような人材は是ぜ非ひとも欲しいわけです。それで、今のうちに色々と。……それを僕が彼女に不ふ埒らちなことをしようとしたと受け取られるとは。リティーヤさんの発想は本当に下げ劣れつですね。品性を疑います」

「た……ただのスカウトならどうしてミカがあんな顔で飛び出していくんですか！」

「さあ？」

　ゼストガは綺き麗れいな顔を窓の方に向けてあからさまにしらを切った。

　リティーヤはもどかしさに拳こぶしを作った。

「魔導書調査委員会が動いているんですか？　どうして？」

「ですから今から優秀な」

「このタイミングで動いておいてスカウトも何もないでしょう！」

　リティーヤは声を張り上げ、痛む足に構わず立ち上がり、ゼストガの腕を摑んで無理矢理自分の方を向かせた。

　ようやく視線の合ったゼストガは、リティーヤの苛いら立だちに満足したように、薄うすく微笑ほほえんだ。

　倫理委員会に喚問されているミカに、魔導書調査委員会が目をつけるなんておかしいのだ。ミカはまだ専門課程の一年だ。どんなに早い人間でも、専門課程を終えて正せい魔ま術じゆつ師しになるまであと三年はかかる。少なくともスカウトならミカが無罪放ほう免めんとなってからの方がいいに決まっている。まだ倫りん理り委員会の処分は下されていないのだから。

　このタイミングでスカウトにくるわけがない。そんなことはリティーヤにだってわかる。

「その足」

　ゼストガは、妙みように嬉うれしそうに、リティーヤの足首を指した。

「冷やさないと後がきついですよ」

「……もういいです！　失礼します！」

　リティーヤはゼストガの腕から手を離はなし、部屋を出ようとした。

　だが、一度離したその手を今度はゼストガに摑まれる。

「ミカさんなら、待っていれば戻ってきますよ」

　指が絡からみ、扉へ手をかけていたリティーヤはゼストガのそばに引き戻される。

　ゼストガの胸に肩かたがぶつかり、間近で彼を見上げる恰かつ好こうになる。

　ゼストガは、相変わらず笑っていた。

「魔術師には、他に帰る場所などないのですよ。……ミカさんにも、あなたにも」

　リティーヤの顔色が変わる。蒼そう白はくなそれを見つめて、彼は言葉を繰くり出し続ける。

「ご存じですか？　ユローナが逃げおおせました」

「……知ってます。ヤムセ先生が帰ってきました」

「だからあなたはもう《学園ここ》から出られません」

「……っ」

　いつも通り楽しげに笑うその顔が今日はやたら腹立たしくて、その言葉に確かに胸をえぐられたことが我が慢まんならなくて、リティーヤは夢中で彼を押しのけた。

「ご家族を」

　だが、その一言に部屋を出ようとしていた足が止まる。

「ご家族を捜してらっしゃるんでしたね、リティーヤさんは」

「……そうですけどっ」

　手て掛がかりでももらえるのかと僅わずかな期待が顔を覗のぞかせ、リティーヤは背後の男を振ふり返った。

　しかし、ゼストガはにこりと笑って、唐とう突とつに話題を変えた。

「リティーヤさん、以前僕に訊ききましたよね。ヤムセさんがユローナの関係者なのに《Ｋキング》の位階なのはどうしてだって。あれね、僕も最近理由知りまして。教えてあげましょうか？」

「……？　待って下さい、なんの話ですか」

「ユローナがある事案に絡んで、《学園》を困らせたことがありまして……もう七年も前のことになりますかね。ヤムセさんは、その時、ユローナの弱みを握にぎって彼女に手を引かせたんですよ。それで異例の十代での《Ｑクイーン》位。あそこから上層部に認められて、今は《Ｋ》位です。どんな弱みだかわかりますか？」

「待って下さいってば、だからいったい何を──」

「家族です」

　リティーヤはさっさと部屋を出れば良かった、と後こう悔かいした。

「……ユローナは入学時に出生を偽いつわってたそうで、実の両親の居場所もわからなかったそうです。ところがヤムセさんがそれを調べたのか、ユローナ本人から聞いて知っていたのか、父親の居場所を突つき止めましてね……後は簡単です。ユローナが命を狙ねらっている、という建前で、父親の家の周囲に《学園》の人間を配置したんですよ。ユローナは交こう渉しようの席でそれを知らされてさすがに青くなっていたそうです。護衛という名目で、いつでも命を奪うばえる状態に肉親がおかれているんですからね。肉親への情なんてものがあの女性に残っていたとは驚おどろきですが、とにかくユローナは問題からは手を引き、ヤムセ先生は認められた、と。そういうことです。つまり、家族なんてのは我々にとっては人ひと質じちにされるのが落ち、ただの弱み以上のものではないってことです。だからリティーヤさんも無む駄だな夢は捨てて、おとなしく調査われ委員会われの──」

「もう十分です！」

　リティーヤの怒いかりと後悔の交じった視線を受けてもゼストガの表情が崩くずれることはなく、リティーヤは石像を相手にしているようなむなしさを覚えながらも、その整った顔を思いきり睨みつけ、部屋を飛び出した。




　残されたゼストガは、きちんと閉められず、反動でぎいと音を立てて開いていく扉とびらを見つめながら、妙な違い和わ感かんを覚えていた。胸むな騒さわぎ、予兆──そういった類たぐいの変調かもしれない。

「……？」

　幾らリティーヤが相手とはいえ、あそこまできついことを言うつもりはなかったのだが。

　ゼストガは落ち着かない気持ちで細い頤あごに拳を当て、考え込んだが、結局彼女が悪いのだ、という結論に至った。おとなしく魔導書調査委員会の指示に従わない彼女が悪い。自分は反はん抗こう的てきな彼女に少し苛立ち、つい大人おとなげない態度をとってしまっただけだ。

　そう──考えることにして、彼は開きかけていた扉を、不安で不ふ穏おんな感情とともに閉めた。





２






　以前ミカと会ったコーヒーのまずいカフェに行ったが、ミカは来ていなかった。

　リティーヤは店を出たところで途と方ほうに暮れてしまった。ミカとは基礎課程時代はほとんど毎日つるんでいたが、専門課程に入ってお互たがい違ちがう研究室に所属してからは、滅めつ多たに顔を合わせなくなった。基礎課程時代とは行動範はん囲いが違うから、当然立ち寄る店や場所も違ってくる。自分がこの四ヶ月ほどの間ですっかり友人の嗜し好こうに疎うとくなっていたことに、リティーヤは心から驚いた。

　後はもう図書館くらいしか思いつかない。リティーヤはカフェに隣りん接せつする図書館へ、足を引きずりながら向かった。

　図書館は三階建てで、巨きよ大だいで静かで天てん井じようが高かった。小さな咳せきやほとんど絨じゆう毯たんに吸収される足音や窓の向こうの風に揺ゆらぐ木々の音が交じり合い、さわさわとした独特の雰ふん囲い気きが作り出されている。リティーヤは三つの階のすべてで友人を捜さがしたが、見あたらなかった。

「はあ……疲つかれた……」

　三階の書しよ架かの陰かげでぼそりと呟つぶやく。

　せめて気分を変えようと窓の方を見れば、思いの外視界が開けていて驚いた。

　そういえば、この図書館は東分館で、ここから東には大きな建物はないのだった。だから視界はどこまでも続く白い道と青い畑と緑の森で埋うめ尽つくされる。起き伏ふくし、ところどころ背の低い建物を交えつつ続く世界に、リティーヤはしばし見入る。夏の《学園》は美しい。ふと、自分が家族とはぐれた畑もこんな感じだったなと、この季節になるといつも思うことを思い出す。

「家族なんて弱み、か……」

　ゼストガに言われた言葉を繰り返し、自分でぶんぶん首を振って否定した。

《学園》が幾ら大陸中、あらゆる階層から子どもたちを集めているとはいえ、やはり読み書きも覚おぼ束つかなかったリティーヤが授業についていくのはかなり難しいことで、一年目から成績はドン尻じりだった。リティーヤが無事に──いや、まあ関かかわってしまった教師たちの心労は尋じん常じようではなかったようだが、とにかく彼女自身は無事に──基き礎そ課程を終えられたのは、何があっても最終的には応おう援えんしてくれたミカと、家族の思い出のおかげなのだ。

　どんなに辛つらい時でも、家族のことを思い出すと不思議と頑がん張ばれた。こんな時お姉ちゃんだったらなんて言うかな、とか、お兄ちゃんに怒られるかなあ、とか、そういうことを考えていたら、自然と笑え顔がおになれたものだった。

　だから、弱みだとか、そういうものではないのだ。

　それなのにうまく言い返せないまま出てきてしまったことが口惜くやしくて、思い出せば今でも頭に血が上る。怒り、悔くやしさ、それからじわりと広がっていく焦しよう燥そう──。

「……ああもうっ」

　リティーヤは頭を振って、次から次へとわき上がってくる感情をひとまず脇わきに押しのけた。ゼストガへの文句も反論も次に会った時で十分だ。今は、ミカのことを考えなければ。

　この間は確かにつっけんどんな態度をとられてちょっと苛いら立だちはしたが、おそらくミカも倫理委員会などに喚かん問もんされ、精神的に辛い時期なのだろう。こんな時くらい、自分が彼女を支えたかった。ミカとの何気なくてどうでもいいやりとりの連続は、リティーヤの基礎課程時代のかなりの部分を埋めていたから。

　彼女がいなければ、おそらく今のリティーヤはなかっただろう。……良い意味でも、悪い意味でも。

　リティーヤはあらためて視線を窓の外に向けた。

　白い道は青い畑の間を細く長くうねうねと曲がりながら伸のび、手前の森を迂う回かいして、ずっと東の丘おかの上まで続いていた。リティーヤはすでに六年以上《学園》にいて、その構造もだいたい頭に入っている。あの東の丘は、トウモロコシ畑の──。

「あ」

　リティーヤの脳のう裏りに、心に直接訴うつたえかけてくるようなトウモロコシのざわめきと、夏の空のような青い鳥の羽が蘇よみがえった。




《学園》は、自分たちの広大な農場で実験を繰くり返し、植え付け作物の品種改良を続けている。

　エンバクに似たヤマドリムギ、栄養価が高いマメ科のシロエンドウソウ、大人の頰ほおをつつく高さまで伸びるオオユキガエリ──この辺りが冬の貯蔵飼料に向く。夏の間に刈かり込んで、サイロで発はつ酵こうさせるのだ。大寒波によって冬が長くなり、その分備び蓄ちく食しよく糧りようを増やさねばならなくなったが、冷夏と日照量不足のために収しゆう穫かく量りようは減る一方で、寒さに強い作物、早生わせで、栄養価の高い作物の開発は、寒冷化の阻そ止しと同じかそれ以上に急を要する重要事案になっているのだ。

　リティーヤの目の前に、左右に、背後に、視界の限り広がっている背の低いトウモロコシも、そういう経けい緯いで開発された飼料作物の一つだ。

　かつてリティーヤの背せ丈たけを越こえたところで揺れていた雄花穂も、今はリティーヤの頰をくすぐるばかりだ。鼻にかかるので、ちょっとくすぐったい。

　リティーヤはトウモロコシの茎くきを搔かき分け搔き分け歩いていた。森の近いところはウサギやキツネやあるいはもっと大きな動物が食い荒あらした跡あとが見える。そういえば『あの時』も今くらいの時期だった、と思いながら、リティーヤは記き憶おくを頼たよりに前へ進む。と言っても『あの時』はがむしゃらにハーモニカの音を追っていったら辿たどり着いただけのことだ。一面のトウモロコシ畑では、道順も何もない。

　わかるのはせいぜい、森との距きよ離りくらいか。

「ハーモニカの音でもすればなあ」

　言ってしまって自分で笑う。初めて会った時、ミカはこのトウモロコシ畑でハーモニカを吹ふいていたのだ。

　ハーモニカの音につられて出てきたリティーヤは、自己紹しよう介かいする前にミカにハーモニカを投げつけられた。なんでも、眼鏡めがねをかけていなかったから、目がよく見えなくて決けつ闘とう相手と間ま違ちがえたらしい。

　ミカは人違いだとわかった途と端たん、顔を真っ赤にして、ものすごく言いにくそうに事情を説明し、小さな声で謝ってきた。そして少し遅おくれて現れた決闘相手から一人で眼鏡を奪い返し、それをかけてようやくリティーヤの顔を見て、噓うそ、全然似てない、と言って、リティーヤの爆ばく笑しようを誘さそった──このエピソードを話すたび、ミカは顔を真っ赤にして、苦々しくリティーヤを睨にらみつけたものだった。やりすぎて授業のノートを見せてもらえなくなった時は困ったが。

　とにかく、その時からリティーヤはミカとつるむようになったのだ。

　もしかしたら、ここに来ているのではないか、とリティーヤは考えていた。

　少なくとも、基礎課程時代の最初の数年、ここはミカのお気に入りの場所だったから。

「どんな曲だったっけ……えーと」

　リティーヤはトウモロコシを搔き分けながら、ミカが出会った時に吹いていた曲をふんふんと鼻歌で歌ってみた。が、生来の音おん痴ちのせいかどうにも音がずれている。どうだったっけかなあと呟いていると、急に正しい旋せん律りつが蘇った。

「あ、これだこれだ……って」

　正しい旋律。

　軽かろやかな弾はずむような、高音の。

　それがリティーヤの頭の中ではなくて、確かに周囲の空気を震ふるわせ、耳に届いた。

　ハーモニカの音ではない。口笛だ。それでもリティーヤは音の源へ、痛む足でできる限りの速度で向かった。トウモロコシの葉が頰を掠かすめる。剝むき出しの手を傷つける。埃ほこりが舞まい上がる。今年は雨が少ない。あの年もそうだった。

　そして唐とう突とつに開けた視界に、リティーヤの肩かたほどの高さの大きな岩が転がっていて。

「ミカ！」

　リティーヤは叫さけんだ。

　岩の前の地面に腰こしを下ろしていた口笛の主は、リティーヤの声に顔を上げた。

　冬の青空のようなスカイブルー。

「やあ、リティーヤ先生」

　それは、スカイブルーの制服を身に纏まとった、基礎課程の生徒だった。

「あ……」

　基礎課程の二年生。リティーヤが短期間バドの指導助手で入った教室にいた少年だ。

　いつも授業を抜ぬけだして、リティーヤと追いかけっこしていた子で、名はバゼル。

　少年は腰を上げ、土を払はらってリティーヤに笑いかけた。

「昨日、出張行ってた先生戻もどってきてさ。バド先生の授業ってもうないんだね」

　バドが基礎課程の授業を受け持っていたのは、ユローナの追つい跡せきや後始末のために人手が割さかれていたからだ。追跡チームが戻ってきて、《学園》は以前の状態を取りもどしつつある。バドも普ふ段だん通り、専門課程の講義だけを受け持つことになる。

「それってつまりもうリティーヤ先生には会えないってことだよね。なんか寂さびしいなあ。ほらまだ実験途と中ちゆうだったし。名前覚えてもらったところで終わっちゃうんだね」

「あ、ああ、そうね……」

　リティーヤはミカのことしか考えていなかったので、唐突に現れた少年に言うべき言葉を見付けられなかった。そう、あの音、あの旋律が聞こえていたから。

「……今、口笛吹ふいてたよね？」

「うん。『君の長い夕べの終わりに』。知らない？」

「……知らない」

「歌詞も好きなんだけど、曲がなんか耳になじんでさ」

「ああ……そう……」

　上の空で呟つぶやくリティーヤを見て、少年は何を思ったのか手を伸ばしてきた。

　肩に垂らしていた髪かみの先を摑つかまれる。

「!?　いたっ、ちょっと何す──」

「ねえ先生」

　リティーヤも少年の手を引きはがそうとするが、摑んだ髪をぐいと引っ張られ、引き寄せられる。額と額がぶつかり、間近で、本当にキスできそうなくらい近くで、目が合う。少年の、くすんだ真しん鍮ちゆうのような金色の目。金属の異質さ。

「僕のこと忘れちゃったの？」

　意外に低く響ひびく、甘あまいような切ないような声。

　リティーヤの頭の片かた隅すみで、何かが意識に引っかかった。

　何か──曖あい昧まい模も糊ことしたもの。違い和わ感かん。異常。そういったものが。

　しかし、今のリティーヤは髪を引っ張られる痛みの方が強きよう烈れつで、そんな引っかかりはすぐに忘れられた。リティーヤは少年の金色の目を睨みつけて叫んだ。

「覚えてるわよ、バゼルでしょ！　いいからこの手を離はなしなさい、いだっ」

　少年は最後に思いきり髪を引っ張ってから、手を離した。

　リティーヤは痛む頭皮を揉もみながら、少年を睨みつける。

「あんだけ迷めい惑わくかけられて忘れるわけないでしょ！　あんたのせいで講義棟何往復したと思ってんの！」
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「あー……はいはい。んじゃもう行っていいよ」

「はあ？　行っていい、ってなんなのその言い草はーっ！」

「行ってったら。じゃないと食べちゃうよ」

「食べ、って、え？」

　少年はリティーヤと視線を合わせず、明後日の方向のトウモロコシ畑を眺ながめている。

　その横顔があんまり寂しそうで、リティーヤは腹立たしいとともに、なんだかとても申し訳ないような気持ちになってしまった。ほんの一月ほどとはいえ、授業のたびに顔を合わせていたのだ。臨時の代理教師だとは少年も知っていたはずだが、頭でわかっていても、感情がついていくとは限らない。

「ん、とね」

　思い返せば自分だって臨時で入った先生になついてしまって、別れるのが寂しかった記憶がある。……いや、今だって、自分の感情と正直に向き合えば、寂しいような気持ちはあるのだ。

　ただ、その感情に目を瞑つぶる方法を知っているだけで。

「約束」

　少年の方からそう言い、ちらりとリティーヤを見た。

「守るからね」

　だからおまえも約束を守れという脅おどしにも聞こえる言葉を受け止め、リティーヤは頷うなずいた。

「うん」




「行ったよ」

　リティーヤの姿がトウモロコシ畑の中に消えてから、少年は青空を見上げてそう言った。

　リティーヤの方からは死角になっていた岩いわ陰かげで、ミカはしゃがんだままその言葉を聞いた。

「……あんたリティーヤと知り合いだったのね」

　ミカは地面を見つめて言った。つい十分ほど前にこの岩陰で初めて会った少年は、くすくすといやな笑いを漏もらした。

「うん。まあね。向こうは僕のこと覚えてないみたいだけど」

「……覚えてたじゃない」

　ミカは訝いぶかしく思って少年を振ふり仰あおいだ。少年はミカのすぐそばに来ていて、岩にもたれ、彼女を見下ろしていた。逆光で顔が隠かくれる。

　腰を曲げ、ミカに顔を近づけ、少年は生ぬるい吐と息いきとともに口を開いた。

「君は？　僕のこと覚えてる？」

「……あんた基き礎そ課程でしょ。先せん輩ぱいに『君』はないんじゃないの？」

「あははっ、面おも白しろいこと言うね」

　少年は笑った。

　ミカはその笑え顔がおに何な故ぜかうすら寒いものを覚え、しゃがんだままそろそろと少年から離れようとした。

　だがミカのスカートは少年の足に踏ふまれていた。

　動けない、と気付いた時には、少年はミカのスカートを踏んだまましゃがみ込み、逃にげられない彼女の方に手を伸のばしていた。

　眼鏡めがねを奪うばわれる。

「何するのっ、あんた──」

　しかし、声が出たのはそこまでだった。

「僕のこと忘れちゃったの？」

　そう言って覗のぞき込んできた少年の目に、射ぬかれたのだ。

　それは金色の目だった。

　金色の目の真ん中、本来ならば黒い瞳どう孔こうがあるはずのそこに、金色の渦うずがあった。

　ミカは言葉を失いその目に見入った。そこに映る自分、自分の座り込んだ地面、そばに咲さく小さな黄色い花──それらがすべて輪りん郭かくを失い、金細工職人の鍋なべの中のような渦へ吞のみ込まれ、一つになっていく。

　見つめ続けていれば自分も金色の炉ろの中で溶とかされてしまう。

　そう感じたが、逃げるにはもう遅おそかった。

　少年の囁ささやきに、足に、目に、ミカの身体からだも心も縫ぬい止められていた。

　私はこのひとを知っている。

　何一つ確かなことのない世界で、ミカはそのことだけは確信できた。

　同時にその確信はある大きな恐きよう怖ふに通じていた。

　ミカは震ふるえ始めた。やめて、と言いたかったが声が出ず、網あみにかかった小鳥のようにばたつくことすらできず、かちかちと歯を鳴らして首を振った。

「もう一度だけ訊きいてあげる」

　それなのに、少年は無む慈じ悲ひに続ける。

　ミカは耳を塞ふさぎ、必死で最後の声を振り絞しぼった。

「ま──待ってお願いやめて！」

　少年は、やめなかった。




「僕のこと忘れちゃったの？」




　このひとは私を知っている。私の知らない私を。

　大きな恐怖が限界を超こえて膨ふくれて弾はじけ、ミカの中で、輪郭を保っていた何かが溶け出した。





３






　ヤムセは山と積まれた書類を前に、椅い子すの上でぼうっとしていた。

　それは過去十年間の実地調査の報告書や調査票や地勢図や下調べの時の報告書や出入国と調査許可のための書類やそれによって得た許可証や通行証や……まあとにかくそういった雑多なものだった。そしてそれらが彼の前にあるのは、すべて彼の教え子のせいだった。

　彼は自分は罵ののしり言葉を言うべきなのではないだろうかと思ったが、特に思いつかなかったし、独り言を言う癖くせはなかったので、ただ黙だまっていた。

　彼のいない一月の間に、リティーヤがそれらの書類をぐちゃぐちゃにしてくれたのだ。バドの証言によると、課題の論文を書くのに過去の資料をあちこち引っかき回し、手がつけられない状態にしてくれたということらしい。

　ぐたあ、とした死んだ魚と形容すべき目で、彼は書類の束をひとつかみとった。

　とにかくさっさとこれを終えないことには遅おくれている自分の研究にも手がつけられない。ああ、そういえばこの間の調査結果もまだまとめていなかった……などと余計なことまで思い出しながら、彼は一人、作業に勤いそしんだ。

　だがふと、壁かべにかかっている時計を見て異常に気付く。

　十一時。

　基本的にリティーヤは毎朝研究室にやってきて荷物を置いて一時間目の講義に出る。

　それが、この時間になっても姿を見せないのは、どうにもおかしい。

　昨日の会話を思いだし、彼はある可能性に気付く。

　彼女は確かひどく不安そうな目で、焦あせっていたり、何をしたらいいかわからない時どうするか、と彼に訊いてきた。そこで彼はこう答えた。寝ねる、と。

　ということは。

「……まだ寝てるのか？」

　彼は珍めずらしくひとりごち、小首を傾かしげた。




　リティーヤがトウモロコシ畑のある東の丘おかから荷馬車に乗せてもらって中央部に戻もどってきた時には、昼を過ぎていた。朝食を早い時間に済ませていたのでもう空腹のはずだが、あまりそうとは感じなかった。

　リティーヤはとぼとぼと、考古学研究室のある第二研究棟まで戻ってきた。

　ミカが戻ってきているかもしれない、と思ったのだ。

「ゼストガさん、まだいるのかな」

　まだいたらなんだか気まずいと思い、考古学研究室にも行けないまま一階のロビーで長なが椅い子すに座った。どの研究棟も大たい抵てい一階の入り口からちょっと行ったところ、外気があまり入らないところに、ストーブと椅子が置いてあって、談話室のような憩いこいの空間になっている。そばには事務局の出張所もあって、講義の空き時間などは混こみ合った。

　壁かべ際ぎわに置かれた長椅子の一つに腰こし掛かけ、リティーヤはぼんやり視線を上げた。向かいの廊ろう下かには掲けい示じ板ばんがあって、事務からの告示やテストの結果、研究室からのお知らせなどが張り出されている。その一枚一枚になんとなく目を通していく。不ふ審しん者しや情報、天体観測会のお知らせ、心理学研究室の被ひ験けん者しや募ぼ集しゆうの広告……。

　そこでリティーヤは最後の一枚、掲示板の隅すみに張り出されていたその一枚をもう一度まじまじと見た。

　心理学研究室。

「そうだ！」

　突とつ然ぜん叫さけんで立ち上がったリティーヤに、周囲の学生がぎょっとする。だがリティーヤは構わず掲示板の前に行って、被験者募集の広告をしっかりと見た。

　久しぶりにカフェで再会した時、ミカはいつも通りのようすだった。リティーヤが彼女のようすに異変を感じたのはその後、食堂で会った時が最初だ。彼女はその前に魔ま術じゆつの実験を行っている──実験はどうだったのかと訊いても答えてくれなかった。いつもなら嬉き々きとしてリティーヤにわからないことまで話すのに。

　倫りん理り委員会からの呼び出しは、あの実験に関係しているのではないだろうか？

　そして、あの実験は、確か心理学研究室との合同実験だったはず。

　リティーヤは広告に書かれている第二研究棟四階、という研究室の場所を覚え、階段を一段抜ぬかしで駆かけ上がった。




　応対してくれたのは、若い研究生だった。リティーヤと同じか、少し上か、といった年の女性で、いきなり訪ねてきたリティーヤに不思議そうな顔をしたが、すぐに研究室でつけているという日誌を調べてくれた。

「ええ。考古学研究室のミカさんという方と、うちのミザリアとブルーベっていうのが合同で魔術実験の許可を申しん請せいして認められていたわ。実験が行われたのは一月前ね」

「どんな実験ですか？」

　勢いこんで尋ねるリティーヤに、女性は日誌を示して言った。

「ここには詳くわしいことはあまり……物品の中に残る〈夢〉魔力を基に、その物品の周辺で何が起こってきたか確かめる、ってことみたいだけど。物の記き憶おくを引き出す魔術、ってところかしら。あら、物なのに記憶って言い方も変ね。ま、でもその辺みたいよ」

「はあ……」

「ミカさんは考古学研究室だから、遺物から過去を復元できないか実験してみたのね。で、詳しい資料は……ああ、ここにはないわ」

　女性は棚たなのファイルを確かめ、その中の一部が抜き取られていると言った。

「……そうだったわ、倫理委員会が持っていってまだ返してもらえていないのよね」

　倫理委員会、という言葉を聞いて、リティーヤの心臓が高鳴る。当たりだ。やはりミカが喚かん問もんされた原因は、この心理学研究室との合同実験にあるのだ。

「その資料が戻ってくるのはいつに……」

「さあ、いつになるのかしら。もう戻ってこないかもしれないわ。正式に内規違い反はんって認にん定ていされたら……って、あなた知ってるのよね？　あの実験が倫理委員会の目に留まったこと」

「え、ええ……」

　女性は憤ふん慨がいしたようすで大げさに首を振ふった。

「やんなっちゃうわ、まったく。うちの実験ばっかり目の敵にして」

「そのミザリアさんとブルーベさんて方は……」

「あの人たちに何訊いても無む駄だよ。なんも喋しやべらないの。倫理委員会でよっぽど脅おどしつけられたのね。……そういえばあなた、どうしてあの実験について知りたいの？」

「友だちが関かかわってるんです。彼女も何も言ってくれないもんだから……」

「ああ、あなたあのミカさんって子の友だちなのね？」

　女性は書しよ架かから抜き出した数冊の本をリティーヤに渡わたしてくれた。

「この辺が実験の関連資料ね。図書館にも置いてあるけど。うちで借りてく？」

「あ、はい」

「じゃ、ここに名前書いて」

　リティーヤは言われた通り、薄うすっぺらい貸し出し簿ぼの一ページに自分の名前と所属を書き込んだ。自分の文字の三行上に倫理委員会の文字があって、少し緊きん張ちようした。

　資料を読んでもミカが何をしたかったのか、何な故ぜ喚問されたのかはわからないかもしれないが、その手て掛がかりくらいは得られるかもしれない。

　しかし回答を拒こばむミカに何も言わず黙って調べることに、幾いくらかの後ろめたさもあった。

「……あれ？」

　その倫理委員会の二行下、自分のすぐ上の行に、もう一つ妙みような文字を見付けた。

　魔導書調査委員会。

　そういえばゼストガがミカと研究室で何か話していた。つまりこの件には魔導書調査委員会が関わっているのだ。

　だが、いったいどんな形で？

「あの、この……調査委員会の人が借りてった本って、どんなのですか」

「ああ、これは本じゃなくて論文。同じような実験が二一八年の春にも行われて、それを基に作成された論文ね」

「同じような実験の……？　なんで調査委員会が」

「さあ？　あの人たちの考えることはわからないわ。でも……」

　女性は何事か考え込み、ぽつりと言った。

「魔導書調査委員会が動くからには、〈昼〉の魔術か、石板が関係しているんでしょうね」




　ヤムセは五分前から手を止めていた。

　書類の山はまだ三分の一も片づいていない。夕暮れが迫せまる穏おだやかな日差しの中で、彼は椅子の背をぎいと鳴らした。

　目の前には、一束の報告書。

　二一五年の冬、極地・水すい晶しよう領域への第四次遠えん征せい隊たいの報告書だ。

　開かれているページには、遠征隊のメンバーの名前と所属が書かれている。魔ま力りよく環かん境きよう研究室は、氷床コアと周辺生物の魔力検査のためにこの遠征に人を割さいていた。バドは身体からだが弱く体力に不安があり、テヨルも他の仕事があったため、彼らの代わりにヤムセが毎年のように参加していた。

　だが、彼がこの研究室に所属したのは、二一五年の秋から。故郷で姉のセリネが殺された二ヶ月後のことだ。第四次遠征隊は彼が研究室に入って一ヶ月後にはもう《学園》を出立している。研究室に入って一ヶ月の彼が、いきなり遠征隊入りになるわけがない。

　だから勿もち論ろんそこに彼の名はない。当たり前だ。

　当たり前のはずなのに、彼はそのページに見入っていた。

　彼はそこに自分の名前があるような気がしていたのだ。

　今から少し前、たまたま開いたそのページを見ておやと首を傾げた。冷静に考えてみると、自分の名前があるわけがないとわかる。

　ではいったいどうして自分は遠征隊に参加していたような気になっていたのだろう。

　遠征隊には何度も参加しているから、どれがどの遠征だったかまぜこぜになっている部分がある。それで第四次にも参加したような気になっていたのだろう、と思う。

　だが、それならばそう思って違い和わ感かんがなかったのは何故だ。

「あれ、ヤムセ。まだそんなに残ってたのかい」

　かちゃりと扉とびらを開けて入ってきたのはテヨルだ。彼女は長机の上に山となった資料を見て、そう言った。それからヤムセの様子に気付いて、眉まゆをひそめる。

「……ヤムセ？　何やってんだい」

「テヨル」

「うん？」

「二一五年の冬。私何してましたか？」

「二一五ぉ？」

　テヨルは聞き返し、ヤムセの二つ隣となりの椅い子すにどっかりと腰こしを下ろした。

「二一五って、あんたがまだ無茶やってた頃ころだろ。ほら、ユローナ追って……」

　確かに二一五年というと、ヤムセはユローナを捕つかまえることに心血を注ぎ、何かと理由をつけては《学園》の外を彷徨さまよっていた年だ。その年の夏に姉を殺されていて、椅子に座って研究なんて気分にはなれなかったのだ。姉を殺され、その頃すでに引退していたヴォルドを訪ね、鈍にぶっていた魔術の勘かんを取りもどし、《学園》に戻もどって所属研究室が決まったばかり。そういう時期だ。

「覚えています。でもわからない」

「何が」

「思い出せないんです。何か──何があったのか」

　何をいきなり、と笑い飛ばそうとしたテヨルも、彼の真しん剣けんな様子に気付いて口を閉じた。

　第四次遠征隊に参加していたような気になっていた。それで違和感がなかった。その理由は、その頃他に何をしたという記憶がなかったからだ。

　もっとも、七年も前のことだ。特に何事もなく、記憶に残るような出来事がなかっただけかもしれない、とは思う。いや、むしろ普ふ通つうに考えればまずそういうことだろう。

　だが確かめずにはいられなかった。

「待ってな」

　テヨルは奥の書架から、古い日誌を取り出してきた。表紙に二一五という数字が見える。研究室でつけている日誌だ。調査日程や任務で誰それが不在、などの情報も書き込まれている。

　その日誌の冬、後半部分の始まるページを開く。

「──あった、これだ」

　彼女が指したのは、バドの署名がある一文だった。

『ヤムセ。西ベルラインで消息断たつ』

　西ベルラインは南部の連れん邦ぽう国家ベルラインの西部を指す。大陸南部と西部が入り交じる地域で、二一五年というと国境争いできな臭くさかった時期だ。

「そうだ、これだこれ。バドすごい心配してたんだよ。で、あんたふらっと一ヶ月くらい経たって戻ってきてさ。そういえばあんたって、その後からあんまり無断で出歩かなくなったね」

「…………」

「覚えてないのかい？　ほら、バド戻ってきたあんたのこと殴なぐったじゃないか」

「いや、それは思い出しました」

「んじゃなんでそんな顔」

「西ベルラインから戻るまでどこにいたのか思い出せないんです」

　テヨルは顔をしかめたが、別に驚おどろくほどでもない、というふうに言った。

「まあ六……いや、七年前だからね。ちょっと思い出せないだけじゃないかい？」

　ちょっと思い出せない。確かにそういうこともあるだろう。

　だが──。

「テヨル」

「ああ」

「記き憶おく操作系の魔術は痕こん跡せきが残るはずですね」

「そうだよ。どんな優ゆう秀しゆうな魔術師が使っても、魔術痕こんは残っちまう。調べれば一発……」

　テヨルはハッとして言葉を吞のみ込んだ。まさか、とヤムセを見つめる。

「おい……」

「調べてみてくれませんか？」

「何言ってんだよ！　あのな、記憶操作なんてそうそうできる魔術じゃないだろ。あんたなんて仮にも魔術師なんだからな、その記憶をいじり倒たおすなんて普通の人間にできるわけが」

「その当時私はユローナを追っていたはずです。彼女は〈夢〉魔術の専門家です」

　ヤムセは椅子に座った状態からテヨルを見上げ、言った。

「彼女なら私の記憶をいじるくらいお手の物では？」
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「昨日も言ったけどさ、正式な検査じゃないからね、もっと専門の──」

　扉を開けたリティーヤに、研究室の中にいたヤムセとテヨルの視線が集まった。テヨルは書類で埋うまった長机の端はしに腰こし掛かけ、ヤムセはそばの椅子に深く腰を下ろし足を組んでいた。話していたのは、テヨルだ。ヤムセが腕うでを組み、それをしかめっ面つらで聞いていたらしい。

「あ。おはよーございます……」

「……とにかくこの件は後でもっとちゃんと話そう」

　テヨルはヤムセにそう言い、書しよ架かで曖あい昧まいに区切られた奥、自分の机のある方へ姿を消した。

「……なんかあったんですか？」

「リティーヤ」

「はい？」

　本当に不ふ機き嫌げんな時、ヤムセはいつも漂ただよわせているそのなんともやる気のない雰ふん囲い気きをまったく見せなくなる。代わりに隙すきのない冷たい目でぼんやりと虚こ空くうを睨にらみつける。

　この時も彼は明後日の方向、強しいて言うなら彼自身の組んだ足のつま先辺りに視点を固定し、淡たん々たんと訊きいてきた。

「昨日はどうした」

「あ、すいません、方々駆かけ回ってて……」

　心理学研究室で本を借りた後、実験の関係者を訪ねてさらに半日歩き回っていたのだ。あっちにいるんじゃないか、こっちかも、とあちこちでたらい回しにされているうちに日もとっぷり暮れ、疲つかれたリティーヤはそのまま寮りように戻ってしまった。

　そんなわけで、リティーヤは昨日自分の所属する魔力環境研究室に顔を出していなかった。

「どこで遊んでいたか知らんが、少しは自覚しろ」

　そこでようやく彼の視線がリティーヤを捉とらえる。師の目の冷たさに辟へき易えきしながら、彼女は視線を逸そらさず唇くちびるを突つき出す。

「自覚ってなんですか。遊んでたわけじゃないです、そりゃ連れん絡らくもせずに悪かったとは……」

「〈昼〉魔術行使者としての自覚だ」

　横おう柄へいに彼は机を指で叩たたく。

「おまえは唯ゆい一いつの〈昼〉魔術の使い手であり、自分の所在を私に対して常に明確にしておく義務がある」

「…………」

　リティーヤはヤムセを睨みつけながら、なんだか今日は妙みようだな、と感じていた。基本的にヤムセは面めん倒どうくさがりだ。リティーヤへまともにお説教するなど、しかも〈昼〉魔術行使者としての自覚を促うながすなど、これまでほとんどなかったことだ。

「なんで急にそんなこと言うんですか」

「状じよう況きようが変わった」

「状況なんて」

「ユローナを捕まえられなかった」

　だから研究室に籠こもっていろと言うのか。それではゼストガよりまだ悪い。

　リティーヤは唇を嚙かみ、それと一いつ緒しよに口から飛び出そうになった言葉を吞み下した。

　代わりに、もっと穏おん当とうな言葉を選んで言った。

「……ユローナに逃にげられたことも、あたしがそのために危険な目に遭あうかもしれないことも、わかってます。ユローナがまだあたしを狙ねらってるとしたら、そうでしょう。でもユローナだってしばらくはおとなしくしてるでしょうし、そうでなくとも《学園》の中なら安全です」

「……そうであればと思う」

　妙な言い方だ。リティーヤは訝いぶかしげな顔をしたが、ヤムセはうんともすんとも言わず、俯うつむいて額を押さえている。

「……次からはゼミの欠席時は報告しろ」

「了りよう解かい」

　無断欠席は周囲に迷めい惑わくがかかるしさすがにしまったと思っていたので、それへは頷うなずき、リティーヤは鞄かばんを机の隅すみに置いた。一時間目の講義に持っていく教科書を出しながらちらりとヤムセの方を窺うかがうと、彼は二つ隣の椅子の上で、まだ俯き、何か考えているようだった。ぴりぴりとした不機嫌そうな気配が、空気越ごしに伝わってくる。

　ああ、八つ当たりか。

　リティーヤは師が急に妙なことを注意してきたのを、そう判断した。何かいやなことでもあったのだろう。だからって人に当たらないで欲しいものだが。

　リティーヤが最初の授業に出る前に、研究室の扉とびらが開き、バドが入ってきた。

「あ、おはよーございます」

　だがバドはリティーヤとちらと視線を合わせただけで、返事もせず用心深く扉をきっちり閉めた。鍵かぎまでかける。

「よお。バド、どうか……バド？」

　奥から出てきたテヨルもバドの異変に気付いた。彼はむっつりと押し黙だまり、テヨルの顔もヤムセの顔も見ず、ただリティーヤの顔で視線を止めた。

「リティーヤ。冷静に聞いてくれ」

　リティーヤは一いつ瞬しゆん胸を、胃を、ぎゅうっと締しめ付けられるように感じた。

　冷静に聞いてくれ。そう前置きして語られることが、冷静に聞ける内容であるわけがない。

　目を見開いて言葉を待つリティーヤへ、バドはゆっくりと告げた。

「ミカ君が《学園》を出しゆつ奔ぽんした」

　それでもリティーヤは、最後まで泣きも叫さけびもせず、バドの話を聞いた。







[image: CHAPTER４]





１






「天才出奔か。ユローナみたいだな」

　周囲の声は勝手にリティーヤの耳に入ってくる。それらへいちいち異議申し立てしたい気持ちをぐっと抑おさえ、彼女は第二研究棟の階段を三階から四階へ駆け上がった。すでに二階の考古学研究室へは足を運んだが、新しい情報は何も得られなかった。

　バドの話によれば昨日深夜西門の魔術結界が破られ、駆けつけた警備担当官がそこでミカを発見、連れ戻もどそうとしたが幻げん覚かくに騙だまされている間に取り逃がしてしまったとのことだった。

　一息に階段を上りきったところで、リティーヤは思わぬ人物と鉢はち合あわせした。

　階段の上に、銀ぎん髪ぱつの青年、その腕に魔導書調査委員会の腕わん章しようを巻いたゼストガがいたのだ。

　彼はリティーヤの顔を見て一いつ瞬しゆん驚おどろいた様子だったが、すぐにいつもの笑え顔がおを見せて言った。

「こんにちは、リティーヤさん。ミカさんのことは残念でしたね」

　あまりに白々しいその言葉が、リティーヤの驚きを怒いかりに変えた。

「……あの時ミカに何を言ったんですか！」

　リティーヤは気が付くと身体からだごとゼストガにぶつかっていた。

「魔導書調査委員会は彼女に何をしたんですか!?」

「脅おどされてもすかされても、僕にはあなたの望むような答えは言えませんよ。僕だって彼女に逃げられて大変なんです。出奔の原因を僕に押しつけられても困ります」

「ゼストガさんが来た次の日にこんなことになったんですよ!?　それなのに自分のせいじゃないなんて、そんなの信じられるわけないでしょう！　ミカは……っ、ミカには出奔する理由なんかないのに……！」

「……さあそれはどうでしょう」

　呟つぶやかれた一言に、リティーヤの手の力が一いつ瞬しゆん緩ゆるむ。ゼストガはその隙をついてふいと身体をかわしてしまった。

「ゼストガさん！　今の……」

「その通りです。僕は失敗しました。彼女がこれほど愚おろかだとは」

　ゼストガはリティーヤの横を通り過ぎ、階段を下りていこうとする。リティーヤがすれ違ちがいざまに腕を摑むと、彼は立ち止まって彼女の方にその美しい顔を向け、密ひそやかに囁ささやいた。

「内部調査局も動いています」

「……え？」

　彼は、聞き返すリティーヤを小こ馬ば鹿かにするように、しかしどこか愛いとおしむように笑った。

「我々が何な故ぜ彼女に接せつ触しよくしたかもわからないあなたに、どうして彼女の方に出奔の理由がないと言えるのですか？　彼女についてあなたは何も知らない」

「あたしとミカは友だちで……」

「リティーヤさん、もう一度言います。内部調査局が動いています」

　ゼストガはリティーヤにいっそう顔を近づけて囁いた。

「出奔者には調査局の捜そう査さが入ることになっていますが、これは通常の捜査と少々異なります。調査局は今とても神経質になっているのです……魔導書調査委員会としては、今あなたがミカさんについて騒さわぎ立て、調査局につけ込む隙すきを与あたえるようなことは避さけたいんです」

　ゼストガは自分の腕うでを摑むリティーヤの手を優やさしい手つきで取った。

「調査局は──彼らは倫りん理り委員会とは違ちがいます。我々はこんなところであなたを彼らに奪うばわれるわけにはいきません」

「でも──」

「……それとも、痛い目を見ないとわからないのですか？」

「いっ──！」

　急に強く手を握にぎられ、リティーヤは悲鳴を上げた。

「ね、痛いのはいやでしょう？」

　ゼストガはそう言っていかにも善人そうな笑えみを浮うかべ、リティーヤを解放した。




　内部調査局は他組織に内通している者の調査や捕ほ縛ばくを主な任務とするらしい。

　だが、正確にどういう組織なのか、リティーヤにはよくわからない。

　世間一いつ般ぱんで言う警察組織の持つような権限は、《学園》では主に治安維い持じ局が有しているが、内部調査局はそれとは一線を画し、リティーヤのような何もわからない学生からも、なんとなく恐おそれられている。それは調査局が秘密主義の《学園》の中でもいっそう秘密主義で、ほとんど情報が漏もれてくることもなく、噂うわさばかりが一人歩きをしているせいかもしれない。拷ごう問もんとか監かん禁きんとか──捜査のためならなんでもやるという、あまりぞっとしない噂ばかりが。

　散々不安を煽あおるだけ煽ってゼストガは行ってしまい、残されたリティーヤはしばらくその場で立ち尽つくしていた。が、いつまでもそうしているわけにもいかず、結局混乱した頭と嫌いやな気分のまま、心理学研究室へ向かった。

「あの、ミザリアさんとブルーベさんは」

　心理学研究室の前の廊ろう下かで何やら立ち話をしている二人の研究生にそう声をかけると、二人は自分たちがそうだと警けい戒かいの色を滲にじませて言った。リティーヤよりも幾いくらか年上らしい背の高い女性研究生がミザリアで、堅かた太ぶとりした男性研究生がブルーベだった。どちらも専門課程の研究生、つまり立場的にはリティーヤやミカと同じだ。

　リティーヤは自分の名を名乗り、魔力環境研究室の人間でミカの友人だと説明した。

「考古学研究室のミカと実験しましたよね？　それについて教えてほしいことがあるんです」

　だがそう切り出したリティーヤの言葉を、男性の方が身体に似合わない密やかな声で遮さえぎった。

「倫理委員会で証言したことで全部だ」

　つまり、彼らも倫理委員会に喚かん問もんされていたということだ。ならば彼らがここにいてミカだけ《学園》を出奔したのは何故だ？　リティーヤは逸はやる気持ちを抑え、質問を変えた。

「一いつ緒しよに実験したんですよね？　その時何かあったんですか？」

「何も──」

「私たちは関係ないのよ。迷めい惑わくだわ」

　女性研究生が整った顔をリティーヤから背そむけて言った。

「でも、同じ実験をしたんですよね？　それなのにミカだけ悪者にするつもりですか？」

「悪者ってわけじゃ……ただ、ミカ君は元から《学園》の制度に懐かい疑ぎ的てきだった」

　横から男性研究生が口を挟はさんだ。

「ちょっとした実験も許可がいるし、自由にできない、阻そ害がいされてるって不満を漏らしていた」

「ミカはそんなこと……」

　──いや。

　リティーヤは口を噤つぐんだ。ミカは確かにそんなようなことを言っていた、と思い出したのだ。

　だから？

　だからミカは《学園》を出たのか？　研究の自由を求めて、他の組織へ？

　だが、そんなことをすれば故郷の肉親に迷惑がかかる。心配させる。そんなことを、祖父や叔母おばを愛しているミカが本当にするのだろうか？

「私たちゼミがあるから失礼するわよ」

　女性研究生にそう言われ、リティーヤはハッとして思考の迷めい路ろから抜ぬけた。

「待ってください、何かご存じなんじゃないんですか？」

「何も知らないったら！」

　女性研究生は研究室に戻ろうと、扉とびらの前に立つリティーヤを突つき飛ばした。

　リティーヤは突き飛ばされて壁かべに肩かたをぶつけたが、諦あきらめず、相手の腕にしがみついた。

「待って！　ねえ、ミカはどんな研究してたんですか？　どんな実験だったんですか？」

「うるさいわね、いい加減にしてちょうだい！」

　相手の振ふり回した本が、リティーヤの側頭部にぶつかった。リティーヤはよろめくが、なおも腕を離はなさず、歯を食いしばって、自分よりかなり背の高い彼女を睨にらみ上げた。

「お、おい、いい加減に……」

　男性研究生は止めようとしたが、

「ミカに何もかもなすりつけようって腹!?」

「何よ、いなくなったあの子が悪いのよ！」

　リティーヤも女性研究生も止まらなかった。




　取り押さえられたリティーヤを心理学研究室まで引き取りに来たのは指導教官であるヤムセだった。彼はリティーヤを一いち瞥べつすると、彼女には一声もかけず、リティーヤと摑つかみ合いの喧けん嘩かになった女性研究生の指導教官と少しの間話し合い、その話が終わると謝ろうとしないリティーヤの頭を無理矢理下げさせて、心理学研究室を出た。

　彼が口を開いたのは、馬車に揺ゆられて第四研究棟の魔ま力りよく環かん境きよう研究室へ戻もどってからだった。

　リティーヤを室内に押し込み、扉を閉めると、彼は彼女に一息吐つく間も与えず、いきなり壁かべ際ぎわに突き飛ばした。

「何を考えている？」

「何、って……！」

　女性研究生に殴なぐられた頰ほおが痛んで、リティーヤはうまく喋しやべれなかった。するとシャツを摑まれ喉のど元もとを絞しめ上げられた。身体を書しよ架かに押しつけられる。背骨がぎりりと痛む。

　ひきつれたような喉の苦しさにリティーヤはひうと息をして、ヤムセはそれに気付いたのか彼女のシャツから手を離した。

　喉元がすうすうすると思い見下ろせば、シャツのボタンが二つほど取れて床ゆかに落ちていた。

　だからといって手を緩ゆるめるつもりはないらしいヤムセは、感情をぶつけるようにリティーヤの背後にある書架の、彼女からごく近いところをばんと叩たたき、そのまま彼女を睨みつけた。相変わらず互たがいの心臓の音が聞こえそうなくらいの至近距きよ離りでその厳しい視線にさらされ、さすがのリティーヤもこくりと唾つばを吞のみ込んだ。

「君がいない間に内部調査局が来ていたよ」

　突とつ然ぜん横からバドの声が割って入った。

　そこでようやくヤムセはリティーヤから身体を離し、彼女に忌いま忌いましげな一瞥を投げかけて、研究室を出て行った。

　何がなんだかわからないリティーヤは、はだけたシャツの胸むな元もとを押さえ、バドに視線を向けた。

「内部調査局……？」

「君に話を聞きにきたのだ、リティーヤ」

　バドは長机の端はしに腰こし掛かけ、腕を組んでいた。

「彼らはミカ君が何らかの外部組織と接触していた可能性があると見ているのだろう。君に、ミカ君の出しゆつ奔ぽん理由に心当たりがないか、彼女が内通者である証しよう拠こになるものはないか、そういうことを訊ききにきたのだ。……ヤムセが怒おこっているのは、こんな危険な時期に君が不用意に問題を起こしたからだ。わかりにくいかもしれんが、あいつはあいつなりに君を心配しているのだよ」

　リティーヤはぱちくりと目を瞬またたかせた。

「……心配？」

　バドは額を押さえて嘆たん息そくした。

「たまには頭を働かせてみたまえ。君は心理学研究室の、ミカ君の合同実験の相手と喧嘩をしたのだよ？　君が何な故ぜそんな相手と摑み合いの喧嘩をしたのか、内部調査局は興味を持つだろう。下手をすれば君までミカ君の協力者ではないかと疑われる。……逃とう亡ぼう幇ほう助じよは重罪だ」

「ミカは、他の組織なんて……」

「内部彼調査局らは疑うのが仕事なのだ。今後も気をつけたまえ。いいな？」

　リティーヤはへたり込むように椅い子すに座った。

　次から次へと問題が押し寄せていたが、リティーヤの方はミカの出奔だけでいっぱいいっぱいで、頭も心も到とう底ていついていけず、ただ小さな声で呟つぶやいた。

「ミカはどうなるんですか……」

「…………」

「連れ戻されるんですか？　連れ戻されて罰ばつを受けるんですか？」

　バドは何故か黙だまっている。硬い表情だ。リティーヤは慎しん重ちように彼の顔を覗のぞき込んだ。

「教えてください、ミカはどうなるんですか……？」

「……連れ戻された場合は、事情聴ちよう取しゆを受ける」

「それで無実だとわかったら？　ただ、ちょっと混乱して逃にげてしまっただけだったら？」

「……そうだな。もしも、そうだったら、きっとまた研究に戻れるだろう」

　もしも、そうだったら。

　リティーヤはそれ以上バドに何も聞けなかった。追つい及きゆうして出てくる答えが怖こわかった──いや、予測していた。バドの言葉は優やさしいが真実ではないのだとわかっていた。

　ミカはもうただでは済まされない。何故なら彼女は喚問を受けながら逃げてしまったから。

「ここにいたまえ。何か飲み物を持ってくる」

　バドはそう言い、リティーヤを置いて研究室を出て行った。

　リティーヤは長机の端の椅子にぽつねんと座り、腿ももの上に置いた手を見つめた。

　……急に、その手が震ふるえ始めた。震えは抑えようとしても一向に止まる気配を見せず、寒くもないのに彼女は震え、膝ひざを抱かかえて椅子の上にうずくまった。

　ミカ、と。

　名を呼んでも、応こたえる友人はもう《学園ここ》にはいないのだということを、リティーヤはようやく痛いくらいに認にん識しきした。

　その時──。

「ヤムセはいねえのか」

　しゃがれた男性の声に、リティーヤはハッとして顔を上げた。

　戸口に六十がらみの男が立って、研究室の中をぐるりと見回していた。

　それは、すっかり回復して、ケガを負う前よりも肉付きの良くなったヴォルドだった。

　彼はリティーヤの顔を見て、にやりと笑った。

「なんだ、今にも死にそうな顔してんぞ。自分の胸の小ささに驚おどろいて死にたくなったか？」

「は？」

　リティーヤは一いつ瞬しゆん考え──喉元が、というか胸元がすうすうしていることに気付いた。

「ぎゃわっ」

　慌あわててシャツを引き寄せ、ささやかな膨ふくらみをヴォルドの視線から死守する。

　ヴォルドはその慌てようにまたげらげらと笑った。

「大して見えてねえし見えたところでどっから胸だかもわかんねえよ」

「み、見えてなかったですか」

「ねえって」

　リティーヤはほっとすると同時に、あらためてヤムセの乱暴さと教え子のシャツがはだけたことにも頓とん着ちやくしないその無神経さに毒づいた。

「まったくせんせーってば……」

「なんだ、それヤムセにひんむかれたのか？　あっぶねえなあ」

　ヴォルドはきししと笑ってリティーヤのそばの椅子に腰こしを下ろした。彼の外がい套とうに染しみついた古びた革と土と煙草の臭においが、一瞬リティーヤの鼻をくすぐった。

「って、ヴォルドさん何しに来たんですか」

「退院さ」

「は？　まだ入院してたんですか？　先々週退院祝いだーって、バドさんにお酒奢おごらせてたじゃないですか」

「ヤムセにまだ奢らせてねえからな」

　ヴォルドはリティーヤがあっけにとられるほどしれっと言った。

「……せんせーならさっきまでいましたけど、どっかいっちゃいましたよ」

「ち、逃げ足の速い……」

「え？」

「なんでもねえよ。あー、どうすっかな」

「っていうかヴォルドさん牧場戻らなくていいんですか？」

「入院中は《学園》が若いの送り込んでくれたんでな。まあ元からの手伝いも残してきてるし、大だい丈じよう夫ぶだろう」

「へー、《学園》ってそんなことまでしてくれるんですね」

「俺の人徳だ」

　……責任者の弱みを握にぎって脅おどしたな。

　リティーヤはあえて追及しなかったが、そう確信した。

　ヴォルドは機き嫌げん良さそうにブーツの泥どろを落としながら言った。

「魔ま術じゆつ戦せん闘とうの後は検査やらデータ取りやらがあるからな、時間取られるんだよ。ああ、そうだ、面白い話聞いたぞ」

「どうせろくでもない話でしょう？　あたし今ちょっと……」

「出奔者への追つい跡せきチームな」

　リティーヤの顔色が変わるのを、ヴォルドは楽しそうに眺ながめて言った。

「今回は内部調査局と魔導書調査委員会の合同だってな。異例だぜ」

「…………」

「レッドベリ、ミルクヘッド、イガスティ、ラント。説得向きじゃねえ。荒あらくれ者ばっかりだ。こりゃ、多少のケガさせても連れ戻もどせってことらしいな。ずいぶん人気者じゃねえか、今回の出奔者はよ」

　それらの名前をリティーヤは知らない。内部調査局か、魔導書調査委員会か、とにかくどちらかの魔術師だろう。

「……いつも出奔者にはそういうメンバーが？」

「んなわけねえだろ。普ふ通つうは所属研究室の指導教官とか……説得要員連れてくもんさ。それをこのメンバー揃そろえた、ってことは、すでに説得の余地はないか、出奔者の実力から考えてこれくらいのメンバー送り込まなきゃ取り逃がすってことか、それとも……」

「それとも？」

　ヴォルドは肩かたを竦すくめ、床ゆかに落ちていたボタンを二つ拾い上げた。

「逃がすくらいなら殺すつもりだってことだろ」

　ヴォルドから返された二つのボタンは、リティーヤの掌てのひらの上でぶつかって、チンと鳴った。





２






　魔術師には研究者としてのセンスと魔術のセンスが必要とされる。ミカはその両方を併あわせ持った、将来有望な魔術師見習いだ。多少研究に不自由があったとしても、《学園》を飛び出す危険を取るとは考えづらい。

　しかもミカには故郷に叔母おばと祖父がいる。《学園》を出しゆつ奔ぽんすれば彼らに迷めい惑わくがかかる──リティーヤは、情報を漏もらし逃げだしたところ、故郷にまで追っ手がかかった、という先せん輩ぱい魔術師の噂うわさを聞いたことがある。

　だからミカはよほどのことがない限り《学園》を出奔しようとはしないはずだ。

「……つまり、よほどのことがあった……？」

　リティーヤは椅子の上に片かた膝ひざを抱だいて座り、一人そう呟いた。

　リティーヤは、最後にミカとした会話を思い返した。

　ミカはあの時確かに《学園》を批判するようなことを言っていた。だが、もし彼女が出奔を計画していたら、他の組織の方が自由に研究させてくれるなんてことを口にするのだろうか？　それは出奔の疑いを招くというのに。

　ミカが出奔したのは、ゼストガが彼女に会った翌日。

　その時、何かあったのかもしれない。魔導書調査委員会と、ミカの間に。

　リティーヤは視線を机の上に向ける。

　そこにあるのは、必死に読んだミカの実験の資料だ。〈夢〉魔力は濁にごり水の魔力だとか淀み水の魔力だとかとも呼ばれ、様々なもの──たとえば周囲で発生した音や光、熱、圧力──を吸収し、溜ため込む性質がある。ミカは〈夢〉魔力が物品中に溜め込んだそういった『記き憶おく』あるいは『経験』とでも呼ぶべきものを解き放つ実験を行っていたのだ。

　たとえば──とリティーヤは考えてみる。

　ミカは〈夢〉魔術の実験の際、〈昼〉魔術についての何らかの秘密を得てしまった。

　だから魔導書調査委員会が動き、ミカは逃にげた。

　だが、同じ実験に立ちあった心理学研究室の研究生たちは逃げてはいない。ただ口を噤つぐんでいるだけだ。彼らとミカの間にいったいどんな違ちがいがあったというのだ？

　わからない。

　だが、わからないことだらけの中で、ミカが非常に危険な立場に置かれている、ということだけははっきりしていた。

「あたしはミカが死ぬのなんかやだ」

　リティーヤは声に出して言った。死、という言葉とともに思い返されるのは、血に染まったシーツと動かない足。リティーヤの命を狙ねらい、殺された魔術師の最さい期ごだ。

　リティーヤは、ミカがあんなふうに殺されるのは絶対嫌いやだった。

　リティーヤは本を手に立ち上がり、あらためて、その小さな部屋を見回した。

　そこは寮りようのミカの部屋だった。

　日記や実験のノート等の手て掛がかりになりそうなものは、すべて持っていかれていた。魔導書調査委員会か、内部調査局か、倫りん理り委員会かに。残されたのは、捜そう索さくの時に落とされたままのベッドのシーツと、裂さかれて中身の飛び出した枕まくら。

　専門課程に移って一人部屋になってからは、リティーヤはミカの部屋に足を踏ふみ入れていなかった。初めて見る部屋にはその主がミカであることを示すものは何一つ見付けられない。

　リティーヤはポケットに手を突つっ込み、紙かみ袋ぶくろの存在に気付いて引っ張り出した。それはヤムセからもらったドロップの袋で、一日三個も食べなかったから、中身はまだ残っていた。

　赤い、きっぱりとした色のドロップを一つ取り出す。

　握りしめる。

「それでもあたしはあんたを見付けるからね」

　今はいない部屋の主へそう言うと、ドロップを口に放り込み、リティーヤは鍵かぎの壊こわれた──侵しん入にゆうするために彼女が壊した──窓に手をかけた。




　リティーヤは三さん軒げん目めのカフェでヤムセを見付けた。最初に行ったのが第四研究棟に隣りん接せつする大きなカフェで、次に行ったのは図書館西分館の二階にある小さなカフェ。それから最後が、研究棟に戻ってその地階にあるカフェ。

　結局最も身近なそこにヤムセはいて、リティーヤは拍ひよう子し抜ぬけした。利用しやすいところにあるにも拘かかわらず、目立たず閑かん古こ鳥どりが鳴いている店を、うっかり忘れていたのだ。

　ヤムセは店のかなり奥の席にいて、椅い子すに座ってアイスクリームやらケーキやらで山積みになった皿を前にしていた。ああまただよ、と思う前に、リティーヤは、きょとんとした。

　ヤムセのそばにヴォルドが立っていて、ヤムセの肩を抱くようにして身体からだを密着させ、耳元に口を寄せていたのだ。何か囁ささやいているようだ。

　すぐに彼らはリティーヤに気付き、ヴォルドはヤムセの頭をがしがし撫なで、リティーヤに手を振ふった。

「よお、バカガキ」

「ヴォルドさん、まだ《学園》にいたんですか？」

　呆あきれて言うリティーヤへ、ヴォルドはヤムセの頭を手て荒あらく撫でながら言った。

「まあな。ほれ、こいつの面めん倒どう見てやらにゃならんからな」

　がしがし。げらげら。

　撫でられているヤムセは渋じゆう面めんになるでもなく、いつもの表情で──というかいつもの表情で十分渋面なのだが──淡たん々たんとスプーンを運んでいる。チョコチップのアイスがおいしそうだ。

「あ、あたしもこれお願いします。この人払はらいますから」

　リティーヤはやってきた店員にアイスの皿を指してそう声をかけ、ヤムセの向かいの椅子に座った。

　ヤムセはじろりとリティーヤを一いち瞥べつしたが、リティーヤは臆おくすることもなく胸を張った。

「怖こわい顔で睨にらんだって知ってますからね。今朝のアレはあたしを心配してくれたんだって」

　ヤムセは何か反論したそうにリティーヤを見ているが、やはり何も言わない。それを良いことに、リティーヤはヤムセの皿の上からトッピングの木イチゴを奪うばい取った。

「まあそれでも乱暴でしたけど、今ならデザート一皿で許してあげ……いたっ」

　今にも木イチゴを口に入れようとしていたリティーヤの手が、ヤムセによってびしりと叩たたかれた。落ちた木イチゴは素す早ばやくヤムセのスプーンに奪われ、そのまま彼の口の中へ。

「ちょ……っ、先生っ」

「何な故ぜおまえに許しを請わねばならんのだ」

「女の子のボタン飛ばしたら、さすがに悪かったかなーとか普通思うでしょ」

「別に」

　ヤムセは平然とアイスをまた一口食べて言った。

「だが、おまえが望むのならアイスでもケーキでも食べさせてやる。おまえの身体に程よく肉が付くまでな。だから自分の皿が来るまで待て」

「うっわー、なんで素す直なおに奢おごらせてくださいとか言えないんですか先生って！」

　白熱する師し弟ていの頭上から、ヴォルドの吞のん気きそうな声が降ってきた。

「おいおい、リティーヤ。こいつは俺の弟子カネヅルだからな？　てめえはあんまりたかるなよ？」

「ヤムセ先生の財さい布ふはヴォルドさんだけのものじゃありませんよ」

　ちちち、とヴォルドはリティーヤの鼻先で指を振る。

「俺ぁな、あの嗜し虐ぎやく趣しゆ味みの変態女に呼び出されて大けが負わされたんだぜ。あんな変態の相手させといて、ヤムセとしてもただで俺を田舎いなかに帰すわけにはいかねえのよ」

　そう言って、ヤムセの首に腕うでを回し、軽く絞しめ上げる。ヤムセはちょうどアイスを口に運ぼうとしたところで、ぐっとのけぞらされた瞬しゆん間かんそれを皿の上にこぼした。

　彼は腕を振り解き、師し匠しようの攻こう撃げきから逃のがれて言った。

「私の財布は私のものです」

「ほう。今日はいやに強気じゃねえか。弟で子しの前だと威い勢せいが良いもんだな、ヤムセ？」

「用件が済んだんですからさっさと牧場帰ってください」

「てめえの返事待ちだよ」

「……わかりました、やっておきます」

「よしよし、それでこそ俺のヤムセだ」

　ヴォルドは上じよう機き嫌げんでヤムセの頭を撫で、やっと身体を離はなした。それから彼らのようすを不思議そうに見ているリティーヤににたりと笑いかける。

「ほれ見ろ。やっぱりこいつの財布は俺のもんだぞ」

「いや話が見えませんが」

「そりゃてめえがバカだからだ。──じゃあな、ヤムセ」

　ヴォルドは最後にヤムセの頭をびしばし叩いて去っていった。

　ヤムセはそれを見送ると、疲つかれきった顔でリティーヤを見やった。

「……で、何の用だ」

「出奔者のことで話があります」

　リティーヤはあえてミカとも友人とも言わず、そういう表現を選んだ。

　木イチゴのタルト・チョコチップアイス添ぞえを持ってきた店員が奥に下がると同時に、リティーヤは本題に入った。




「つまり」

　一通り説明が終わると、ヤムセは言った。

「出奔者の言動を考えるに、今回の出奔は納なつ得とくがいかない、そういうことか」

「そうです。ミカは現状に不満を抱いだいていましたが、出奔を考えるとは思えません。彼女には祖父と──」

「先に食え」

「でも話が」

「アイスが溶とける」

　リティーヤは皿の上の溶けかけたアイスを見て、ようやくスプーンを持った。

　ひんやりと冷たく、溶けてなくなる前にざらざらという感かん触しよくの残るアイスを口に運びながら、リティーヤはなおも言う。

「ミカの出奔には〈昼〉魔ま術じゆつか、《グリーンワードの魔導書》の欠片かけらが関係していると思います。だって魔導書調査委員会が関かかわってるっていうのはそういうことでしょう？」

「かもしれん」

「もしかしたら彼女は何か大事なことを知ってしまったのかもしれない。だから命を狙われて、《学園》を逃げて──」

「突とつ飛ぴすぎる」

　ヤムセはすでにからになったコーヒーカップを手て慰なぐさみに突つつきながら言った。

「おまえはミカという学生のことをよく知っているんだろう。たぶん《学園》で一番知っていると言ってもいいかもしれない。だがすべてを知っているわけではなかった、それだけだ」

「先生！」

「出しゆつ奔ぽん者しやは大たい抵てい何も言わず、何も匂におわせず出奔する。もしも何か言っていけば、言い残された方が怪あやしまれる。だから出奔者の知人は愕がく然ぜんとする。おまえのように。だが、何故出奔者が出奔という道を選んだのか考えても無む駄だだ。それは本人にしかわからない。そしてもしもわかったところで、もはや何もかも取り返しがつかない」

「それは先生の体験談ですか」

　ヤムセはそうだとも違ちがうとも言わなかった。

　ユローナが出奔したのは十年前。その頃ころヤムセは十代で、ユローナはたぶん二十代。若い師弟の間にどのような会話があったかリティーヤには想像もできないが、残されたヤムセはユローナの出奔した理由を彼なりに探そうとしたのかもしれない。リティーヤ自身のように。

　そうして、知ったところでどうにもならないと気付いたのかもしれない。

　だが、それはこれとは違うのだ、とリティーヤは思う。

「ミカは第二のユローナとか言われてます。専門が〈夢〉魔術で、首席で、出奔したから。……でも、ミカはユローナじゃありません。それなのにこのままだったら第二のユローナとして殺されるかもしれません。そんなのって、あんまりです」

「つまり友人を助けたいということだな？　だがそれは無理だ。おまえは《学園》を出られないし、友人の居場所を探さぐるすべもない」

「だから助けてください」

「……何故私がおまえの友人のために骨を折らねばならんと思うのだ？」

「『魔術師の数は少ない』」

　リティーヤはいつかヤムセに言われた言葉を、あえてそのまま使った。

「それが理由です。貴重な魔術師の卵、しかもミカはすごく頭も良くて優ゆう秀しゆうな人材です。それをどぶに捨てたりなんかしてはいけない、そういうことです。……彼女の追つい跡せきチームのメンバー、知ってますよね？　このままだったら彼女は殺されてしまうんです。内部調査局の方針か、魔導書調査委員会の方針かわかりませんけど、そんなふうに貴重な人材をぽいっと捨ててしまう、そんな決定がまかり通るなんておかしいんじゃありませんか？　ミカを見み逃のがせとは言いません。でも、彼女を見付けて、追跡チームの手を経へずに自主的に《学園》に戻もどったことにすれば、きっと倫りん理り委員会も内部調査局もいきなり殺すなんてことはできないはずです。そうすれば彼女はまたいつか研究に戻れるかもしれない。《学園》のためになることだと思います」

「……それでは私は動けん」

　ヤムセの返答に、リティーヤは奥歯を嚙かんだ。

「彼女は確かに優秀な魔術師となる素質を持っているだろう。だがそれを理由に《学園》が対応を変えることがあってはならない。優秀だろうが、出来損そこないだろうが、定められた手順に則のつとってその捕ほ縛ばくが行われる以上、問題はない。彼女一人のために《学園》の制度や秩ちつ序じよをないがしろにするようなことはできん」

「……でも、先生」

　リティーヤは俯うつむき、それでもなんとか師の考えを変えようと言葉を探した。

　だが、ヤムセがそれを押しとどめて言った。

「荷物をまとめろ」

　……師の言葉の意味するところを理解できず、リティーヤは思わず、え、と聞き返した。

「荷物、って」

「おまえの理由では私は動けん」

　ヤムセは繰くり返した。

「が、魔ま導どう書しよ調査委員会が動いている以上、ことは〈昼〉魔術に関かかわる。おまえの指導教官である私としては少しでも情報が欲しい。ところが調査委員会は秘密主義でおまえの検査結果すらろくに流してくれん」

「はあ」

「そんな調査委員会からの情報を待つよりは、自分で動いた方がマシだろう」

「…………ほあ？」

「その半開きの口を閉じろ。いいか、これから我々は実地フイール調査ドワークへ行くのだ」

「……えーと……」

「調査地申しん請せいは南部で出して、もう許可は下りている。南部に行く途と中ちゆう、たまたまルートが変わるくらいはよくある話だ。何しろ東部は最近ストやら事故やらが多くてな、ユローナ追跡の時も駅舎でデモがあったおかげで足止めされて大変だった」

「……つまり？」

「つまりルートを変えた際、たまたまおまえの友人を見付けることもあるかもしれんということだ。そして私は彼女から話を聞き出す。〈昼〉魔術か、《グリーンワードの魔導書》かに関わる話を。その後おまえは彼女と話し合うなり殴なぐり合うなり好きにしろ」

「…………」

「ぼさっとするな。さっさと準備をしてこい」

　リティーヤは促うながされて立ち上がり、そこでようやく、事態を飲み込んだ。

　ミカを助けに行ける。要するに、そういうことなのだ。

「先生、ありがとうございます……！」

「私はおまえの友人に話を聞きに行くだけだ。おまえの言うように説得して連れ帰ったところで、内部調査局の方針が変わるかはわからんぞ」

　ヤムセは不ふ機き嫌げんそうに釘くぎを刺さした。




　ヤムセは、リティーヤがテーブルにぶつかったり店員にぶつかったり椅い子すに蹴け躓つまずいたりしながら店の外に出るのを見届けて、嘆たん息そくした。友人を助けに行けると知って興奮しているのだろうが、彼女の割った皿の請せい求きゆうは研究室へ来て、彼の支し払はらいになるのだ。

　……そのヤムセの首に、背後から突とつ然ぜん太い腕うでが絡からみついてきた。

「甘ったるいことで」

　腕は椅子に座っていたヤムセの喉のどを絞しめ上げ、もう一本伸のびた腕が彼の頭を押さえ込んだ。額を押さえられ、のけぞらされ、ヤムセは背後から自分の顔を覗のぞき込んできた男の顔を逆さに見た。

　弟で子しの顔を覗き込んだヴォルドは、ふう、と紫し煙えんをヤムセの鼻っ面つらに吹ふきかけた。

「何が、ですか」

　煙草たばこの煙けむりと、喉を軽く絞め上げられているせいで息苦しさを覚えながら、ヤムセは滲にじませた嫌けん悪お感かんの他ほかは大して抵てい抗こうもせず尋たずねた。頭をがしがし撫なでられる。その手に持っていた煙草の灰が、ヤムセの睫まつ毛げを掠かすめて落ちていく。

「ユローナにおいてかれた自分、思い出したか」

　ヴォルドは嬉うれしそうに底意地の悪い笑え顔がおで言い、弟子を解放し、あらためて肩かたを抱いた。

　まかり間ま違ちがえば嚙んでしまいそうなくらい近づけた耳へ、囁ささやきを吹き込む。

「隠かくすなって。俺とおまえの仲だろ。俺がそれくらいわからねえと思ったのか、ん？」

　ヤムセはその問いには答えず、関係のないことを言った。

「堂々とした盗ぬすみ聞きでしたね」

「ああ、二つ隣となりのテーブルでな。いや、耳良いんだぜ、俺」

「知ってます。特にご自分の悪口を聞き取る際にはすばらしい聴ちよう覚かくを発揮されますからね」

「てめえの泣き声も聞きのがさねえ自信あるぜ、俺」

「…………」

「ほれ、昔修業中によくぶっ倒たおれて寝ね言ごと言いながら泣いてたろ、姉上～ってな。あ、寝言だから覚えてねえか」

　ヴォルドはヤムセの眉み間けんの皺しわが僅わずかに深くなるのを確かく認にんし、満足したのか、今度はうってかわって優やさしく、弟子の髪かみを撫でた。

「で？　ユローナのこと追っかけたくて、でもできなくて、信じて待ってた自分とあの跳はねっ返りを重ねたか。自分にできなかったことを……させてやりてえ、って思ったのか」

「…………」

「だがな、そんなことしたって、十年前のてめえは救われねえ。出しゆつ奔ぽん者しやの愛まな弟で子しだって浴びた罵ば声せいも、どんなに結果を出しても認められなかった悔くやしさも、消えやしねえ」

　ヤムセの眉間の皺が深くなる。

　出奔者を出した研究室は責任を問われる。出奔者を指導した者、出奔者に指導された者。ユローナのように大量の研究資料を持ちだし、師を殺して逃にげたとなればそれは出奔者一人が責任をとって終わる問題ではない。新進気き鋭えいの女魔術師と、その一番弟子として大いに期待されていた見習い魔術師の場合でも、それは変わらない。

「なあ、ヤムセ」

　弟子がもう一人の師し匠しようのおかげで味わった屈くつ辱じよくを愛めで、ヴォルドは笑った。

「てめえは救われやしねえんだ」

　ヤムセは、からになった二枚の皿を見み据すえて、それへ返した。

「しかし誰かを救うことはできるかもしれません」

「────」

　ヴォルドはそれまで撫でていたヤムセの髪を鷲わし摑づかみにし、その顔を自分の方へ向けさせた。

　視線がぶつかった。

　傲ごう然ぜんと見下ろす師と、昂こう然ぜんと顔を上げる弟子との。

「…………ほんとに、まあ」

　ヴォルドはヤムセを解放し、自分の丈じよう夫ぶな顎あごを覆おおう半白のあごひげを撫でた。

「言うようになったもんだな、おい？」
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　それぞれ鞄かばんを一つずつ持ったヤムセとリティーヤが何やら言い合いながら馬車に乗り込むのを研究室の窓から見送って、テヨルは小さく嘆息した。

「……本当にいいのかい、行かせて」

　バドは自分の椅子に座り、頰ほお杖づえをついて本を読んでいたが、ちらりと目線を上げて尋ねた。

「不安かね」

「……そりゃあね。情報を得たいってのはあたしだって同じだけど、リティーヤまで連れてくのはちょっとね。ユローナも野放しだし」

「だが、あの子がここにいることは君が思っている以上に危険かもしれない」

「……どういうことさ？」

　テヨルがバドの方を振ふり向いた。彼女の黒くろ髪かみが開けたままの窓からの風になぶられるのを眺ながめ──ちりちりとした癖くせの強い髪を、彼女自身はもてあまし気味だ──彼は口ひげを撫でる。

「ユローナの協力者がまだ《学園》にいるとは考えられんかね？」

「……ミールの他にも、ってことかい」

「ま、その可能性があるのではないか、というところだ。ユローナの逃とう亡ぼう劇げきも割合スムーズだったようだしな」

「ああ……なるほどね」

　テヨルは舌打ちし、爪つめを嚙かむ。基き礎そ課程時代からの付き合いがあるバドは、それを見て、結局この癖だけは抜ぬけなかったか、とぼんやり考える。

「なあ、どんな子だった？」

　テヨルは嚙み千切って変形した爪に気づき、眉まゆを顰ひそめて言った。

「ミカって子。あんた、その子と話したことあるんだろう？」

「あるよ。溜たまり水理論と淀よどみ水理論について聞かれた。頭の良い子だ」

「それだけ？」

「人生相談をされた」

「…………おいバド、それ」

　テヨルはさっと顔色を変え、バドを見やった。彼は肩を竦すくめた。

「いいや。彼女は出奔の話などしていないよ。ただね、こう訊きかれたんだ」

　バドは机の上に立てられた本の背表紙を意味もなく順じゆん繰ぐりに眺めながら言った。

「先生にとって、世界はどれくらい確かですか、って」

「……？」

「彼女は不安だったんだよ。強固だと思っていた足あし下もとの地面が、突とつ然ぜん崩くずれてしまったから」

「なんの話なんだ、バド」

「ただの〈夢〉の話さ。〈流れ〉とともに生まれる宿命的なひずみ。溜まり水、濁にごり水、淀み水。彼女はそれをくみ上げようとして気付いた、異常に。そして怖こわくなった」

　目に付いた一冊の背表紙を撫で、字面をなぞる。『〈夢〉魔ま術じゆつの記号』。

「……俺は答えられなかった。なあテヨル、俺はなんと答えるべきだったんだろうな？　彼女に……何を言ってやれたと思う？」

「バド、だからそれ、何の話なんだい？」

　バドは考え込むように首を傾かしげ、静かに言った。

「……魚さかな釣つり時の弁当についての対話、かな」
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　観光客で賑にぎわう一いつ軒けんの食堂に、一人の男がいた。

　小こ柄がらながら、一見して引き締しまった身体からだつきとわかる男で、年は二十代半ばといったところだ。くすんだ色の髪を短く刈かり込み、ごく普ふ通つうのシャツとそこそこの仕立てのジャケットとズボンを身につけている。中流階級のお上りさん、に見えなくもない。

　隣の椅い子すに立てかけられた長細い包みが、少々人目を引いたが。

　だがそれ以上に、男のその食事風景が人目を引いた。

　男はパンの上に、オムレツ、サラダ、ベーコン、フルーツ、といった朝食プレートの上にあったものをすべて載のせ、さらにその上にもう一枚パンを載せ、最後にそれらを上下からぎゅうっと圧縮したのだ。

　……すでにサンドウィッチとかいう生やさしいものではなく、オムレツの卵ははみ出して零こぼれ落ち、サラダのトマトは崩くずれてやっぱり落ち、ベーコンは男の手を脂あぶらまみれにし、フルーツは床ゆかに落ちて男のペットらしき小さな白いリスの餌えさになった。パンは潰つぶされて固くなってしまっている。

　それなのに男は平然とそれをパクつき始めた。

　同じテーブルについて優ゆう雅がに朝の茶を啜すすっていた女は、その光景を前にぶるぶると震ふるえ始めた。わななく艶つややかな唇くちびるから、怒いかりに満ちた声が漏もれる。

「あ、あなた何やってるの……!?」

　周囲の人々は、本当に何をやっているんだろうと思った。

　だが男はそれまで通り平然と、いや、むしろ嬉うれしそうに言った。

「これですか？　ほら、こうすると早く食べられるんです」

「どうしてそこまでして早く食べないといけないの!?　時間くらいあるわ」

「いえ、やはり食事時というのは無防備になりますから。できるだけ時間を短くしたいわけです。あ、そちらはお気になさらずごゆっくり」

「ごゆっくりじゃないわ、あなた仮にもあの歴史ある《蛇の目連隊》にいたんでしょ？　食事マナーくらい習わなかったの？」

「ああ、あそこでは特に早く食べてしまうことが求められているんです。食事時は常に戦場と同じで、ちょっと目を離はなすと食べ物が皿からなくなっていくもので。食べることも修業の一部だったわけです。古風でしょう？」

「…………なんでもいいからもうやめてちょうだい」

「何な故ぜですか？　便利ですよ」

「私の食欲がなくなるからよ！」

　女の怒ど気きがぶわっと膨ふくらむのを周囲の客たちすら感じ、誰もがさっと視線をそらした。

　だが、どういうわけか怒ど鳴なりつけられた当の本人だけは、平然と圧縮サンドを頰ほお張ばっていた。

「……せっかく教えてもらったのに……」

「教え……って、そんな食べ方を教える人間がいたの!?」

「ええ。そして僕もやはり誰かにこの食べ方を教授し、脈々と続く伝統を守っていかなければ」

「そんな伝統はいらないわっ──とにかく、私は宿に戻もどるから、食べ終わったら部屋に来てちょうだい。いいわね？」

「はあ。あれ？　今日はリーレイ様のお屋や敷しきを訪問されるとか伺うかがってましたが」

「予定はキャンセルよ。事態が変わったの」

「どのように？」

　女はそこでようやくいつもの調子を取りもどしたようすで、美しい顔に妖よう艶えんな、それでいて同時に優やさしげな笑えみを浮うかべ、テーブルに肘ひじをついて男の方へ乗り出した。

　男の耳元で、女は囁ささやく。

「面おも白しろいものがこの町に来たの」

　慈じ愛あいに溢あふれた、それでいて血の臭においのする笑みを浮かべて。

「あなたの愛すべき幼おさな馴な染じみが来たのよ、イルザーク」
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　一匹ぴきのカエルを前に、子どもたちが首を傾げていた。

　一ひと抱かかえもある大きなカエルだ。ピンクと黒のだんだら模様がいかにも毒々しい。

　カエルは、ぶうぶう鳴いていた。

「なんだろコレ」

　カエルを抱える子どもがそう呟つぶやいたが、周囲の誰もその答えを知らなかった。

「カエルだろ」

「でもブタみたいな声出してるよ」

「見た目はカエルだよね」

「気持ち悪い色！　毒でもあるんじゃないの？」

　そう言ったのは一同の中で一番年若い少女だった。

「えっ、毒!?」

　カエルを捕つかまえていた子どもが、びくっと腕うでを震わせて手を離した。

　カエルは腹から地面に落ち、びっくりしたようにぶうぶう鳴き、子どもたちの足の間を抜ぬけてそのまま逃にげていった。

「あっ、バカ！」

「だって毒って」

「あるわけねえだろ」

「なんだよ証しよう拠こあんのかよ」

「なきゃ怖くて持ってらんねえのかよ、意い気く地じなし！」

「なんだと!?」

　だが、摑み合いの喧けん嘩かを始めそうになった少年たちの背後で、誰かがごほんと咳せき払ばらいをした。

　彼らは同時に背後を振ふり返った。

　そこに、長い金きん髪ぱつの女性が立っていた。女性と言っても世間一いつ般ぱんには少女の範はん疇ちゆうに入りそうな年とし恰かつ好こうなのだが、十歳以下の少年少女から見れば立派な『年上のおねーさん』だ。子どもたちは見慣れない恰好の相手を警けい戒かいし、自然と身を寄せ合った。

「なんだよあんた」

　一番年長の子どもがそう言った。

　女性は誇ほこらしげに胸を張って答えた。

「ケイコクブタガエル」

　子どもたちは顔を見合わせ、年長の子がまた口を開いた。

「……それがあんたの名前か？」

　少女は慌あわてた様子でその子どもを睨にらみつけた。

「な！　違ちがうよ！　そうじゃなくて、さっきのカエル！　カエルの名前！」

「名前？　あんたあれの飼い主かなんかなの？」

「違うよ。でもあれはケイコクブタガエルって種類のカエルなの。ウタゴエガエルの仲間ね」

　子どもは疑わしげに女性を見て言った。

「…………今あんたが適当につけたんじゃないの？」

「なんでそーなるのよ！」

　金髪の女性は──つまりリティーヤは怒鳴り、遠くでカエルがぶうと鳴いた。




　大陸南部の大国、南部古王国。

　かつて人類全体を支配しまとめあげていた統一王国は滅ほろび、王家の血筋も絶えた。時の流れの中で王を名乗る者もちらほらと現れたが、彼らの建てた国はどれも大して長く続くことはなく、いつの間にか歴史の彼方かなたに消えていった。

　その数多の『王』たちの興おこした『王国』の中で、唯ゆい一いつと言っていい大国に成長したのが南部古王国だ。統一王国王家の末まつ裔えいを名乗る初代国王グリンとその子孫たちは、大寒波直後南部の最も温暖で肥ひ沃よくな土地と不ふ凍とう港こうを確保し、圧あつ倒とう的てきな海軍力で海の向こうの国々を植民地化し、自分たちの国を南部諸国において指導的な役割を果たす強大な国家に仕立て上げた。

　その首都・フレアバタンが、リティーヤの今いる場所だった。

　彼女は腰こしに手を当て、平らかな──これでも多少は膨らんできたのだが──胸を張って言った。

「いい、ケイコクブタガエルってのは、一世紀の偉い大だいな生物学者にして《学園》の魔ま術じゆつ師しだったフラワー先生が体系化したフラワー種って魔術特異種の一つで──」

「ブタみたいに鳴くからブタガエルかよ。すげーセンスわりー」

　頭の後ろで手を組んで聞いていた少年が、早さつ速そく茶々を入れてきた。

　リティーヤはむすっとして少年を睨む。

「あんたあたしの尊敬するフラワー先生になんて暴言を吐はくの」

「へん、《学園》の魔術師だか何だか知らねーけど、きっとすげえ田舎いなか者ものなんだろうぜ」

「田舎者じゃ──」

「おねーさんこれだあれ？」

　そう言ったのは、七歳くらいの少女だ。少女の手にはリティーヤがスカートのポケットに入れていたはずの紙かみ袋ぶくろと一枚の写真がある。少女は紙袋から出したドロップで頰ほおを膨らませ、写真を眺ながめて小首を傾かしげていた。

「いつの間に！　あんたそれ返して！」

　しかしリティーヤが怒鳴りつけた時には、ドロップが入った紙袋は子どもたちの手を経へてすっかり中身を失い、ぺしゃんこになっていた。

「あああっ、まだたくさんあると思ってたのに……」

「この写真のひと、だあれ？」

「だあれ、って、あんたらちょっとは申し訳なさそうな顔を」

「ねえ、だあれ？　すごく綺き麗れい」

「……あーっ、もう、はいはい、綺麗でしょ。あたしの友だちよ」

　リティーヤはげんなりしながらも、差し出された紙袋と写真を受け取って答えた。

「この町にはそのお友だちに会いにきたの？」

　少女が溶とけたドロップでべたべたする手でリティーヤの服の裾すそを引いて、そう訊きいてきた。リティーヤはそうよ、と答えて写真を見つめた。

　そこには基礎課程修しゆう了りよう式しきの時の、純白の式服に身を包んだミカが写っていた。

「そーよ。あたしは彼女を追って来たの。この町の、どこにいるかはわからないんだけど」

「追って？　どこから？」

「ずうっと東の方から」

　それを聞くと、子どもたちはささっと視線を交かわし、離はなれたところに集まってひそひそと話し始めた。

　やがて例の年かさの少年が進み出て、リティーヤに言った。

「俺、その人見たよ。そこ通っていった」

「そこ？」

　少年はリティーヤの頭上を指さした。

　リティーヤは少年に言われるままに視線を上げた。

　そこには、アーケードのように通りを跨またぐ、巨きよ大だいな渡わたり廊ろう下かがあった。

　建物の二階の窓の下辺りから張り出した石積みが、そのまま通りを跨ぐアーチを描えがいて、向かいの建物に至る渡り廊下になっているのだ。見上げる底面に微かすかに残る極ごく彩さい色しきの絵は、今ではもう意味の忘れられた原始文字だ。

　そういった空中回かい廊ろうはフレアバタンの旧市街には幾いくつもあった。ほとんどの建物が地下で繫つながって地下街を形成していると同時に、上層階でも繫がって、地上、地下に続く三つ目の『街』を形作っているのだ。

　それは、かつてこの地を支配した《ヘビの一族》の名残なごりだった。

「……ここを？」

「うん、そう。ほら、これ通路なんだよ。そこに看板あるだろ」

　半信半疑のリティーヤに、少年はそばの建物の前に立つ看板を指さした。

　それは観光客用に作られた看板で、この旧市街の入植の歴史や《ヘビの一族》の建築様式について申し訳程度に説明したものだった。

　フレアバタンの旧市街というのは、現代的な高層建築の建ち並ぶ新市街とは違ちがって、《ヘビの一族》の残した建物にそのまま住みついた人々の町であり、魔術で補強された建物は二百年経った今も現げん役えきで使われ、巨大建築物群と複雑に交こう錯さくした空中回廊という、フレアバタン旧市街独特の壮そう大だいで猥わい雑ざつな雰ふん囲い気きの源となっているのだ。

「渡り廊下は今は個人の家で通り抜けできないけど、昔、《ヘビの一族》がいた頃ころは普ふ通つうの道みたいに色んな人が使ってたんだってさ」

「あんた詳くわしいのね」

　俺学校行ったことあるもん、と少年は少し照れくさそうに、幾らか胸を張って答えた。

「今でも渡り廊下とかにちゃんと表示出てるんだ。《ヘビ》の言葉で読めないけど、行き先案内の表示なんだって学校の先生が言ってた。行き先案内なんてさ、家の人間だけが使うんだったらいらないだろ？　つまり、家の人間じゃない、普通の町の人たちも使ってたってことなんだ。他人の家ん中通り道にしてたってことだぜ。変だよな、《ヘビ》の感覚って」

　そう言って、少年は仲間同士でちらちらと視線を交わし合った。

　あ、これは何かたくらんでいるな、とリティーヤは勘かんづいた。彼女だってかつて家族とはぐれ、裏通りで暮らしたことがあるのだ。旧市街の裏通りで、決して裕ゆう福ふくには見えない子どもたちが企たくらむことくらい想像できる。

「今はもうその渡り廊下入れないの？」

　試ためしにそう尋たずねてみると、一人の少女がきらりと目を輝かがやかせて答えた。

「うちから行ける。入れてあげるよ」

「え、ほんと？」

「うん。一回二百チルフ」

　チルフはこの国の貨か幣へいの単位だ。

　それでリティーヤは確信した。つまり、この子どもたちはリティーヤから金を巻き上げたいのだ。ミカを見たというのも大方狂きよう言げんだろう。いくらミカが研究熱心とはいえ、逃亡中に遺跡見物している余裕などあろうはずもない。

「……お金取るのね！」

　リティーヤが呆あきれ顔で言うと、少女は悪びれずに答えた。

「だってあたしらそれが仕事だもん」

　ねー、とか、なー、とか言って、子どもたちが全員顔を見合わせる。

　リティーヤも《ヘビの一族》の残した建築物に興味はあったが、ミカの手て掛がかりを得られるわけでもなさそうなこの状じよう況きようで金を払はらう気はない。そもそも彼女に自由になる金などない。

「なら無理ね。あたしお金ないの」

「でも飴あめ持ってただろ」

「あれは人からもらったもの」

「誰から？」

「ヤムセさんからですか」

　突とつ然ぜん──。

　思いがけない声が思いがけない名前を言うのを聞いて、リティーヤは後ろを振ふり返った。

　そこに、銀ぎん髪ぱつの青年が立っていた。

「え、噓うそ……っ！」

　絶句するリティーヤに、ゼストガはにこやかな笑え顔がおで答えた。

「それはこちらの台詞せりふです」

　……笑顔だったが、目はちいとも笑っていなかった。




「あ、四時の方向にゆーふくそーなおっさん発見。行こうぜ」

「あーん、待ってよぉ」

　子どもたちはリティーヤが自由になる金を持っていないと知ると、なんやかやと言い合いながら離れていった。リティーヤはその後ろ姿を疎うとましげに見送ったが、自分の背後に立つゼストガの気配に気付いて、引きつった顔で振り向いた。

「だ、だからですね、あたしは調査、調査で来たんです。わかります？」

「わかりますよ。調査ってなんですか」

「だからほら、実地調査です。南部のえーとグジ平野におけるケイコクブタガエルの。最近フレアバタンでもよく見つかってるみたいで」

「ケイコクブタガエル？　渓けい谷こくにいるものではないんですか？　平野？」

「傾けい国こくブタガエル」

「は？」

「ですから、傾国のブタ声を持つカエルで……」

「…………」

　ゼストガは一言言いたそうな顔をしていたが、結局カエルについてはそれ以上言わずに質問を変えてきた。

「しかしそれならどうしてこんな昼間に町中をうろついているんですか？」

「まだ準備段階なんです。今は買い出しに来ただけですって」

「荷物ないじゃないですか」

「だってこれから買いに行くところなんですもん」

「それで看板の前に立ち止まって見物ですか。ずいぶん吞のん気きな調査旅行ですね」

「ぜ、ゼストガさんだってなんだってこんなところにいるんですか」

「……追つい跡せきチームに入ったんです」

　リティーヤはハッとしてゼストガの顔を見上げた。

「それ、もしかして、ミカの……」

　しかしゼストガはリティーヤの問いには答えず、優やさしげな笑顔を浮うかべたまま言った。

「……ねえリティーヤさん、もしかしてリティーヤさんはミカさんを追いかけてここまでいらしたんですか？」

「あ、い、いやほんとに調査旅行ですって！　ヤムセ先生もいますから！　《学園》からの許可も出てますから！」

「…………」

「ああっ、なんだか視線が痛いっ」

「……ヤムセ先生は近くにいるんですか」

「はい、っていうかそこに」

　そこ、とリティーヤが指さすのは通りの一角、リティーヤらから僅わずか三歩の距きよ離りにあるケーキ屋だった。ショーケースの半分にはケーキとパンが行ぎよう儀ぎ良く鎮ちん座ざし、もう半分には総菜がみっしり詰つめ込まれている。

　ショーケースの前にしゃがみ込み、ケーキの列を食い入るように見つめている長身黒くろ髪かみの男は、確かに彼女の指導教官、ヤムセだった。

　二人の視線の先で、ヤムセは決然とした表情で立ち上がり、店員に言った。

「甘そうなの全部一つずつ」

　……店員は快く応じ、ヤムセは巨大な紙かみ袋ぶくろを受け取ってリティーヤらの方に戻もどってきた。

　彼はゼストガの顔を一いち瞥べつし、

「奇き遇ぐうだな」

　いけしゃあしゃあとそう言うと、大きな紙袋と同じロゴの入った、小さな袋をゼストガに押おしつけた。

「陣じん中ちゆう見み舞まいにくれてやろう。本日のお勧すすめチーズタルトだ。ほっぺが落ちるぞ」

「……ヤムセさんの口からほっぺとか言う言葉を聞くととても違い和わ感かんがありますね」

　ゼストガは笑顔をひきつらせて言った。

「ついでにユローナがここに逃にげ込んだという情報もあるのに、リティーヤさん連れてここまでやってきたヤムセさんの頭の中を少々お教えいただきたいのですが。今、自分たちがとんでもなく危険な状況にいるというご自覚はおありですか？」

「危険などない」

　ヤムセは断言した。

「私がついている」

「…………いつも思うんですけどヤムセさんが常に腹立たしいほど自信いっぱいなのはどうしてなんでしょうねっ」

「あー、それわかります。なんなんでしょうねー、ほんと」

　リティーヤは思わずそう頷うなずき、ゼストガに睨にらまれて口を噤つぐんだ。

　彼はその視線を再びヤムセに向けて言った。

「いいですか、ユローナはこの町で姿を消したんです。まだ彼女が《貴族院》を頼たよってここにいる、という可能性は十分にあります。ユローナはリティーヤさんの顔を知っているし、リティーヤさんの〈昼〉の力を狙ねらっています。そしてこの町では僕らの権限は大おお幅はばに制限される──危険なんです。ものすごく。あなたはそれをわかっていますか？」

「当たり前だ。話はそれでお終しまいか？　私はもう行くぞ」

　ヤムセはそう言うと、ゼストガに背を向けて歩き出してしまった。

「あ、先生待って下さいよ」

「リティーヤさんっ！」

　ヤムセの後を追おうとしたリティーヤは、ゼストガに強い調子で名を呼ばれて驚おどろいて立ち止まった。

「……ゼストガさん？」

　振り向いて彼の顔を見て、リティーヤはいっそう驚いた。

「どうしたんですか？　どっか痛いんですか？」

　彼はその整った顔に苦しげな表情を浮かべていたのだ。

「……なんでもありません」

　俯うつむき、リティーヤから視線を逸そらして彼は言った。心なしか顔色も悪い。

「でも」

「リティーヤ」

「あー、もう先生は待ってて下さい！」

　リティーヤはせかす師にそう言い、戸と惑まどいながらもゼストガのところに駆かけ寄った。

　ポケットから紙袋を──先さき程ほど子どもたちにあらかた中身を食べられた紙袋を取り出し、それに手を突つっ込んでドロップを一つつまみ出す。

「あっ、なんか溶とけてる……まあいいや」

　リティーヤはそれをゼストガに差し出して言った。

「最後の一個あげます。元気出ますよ」

　ゼストガは、彼にしてはおかしなことに厭いや味みの一言もなく、そのドロップを受け取った。




　建物から建物へと通りを跨またいで張り巡めぐらされた紐ひもに、白や赤の洗せん濯たく物ものがかかって風に揺ゆれていた。乾かわいた夏の空気が洗濯物の列の下だけ少し湿しめって感じられる。

「あーびっくりした、まさかゼストガさんにこんなところで会うなんて……」

　リティーヤは後方を振り返って呟つぶやいた。何度か角を曲がったので、ゼストガの姿はすでに見えなくなっている。

「それにしてもゼストガさん具合悪そうだったなあ……」

　リティーヤの斜ななめ前を行くヤムセが、ぶつぶつ呟く彼女へ言った。

「追跡チームの入国は昨日だったようだ」

「え、知ってたんですか」

「ケーキ屋の店主に聞いた」

「……ええっ!?　さっきのケーキ屋さんてただのケーキ屋さんじゃなかったんですか」

「ただのケーキ屋だ」

　ヤムセは紙袋の中を覗のぞき、くんくんと子どもかイヌのように匂においを嗅かいだ。

「ただちょっと裏事情に詳くわしいだけの……なんだ、一つずつと言ったのに黒イチゴの心臓型ケーキがないじゃないか」

「ああ、はいはい、ちょっと詳しいだけの……」

　これまでもヤムセとの旅路で街角の花屋が偽ぎ造ぞう身分証の市場に詳しかったり、煙えん突とつ掃そう除じの子どもが魔ま術じゆつ師し組織の動きを見張っていたりするのを目まの当たりにしてきたのだ、リティーヤはあまり驚きもしなかった。ヤムセの情じよう報ほう網もうは、本当に意外なところにも伸のびている。

「とにかく、追跡チームもこの町に来てるってことなんですね。先にミカ見付けないと……」

「《学園》の追跡チームなら駅前のホテルに押し込まれて監かん視しされている」

　ヤムセは抱かかえている紙袋の中身を気にしながら言った。

「ゼストガはあの様子だと監視の目をかいくぐって抜ぬけ出してきたのだろう。その点我々は最初から調査名目で入国しているから面めん倒どうな監視もついていない、というわけだ」

「なんでゼストガさんたちが監視されてるんですか？」

「《学園》の影えい響きよう力りよくが及およぶのは東部だ。《学園》の魔術師は南部では東部ほど自由には動けない。何事も相手国の許可と保護が必要になってくる。おまけに古王国は《貴族院》の支配域だ」

《貴族院》の名にはリティーヤも聞き覚えがあった。魔術史概がい論ろんの授業でも習ったし、最近研究室でも聞いた名だ。

「ええと、確かユローナを逃がしちゃったのは、《貴族院》のせい……なんでしたっけ？」

「関係はしている。ユローナはおそらく《貴族院》の庇ひ護ご下かにあるのだろう。《貴族院》は古王国に働きかけて、ユローナを守ったんだ」

「じゃあ、今回も？」

「いや。今回は古王国も《貴族院》もおまえの友だちを捜さがしているようだな。つまり、おまえの友だちは、まだ《貴族院》にも古王国にも庇護を求めていないんだ」

「ユローナは守ったのに、ミカはわざわざ捜して《学園》に引き渡わたすんですか？」

　ヤムセは眉み間けんの皺しわを幾いく分ぶん深くして──どうやら、どうしてこのくらいのことがわからないんだ、とでも言いたいらしい──言った。

「無所属の魔術師など爆ばく弾だんと同じだ。誰だって自分のテリトリーに得体の知れない爆弾を抱えるのは嫌いやだろう」

「……ああ、なるほど」

「古王国としては何をするかわからん無所属魔術師などさっさと捕つかまえてしまいたいが、だからといって《学園》の魔術師にテリトリーを荒あらされるわけにはいかない、そこで追つい跡せきチームをホテルに押し込めて監視、その間に紛まぎれ込んだネズミを捜しているというわけだ」

「ミカはネズミですか」

「ネズミだ」

　ヤムセはいつも通り、冷れい淡たんに言った。

「無力で、追いつめられたネズミだ」

「…………」

　そうこうするうちに、師し弟ていは四階建ての細長い建物に辿り着いた。《ヘビの一族》の頃ころはどうだかわからないが、今ではアパートメントとして使われている建物で、ヤムセはその三階に部屋を借りていた。

　玄げん関かん前まえの数段の階段を上り、扉とびらを開けて中に入ると、管理人がカウンターの向こうで新聞を読んでいた。

「どもー」

　管理人はひょろりとしたヒゲの老人で、声をかけたリティーヤをちらりと見やっただけで手元の記事に視線を戻もどした。

　南部は《貴族院》の支配域だから、《学園》は知名度も信しん頼らいも今ひとつで、東部の田舎者めと見下されているように感じることすらある。この管理人もその手合いだった。

　だが、いつも無言で師弟を通す彼が、今日は新聞をめくりながら口を開いた。

「お客来てますよ。《学園》の方。お部屋お通ししてしまいましたけど、まずかったですかね？」

　ヤムセは僅わずかに眉間に皺を寄せて、いや、と首を振ふった。




　部屋に入ると、確かに老人の言葉通り人がいた。

　一人ひとり掛がけのソファに腰こし掛かけ、ぼんやりと窓の方を見ている。

　彼はリティーヤとヤムセが部屋に入ると、ゆっくりとソファから立ち上がり、振り返った。

　その口ひげを生やした顔を見て、リティーヤはあっと叫さけんだ。

「バドさん！」

　やあ、暫しばらく、とバドは挨あい拶さつ代がわりに嘆たん息そくした。
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「ミカ君が出しゆつ奔ぽんしたのと同時期に、基き礎そ課程の少年が一人いなくなっている」

　バドはそう言って、リティーヤの淹いれたコーヒーを一口飲み、うわあ、という顔で今自分が飲んだものを眺ながめた。

「なんだこれは……ヤムセ、何な故ぜおまえは平気なんだ？」

「コーヒーの味がしなくなるほど砂糖を入れるんです」

「ああ、なるほどな……」

　バドの一人掛けソファの向かいで、ヤムセとリティーヤは三人掛けの大きなソファに並んで座っていた。リティーヤは自分のコーヒーに砂糖をいつもより多めに入れ、口を挟はさむ。

「ミカが出奔したのと同時期、って、その子も一いつ緒しよに出奔したってことですか？　なんですぐ問題にならなかったんです？」

「問題の多い子だったからだ。一日二日姿を見せないのは当たり前で、敷しき地ち内ないを歩き回って道に迷ったと言って三日目に帰ってきたこともあった……授業はすべて途と中ちゆう退場で、退学にさせるかという話も出ていた。リティーヤ、君も知っている子だ」

「……え……？」

「基礎課程二年のバゼルだ。君と追いかけっこをしていただろう」

「……ええええええええええええ!?」

　リティーヤの手の中で、コーヒーカップとソーサーががちゃんと打ち合わされた。

「なんでですか、どうしてあの子が──」

　立ち上がって問いただすリティーヤは、ヤムセに腕うでを引かれて彼の隣となりに座らされた。

「それだけの問題児が何故二年生に進級できたんですか？」

「編入組だったのだ。東部の小さな魔術師組織にいたのだが、組織自体が解散して、行く当てがなくてうちで引き取ることになったのだ。その時にはもう魔術の基礎は頭に入っていたようだから、半月ほど経過を見て、問題なしと判断して二年生のクラスに編入させたらしい」

「経過観察中は問題なかったんですね？」

「ああ。編入してから急に、という話だな。《学園》はミカ君とバゼルを繫つなぐものがないかと調べている」

「でも、あたしたちがミカ追ってる時、ミカの話はちらほら聞いたけど一緒に男の子がいたなんて話ありませんでしたよ」

「別々に逃にげたとも考えられる。……大きな声では言えんが、魔術師組織の中には、身よりのない幼い子どもを拾って色々に利用しているところもある。調査局は、バゼルもその類たぐいではないかと考えているようだ。ミカ君の逃とう亡ぼうを助けるために送り込まれた間かん諜ちようではないかとな」

「間諜？　なんてこと言うんですか、バドさんっ！」

　リティーヤは思わず感情をぶつけるように叫んだが、バドは冷静な目で彼女を見つめた。

「考えてもみたまえ、追跡チームがこうも簡単に古王国まで引きずり回されたのだ。十六歳の学生一人にできる手て際ぎわとは思えん。何らかの組織が後ろについて手はずを調ととのえていたと見るのが自然ではないかね」

「だからって……！」

　感情を高ぶらせるリティーヤの隣で、それとは対照的に冷淡な態度のヤムセが呟つぶやいた。

「……バド、何故ここに？　それを報しらせにわざわざ来たというわけではないでしょう？」

「フレアバタン、ケリズム通り、三三二番」

「……え？」

「もう調べたか？　ミカ君の出生地だ。彼女の入学時の書類に載のっていた」

　バドはそう言い、目元を押さえ、俯うつむき、長く息を吐はいた。

　リティーヤは、バドが何をしに来たのかようやく気づき、おそるおそる訊きいてみた。

「……もしかして、バドさん」

「調べていないのか。まったく基本だろう。調査チームだってもう調べているだろうから、今いま更さらそこにいる可能性は薄うすいだろうが、何か手て掛がかりが……」

「バドさんミカを捜しに来てくれたんですか？」

「…………」

「えっと、でもなんで？」

　嬉うれしいながらもよくわからなくて、リティーヤは俯いたままのバドの顔を覗のぞき込もうとする。

「『先生にとって、世界はどれくらい確かですか』」

　バドがそう言った。それはミカの言葉だ。

　だが、リティーヤはバドにその言葉を教えていない。いない、はずなのに。

　バドは、ゆっくりと大きく息を吐き、顔を上げリティーヤを見つめた。

「彼女は俺にそう訊いてきた。……そうして俺に言ったんだ。自分の記き憶おくを確かめてくれと。自分の世界は本当に確かなものなのか知りたいのだと」

「バドさん……？」

「ミカ君は」

　バドは一いつ瞬しゆん堪こらえようとしたようだったが、果たせず顔を歪ゆがめ、額を押さえた。

「何者かによって記憶操作を受けている」

　リティーヤは、言葉もなくバドの顔を見つめた。

「彼女は魔ま術じゆつ実験の最中にそれに気付いたんだ。だから彼女は確かめずにはいられなかった。自分の世界が本当に確かなものか。記憶を操作されるというのは……世界を作り替かえられるも同じことだから」

　長く、長く沈ちん黙もくしてから、リティーヤは、あは、と乾かわいた笑いを浮うかべた。

　笑うことで、たちの悪い冗じよう談だんにしてしまいたかった。

　だが、バドは冗談を言える人間ではなかった。

「詳くわしいことは聞けなかったが、ミカ君は物品から記憶を引き出す実験で自分の持ち物を被ひ検けん体たいに使ったそうだ。ところがそこから予測していた記憶を引き出せなかった。おかしな記憶が出てきた……彼女はそう言った。それで違い和わ感かんを覚え、俺を訪ねてきたのだ。記憶系統の専門家だからと。ざっと見てみると確かに魔力の流れにおかしいところがあった。それを伝えると、彼女はもっと詳しく、自分の記憶をさぐってみてくれと言ってきた。特に、《学園》に入る前、七年以上前の記憶を」

「……無許可の記憶操作魔術は重大な違い反はんです」

　バドは苦く笑み、後こう輩はいを見やった。

「よく知っているよ、ヤムセ。だから俺は断った。彼女を帰し、」

「倫りん理り委員会に話した？」

「彼女が、自分で話したんだ」

　バドは俯き、力なく呟いた。

「彼女の話を聞いた倫理委員会は、表向きは実験内容の確かく認にんという名目で、彼女を喚かん問もんした。実際は彼女の記憶を確認するために。その結果何がわかったか、詳しいことは聞いていない。……内部調査局が動いたのは、記憶改ざんに関かかわった組織を突つき止めるためだろうとは思うが」

「わけ……わかんない！」

　リティーヤは、ようやく自分の声を取りもどして叫んだ。

「わけわかんないです。なんで？　記憶がいじられていたとして、それ別にミカのせいじゃないのに。何も知らなかったんなら、ミカは悪くないのに。なんでミカが追われるんですか！」

「彼女が逃げたからだ」

　そう言ったのはヤムセだった。リティーヤは夢中で反論した。

「逃げた──って、だって仕方ないじゃないですか！　怖こわいでしょ、ミカだって。知らない間に思い出とか全部どうかなっちゃってて、あの子おじいちゃんと叔母おばさんだっていたのに」

　ミカとの会話を思い出す。あの食堂、冷めた肉を見つめていたミカの口から出た言葉を。

『ビスケットにチーズに肉入りパイに赤ワイン、それに途中でイチゴも摘つんで』

　おいしそうだなあと思ったのだった。あれは何の話だったか。

『釣つりをしているおじいちゃんのところに、叔母さんの作ったお弁当を届けに行ったの』

　ああそうだお弁当の話だ。それからなんだった、確か叔母さんの家の。

『叔母さんの家のベッドには良い匂においのするキルトがあって、私はそれがお気に入りだった』

　そうだ、そんな話をしていて。

　だが、もしも。

『あんたにとってこの世界は』

　もしもそれらすべてが偽いつわりの記憶だったとしたら？

『世界はどれだけ確か？』

　それは途と方ほうもなくて、本当に途方もない事態で、リティーヤには想像もできなかった。

　自分の記憶に確かなものを見付けられなかったのだ、彼女は。




　ヤムセが新しくコーヒーを落とし、バドに渡わたした。リティーヤのカップにはまだ冷めたコーヒーが残っていたが、それを新しいカップと取り替える。

「落ち着いたか」

「……大だい丈じよう夫ぶです」

　リティーヤは湯気の立つカップを受け取り、砂糖を入れて啜すすった。味は感じられなかった。

「彼女が何な故ぜ出しゆつ奔ぽんしたかはわからん」

　バドは新しいコーヒーの表面を見つめながら言った。

「調査を恐おそれたのかもしれん。彼女が元々どこかの組織と繫がりがあって、記憶を取りもどしたからかもしれん。だが、話した印象からして、彼女はそういうタイプではなかった」

「そういう？　バドさんにミカの何がわかるっていうんですか」

「君の知る友人は、過去を恐れて逃げ出すような人間かね？」

　……ハッとした。

「…………違ちがいます」

「そうだ。彼女は恐ろしいものがあっても逃にげ出さず、立ち向かっていく人だと俺は思う」

　だから彼女は出生地に行くのではないかとバドは考えたのだ。

　自分の過去を、見つめるために。恐れても、逃げ出さず。

　いじめっ子に敢かん然ぜんと立ち向かったように。

「……バドさん」

　リティーヤは泣きそうになりながら声を絞しぼり出した。

「ありがとうございます……っ」

　バドは居い心ごこ地ち悪そうに身じろぎした。

「従順な君を見ると天変地異でも起こるのかと思ってぞっとするよ」
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　フレアバタン、ケリズム通り、三三二番。

　ケリズム通りというのは、旧市街の外れにあった。

　人気もまばらな通りで、ただ乾いた空気に洗せん濯たく物ものがはためき、両りよう脇わきに並ぶ遺い跡せき群ぐんが人の住まいであると報せてくれた。

「バド」

　ヤムセが少し先を行くバドに声をかけたのは、目的地まであと数ブロックに迫せまった十字路だった。バドはちらりと後輩を見やってヤムセに続きを促うながした。

「……記憶を操作するほどの魔ま術じゆつとなれば、使える魔術師は限られてくるはずです。《学園》は目星をつけているんですか？」

「おまえが言いたいのはユローナのことか？」

　バドの言葉に、隣となりを歩くリティーヤがこくりと喉のどを鳴らすのがヤムセにもわかった。

　バドは視線を前方に戻もどし、ただ首を振ふって言った。

「確かに記憶操作は高度な魔術だが、俺でも幾いくらかは使える。ユローナ以外にも候補は何人でもいる。冷静になれ。悪事のすべてをユローナに結びつけたがるのはおまえの悪い癖くせだ」

　ヤムセは先せん輩ぱいの言葉に反論はしなかった。確かに彼は今冷静ではないし、彼にはユローナに関してバドが指し摘てきした通りの傾けい向こうがある。

　しかし、ミカがユローナのいるこの町に逃げ込んだのは、ただの偶ぐう然ぜんなのだろうか？

「本人に訊きくか……」

「え？」

　聞き返す弟で子しに返事をせず、ヤムセは立ち止まった。宿から持ってきた細長い鞄かばん──調査器具が偽ぎ装そうに収められているが、二重底の下に護身用のサーベルを隠かくしている──を、その場に下ろす。

「先生？」

　彼は、一人状じよう況きようを把は握あくできていないリティーヤを、バドに押しつけた。

「先に行ってください。後で追いつきます」

「ヤムセ」

「人的被ひ害がいは出しません。面めん倒どうな場面で邪じや魔まされないよう対処しておくだけです」

　バドは疑わしげな顔でヤムセを見たが、結局頷うなずいた。

「……わかった。仕方あるまい」

「先生どうしたんですか」

「いいから行こう、リティーヤ」

　バドはリティーヤの背を押して歩きながら彼女にこっそり言った。

「ヤムセは忘れ物を思い出したのだ。あれでやつは間ま抜ぬけなのだから詳しく聞いては可哀かわい想そうだ」

「え、あ、そっかー」

「…………」

　ヤムセは微び妙みような表情で二人を見送り、彼らの姿が角を曲がって消えてから背後を振り返った。

　人ひと影かげの見えない路地の奥へ向かい、低い声で呼びかける。

「出てこい」

　……一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、

「よ、ヤムセ」

　彼の呼びかけに応こたえて、悪びれたようすもなく、建物の陰かげから男が一人顔を出した。

　小こ柄がらながら引き締しまった体つきの男で、細長い包みを肩かたに担かついでいる。

　ヤムセは旧友を、今では敵方である男を睨にらみつけ、苦々しく言った。

「貴様の尾び行こうは救いようがない」

「そう言うなよ。俺だって好きで男の尻しり追いかけ回してるわけじゃないんだ」

「それで？　今度は《貴族院》か？　貴様の新しいご主人様は本当に節操がないな」

「おい、焼き餅もちかよ。おまえの大好きな先生と一いつ緒しよにいる俺がそんなにうらやましいか？」

　男は──イルザークは顔をくしゃりと潰つぶすような愛あい嬌きようのある笑えみを浮うかべて言った。

「おまえこそなんだってこんなフレアところバタンにいるんだよ。まさか姉貴の仇かたき討うちってわけでもないんだろう？」

「そうだとしたら？」

「《学園》の偉えらいさんたちに怒おこられるぞ」

　ふむ、とヤムセは頷いた。

「命令違い反はんか。確かにそうだろうな。だが安心しろ、私は調査でたまたまここへ来ただけだ。そこでもしもユローナのイヌに襲おそわれ自衛のために殺したとしても、あるいはそのイヌの口を割らせてユローナの居場所を知ったとしても、それは罰ばつせられることではないだろう？　正当防衛というものだ」

「いや、過か剰じよう防衛だろ」

「とにかく私はユローナに用がある。あの女がどこにいるのか言え」

「やだって言ったら？」

「困る」

　ヤムセはそう言い、頭上を見上げた。

　視線の先にあるのは、はためく洗濯物だ。人通りが少ないように見えても居住区なのだ。

　ヤムセは心底面倒くさそうに、投げやりとも言える態度で言った。

「周りに被害を出さないようにやるのは大変なんだ」




　リティーヤは何度かヤムセと別れた方を振り返ったが、彼が追いついてくる気配はなかった。

「忘れ物ってなんだろう……」

「決まってる」

「ああ、そっか、ドロップか」

「そうそう、それだ」

　バドがどうでも良さそうに言い、番地を確かく認にんして、少し後おくれていたリティーヤを手招きした。

「ここだ」

　バドが示したのは、三階建ての建物だった。

　周囲の遺跡群に埋まい没ぼつした、目立たない建物だ。白く滑なめらかな石積みの壁へき面めんに残る原始文字や、最近の子どもたちのしわざと思おぼしき悪戯いたずら書がきも周囲の建物と同じだ。旧市街のどこでも見かける立て看板がここにもあって、建物の説明書きが読める。それによると、詳しよう細さいは不明ながら、構造から《ヘビの劇場》と呼ばれている建物らしい。

　ミカの出生地、にしてはおかしい。

「病院……とかじゃないんだ」

　この建物は十六年前も今と同じように建っていたはずだ。

　……ということは、《学園》の書類に載のっていたのはでたらめの住所だったのだろうか。

　正面にはアーチを戴いただく入り口があったが、木の板と鎖くさりで封ふう鎖さされている。この一帯の建物は皆みなそうで、建物と建物の間に洗濯物が翻ひるがえっていることもない。無人なのだ。

「こっちだ」

　バドに呼ばれていくと、横手に小さな木戸があった。

　バドの手に押され、それは抵てい抗こうなく開いた。

　内部は暗い。今は封鎖されている窓から微かすかに零こぼれる光だけが頼たよりだ。それでも目が慣れてくると、目の前に細い通路があることに気付いた。

「……封鎖を破って最近入った者がいる」

　バドは足あし下もとに落ちていた鎖を手に取って言った。

「ミカですか？」

「古王国の捜そう索さく隊たいか、近所の子どもかもしれんがな。……行ってみよう」

　そう言って、彼は先に立って通路に踏ふみ込んだ。




　バドの身体からだの向こうに、漠ばくとした薄うす闇やみと薄うす明あかりの空間が広がっていた。

　リティーヤはバドの横から顔を出し、自分のいる場所を確認する。

　そこは、この建物を劇場とするのなら、舞ぶ台たいに当たる場所だった。

　舞台を見下ろすように観客席が半円を描いてすり鉢ばち状じように配置されている。リティーヤらが入ってきたのは舞台にあって裏手に通じる三つの出入り口の一つで、旧市街の町並みを思わせる舞台背景の一部になっていた。

　観客席の後ろには高窓があって、それらもほとんど板で塞ふさがれていたが、中の一つが開いたままになって、丸まった鳥のシルエットが見えた。ハトか何かが羽を休めているのだ。広大な薄闇の中へ落ち込む埃ほこりが、窓からの細い光に照らされ、滝たきのように見えた。

「誰かいませんかー……」

　リティーヤはおそるおそる足を踏み出し、舞台の端はしに立ってみた。

　埃と闇の広がりの中に、応える者はいない。

　足を動かすたびに埃が舞まい上がり、光の中でちらちらと輝かがやくのはクモの巣ばかりだ。

　到とう底てい、ミカの出生地には見えない。

　出生地ではないにしてもゆかりの地ではないかと淡あわい期待を抱いだいていたリティーヤも、この荒あれ果てた舞台の上に立ち、その可能性を諦あきらめた。長い間人が立ち入った形けい跡せきすらない。

「……いない、か」

　独り言のつもりで呟つぶやくと、声は思いの外響ひびいた。

「まったくもう、どこ行ったんでしょーねえ、あの子も」

　バドからの返事はなかったが、リティーヤは構わず空くうを蹴けって埃を巻き上げ、ぶつぶつと続けた。

「バドさんだって来てくれたってのに。つうかあたしが来てあげたってのに。いつまでも……かくれんぼじゃないってのに、ねえ」

　長く息を吐はいて、リティーヤは埃の落ちてくる窓を見上げた。

「あたしはここにいるのに」

　ばささ、と羽ばたきが響き、リティーヤの視線の先でハトが飛び立った。主のいなくなった窓から新たな埃がさらさらとこぼれ落ちていくのを、リティーヤは見つめた。

　その、止まったような時間の中に、

「あんたはいつも私を驚おどろかせるわね」

　……リティーヤではない少女の声が響いた。

　リティーヤは声の聞こえてきた方へ身体ごと向き直った。

　舞台の端、リティーヤらが入ってきたのとは反対側に、とりわけ深い闇が凝こごっていた。

　高い窓からの細い明かりを頼りに、リティーヤはそちらへよろりと踏み出した。

　途と端たん、怯おびえたような声が飛ぶ。

「来ないで」

　リティーヤの中で、怒りと確信が炎ほのおのようにカッと瞬またたいた。

「な……何言ってんの、あんた！」

　彼女はそう叫さけんで舞台の上を走り抜ぬけ、凝る闇の中から伸のびる白い腕うでを摑んだ。

「やめて、痛いわっ」

　闇の中から悲鳴が上がったが、リティーヤは容よう赦しやなどしなかった。

　硬かたく冷たい舞台の床ゆかの上に、相手の身体を押しつける。

「来ないでとか……痛いとかって何、あんたっ、ちょっと！」

「やめてちょうだい、リティーヤ！」

　リティーヤは相手の目ま深ぶかに被かぶっていたフードを剝はいだ。

　焦げ茶の髪かみ、大きな目、おっとりとした顔に、それを引き締める眼鏡めがね。

　埃が舞い、光を受けて煌きらめくその中で、リティーヤは相手の首っ玉にしがみついた。

「ミカ……!!」

　ミカは抵抗をやめ、時が止まったようにその場に座り込んでいた。




　ミカは瘦やせていた。

　着ているのは《学園》の制服ではなくて、目立たないドレスで、上からフード付きのゆったりした外がい套とうを羽織っていた。

「いつからここにいたの？　ずっと捜さがしてたんだよ。スイプールの駅にもグラの闇やみ市いちにも行ったんだから。ミカ？……ミカ？」

　ミカは俯うつむいて返事もしない。

「……どうして来たのよ」

　やっと口を開いたかと思えば、出てくるのはそんな言葉だ。

「どうして、って……あんたがいきなり出てったからだよ。何にも言わないで、いきなりさ。それでどうしてそのまま放っておけるの？」

「放っておけば良かったのよ」

「ミカ！」

　リティーヤは堪たまらずミカの肩かたを摑つかんだ。激しく揺ゆさぶりそうになり、そうしてもどうにもならないと踏みとどまり、全部吞のみ込んで、あらためて言った。

「ミカ、バドさんから話はちょっと聞いたけど、あたしにはまだよくわからない。教えて、お願い、何があったの？」

「…………」

　ミカは黙だまり込んでしまった。

　リティーヤは仕方なく、自分の言いたかったことを、慎しん重ちように言葉を選んで言った。

「いい、あんたは今命を狙ねらわれてる。追つい跡せきチームはすごく強い人たちばっかりだし、あんたはまだ見習いで、一人なの。逃にげ切れない。捕つかまったら殺される。でも、ミカの方から《学園》に戻もどれば、あいつらだってそれ以上手出しできない」

「…………」

「戻ろう。あたしたちの《学園》に」

「無理よ」

　ミカはリティーヤが驚くような、バカにしたような耳みみ障ざわりな声で笑い、リティーヤを見る。やっと視線が合う。

　眼鏡の奥の目が──いつもとは、違ちがっていた。

「私は戻れない」

　ミカは整った唇くちびるに、薄うすい笑えみを浮うかべる。

「戻っても待ってるのは実験と監かん禁きん。調査。検査。尋じん問もん。それだけで過ぎていくわ」

「……実験？　何のこと？」

「……なんでもないわ」

　諦めたように笑う。今日のミカの笑みが、リティーヤは嫌いやだった。

「……あんたどうするつもりなの。どこへ逃げるの。あてはあるの？」

　ミカはまた笑った。何な故ぜ？　リティーヤはむしゃくしゃしてくる。

「なんなの……なんなの、ミカ。それならどうしてあんたは《学園》を出たの？　逃げたの？　ああ、そう、逃げたんだ。怖こわくなって逃げたんでしょ。あんたなんか、ずっとこの先も逃げ続ければいいんだ！」

「逃げたわけじゃない！」

「じゃあ何、何のため？　どうしてここへ来たの？　確かめるため？　自分の過去を知るため？　だったら《学園》に戻るべきだよ。〈夢〉魔ま術じゆつの専門家だってたくさんいる。ミカの記き憶おくだっていつかちゃんと」

「もうわかったの！」

　ミカは叩たたきつけるように叫んで、リティーヤの手を振ふり払はらい、立ち上がった。

　頭を搔かきむしりながら、あるいは耳を押さえながら、彼女はか細い声で繰くり返す。

「もうわかったの……」
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「わかった？　記憶が戻ったってこと？」

「記憶なんか……」

「ミカ？」

　唐とう突とつに、ミカはリティーヤを睨にらみつけ、火がついたかと思うほどはげしくまくし立てた。

「あんたなんかに何がわかるのよ。なんだってこんなところまで来たの？　ああ……そうね、そういうことね、あたしの上に立ちたいんでしょう。あたしより正しいってたまには見せたいってことでしょう。でも残念ね、今回も正しいのはあたしで間ま違ちがってるのはあんたなのよ。後で……後でわかって泣くといいわ！」

　リティーヤは立ち上がると同時にミカに摑みかかった。ミカは抵てい抗こうし、舞ぶ台たいの硬い床に転がり、もつれ合って転がった。

　埃ほこりがまた舞い、ミカの腹の上にのしかかって行動を束そく縛ばくしたリティーヤが叫んだ。

「あんたがいた分だけだよ！」

　ミカは何を言われたのかわからず、ただ荒あらい息をついてリティーヤを睨み返した。

　リティーヤは彼女の胸むなぐらを摑み、床に押しつけながら言った。

「あんた、あたしに訊きいたよね。あたしにとってこの世界がどれだけ確かか、って。答えてあげる、あんたがいた分だけだよ」

　……ミカの目が、すぅっと見開かれた。

　その頰ほおに、水すい滴てきが落ちた。

「あんたがいたぶんだけあたしにとって世界は確かなの！」

　リティーヤは、ミカの頰に、額に、涙なみだをぼたぼたと落としながら叫んだ。

　ずうっと、考えていたのだ。

　ミカがいなくなってから。いなくなったミカを追って東部から南部へ移動している間中。

　自分にとってミカはどんな存在で、ミカにとって自分はどんな存在で、ミカを捕まえて自分は何を言えるのだろうかと。あのトウモロコシ畑で出会って以来、自分はミカと何をしてきたのだろうかと。

「一いつ緒しよになんでもしたじゃない！　ご飯も食べたし怪かい談だんもしたし勉強もしたし、寮りようまでの道毎日帰ったじゃない！」

　リティーヤは、ミカの胸ぐらを摑む力を緩ゆるめず、ただ身体からだを二つに折って、ミカの胸に額をつけて、祈いのるような姿勢で、声を振り絞しぼった。

「あんたと一緒に歩いた分だけ、あたしにとって世界は確かになったの！」

《学園》は広大で、冷たくて、古くて、裏と表があって、決して生徒たちに優やさしくなかったが、二人でどうでもいいくだらない話をして過ごすうちに、ただ広大で冷たくて古くて裏と表があって、優しくないだけのものではなくなっていった。

　自分たちは、ふざけて、呆あきれて、怒おこるうちに、トウモロコシ畑を、講義棟を、寮を、食堂を、大小の通りを、すべてのよそよそしかった場所を、自分たちの居場所に変えてきたのだ。

「だから、お願い」

　リティーヤは、何も言わないミカの上でうずくまり、泣きじゃくり、か細い声で囁ささやいた。

「それ以上、哀かなしいことは言わないで……」

「…………っ」

　リティーヤは伏ふせていたので、見ていなかった。

　整ったミカの顔が、涙でぐしゃぐしゃに歪ゆがむのを。

　どちらのようすもよく見て取れたバドは、薄うす闇やみで見えなかったことにして、そうっと視線を逸そらした。





２






「はなみずでがびがびだわ」

　ミカは自分の服の胸元を引っ張り、心底嫌そうに言った。

「……ごめん……」

　リティーヤは泣きすぎて痛む頭を下げた。いい加減にしろとミカに引きはがされ、今は少し離はなれて座っていた。ミカはリティーヤの涙とはなみずでかぴかぴになった服を指し、不満たらたらで言った。

「だいたいね、あそこで泣くのは普ふ通つう私の方でしょう？　それを何よ、大おお仰ぎようにわんわん泣いて。あんた幾いくつ？　到とう底てい同い年とは思えないわ」

「う……っ」

「覚えておくことね、リティーヤ。あんなふうに自分で泣いていちゃ、誰も説得できやしないわよ」

「うう……っ、すいません……」

「とにかく、よ」

　ミカは何事か言おうと口を開いたが、そこで何な故ぜか口を閉じてしまった。

「と、とにかくね」

「？　うん」

「だから、その……何も、言わないで出たこととか……」

「うん？」

「さっきひどいこと言ったのとか……」

　ミカは常になくもじもじしたようすだ。リティーヤの方は何がなんだかわからなくて、黙って彼女の言葉を待っている。

　そこへ、バドの声が遠えん慮りよがちに割って入った。

「邪じや魔まをするようで申し訳ないんだが」

　ミカはかあっと顔を赤らめた。

「じゃ、邪魔なんてことないんですよ、バド先生っ、やだもうそんな変なこと言うとこの子がまたつけあがって」

「そうかね。まあ、とにかく、どうも外が不ふ穏おんな様子なのだ。そろそろ……」

　その時だった。

　どん、という音とともに襲おそってきた強い衝しよう撃げきが、リティーヤらを打ちのめした。

「ひっ!?」

　地じ震しんというよりは、建物に何かぶつかってきたとか、突つっ込んできたとか、そういう衝撃だ。

　唯ゆい一いつ立っていたバドが、耐たえられずよろめき、思いきり尻しり餅もちをついた。

「あ、バドさん大だい丈じよう夫ぶですかっ？」

　揺ゆれは一いつ瞬しゆんだったので、リティーヤは慌あわててバドのそばに駆かけ寄った。

「いったいなんなんですかね？」

「ヤムセだろう」

　バドが腰こしを打ち付けた痛みに顔をしかめて言った。

「……先生？」

「さっきつけられていたからな」

「はあっ!?　誰にですか、なんで黙だまってたんですか！」

「言うと君がまた騒さわぐだろうが」

「つけられて、って、でも誰に？　ゼストガさん？　それともこの国の？」

「いや、まあ、誰でもいいではないかね」

「って、あの、まさかユローナとか……？」

「だから違ちがうと言っているだろう」

「じゃあ……」

　バドはしまった、というふうに口を噤つぐんだが、もう遅おそかった。

　ここでバドがリティーヤに言いたくない名前といえば、一つしかない。

　リティーヤは身を翻ひるがえした。

「すいませんちょっと見てきます！」

「リティーヤ！　つ……」

　動こうとした途と端たん腰こしに痛みが走ったのだろう、引きつった悲鳴を上げるバドに内心で謝り、リティーヤは舞台上の出入り口まで一息に駆けた。

　奥へ行く前に、立ち止まって振ふり返る。

「ミカ！　後で、もっと話そうね！　それまで逃にげたりしたらダメだからね！」

　ミカはぽかんとリティーヤを見て、迫はく力りよくに圧あつ倒とうされる形で頷うなずいた。

　リティーヤは約束を得て、翼つばさを得たような速さで階段を下っていった。




　残されたバドは、長々とため息をついた。

「まったく……こんな時に……」

「あの、大丈夫ですか？」

　辛つらそうに腰をさするバドを心配したのか、ミカがそろそろと近付いてきて言った。

「ああ、前にも腰こしは痛めていてね、再発したんだろう……くう」

「動かないでください……私逃げませんから」

「……そうだったね」

　バドは楽な姿勢がないかとしばらく模も索さくした末、結局諦あきらめて、壁かべにもたれるようにして腰を落ち着けた。

「……あの」

　ミカはそばで彼の様子を見守っていたが、バドがその場に座り直すのを待って、また声をかけてきた。

「なんだね」

「すいませんでした、たくさん、ご迷めい惑わくをおかけして」

「言う相手を間ま違ちがっているよ。俺は別に何も迷惑をかけられた覚えはない。……まあ、あの子もそう言うかもしれんが」

「……ええ」

　ミカは躊躇ためらうような様子を見せながら、もう一度口を開いた。

「バド先生はどうしてここに？　リティーヤは……私を追ってきてくれたんでしょうけど」

「……ふむ」

　バドは、なんと答えるべきか少しの間思案してから、口を開いた。

「君は俺に相談をした」

「？　はい……」

「しかし俺は君の役に立たなかった」

「そんなふうには言わないでください。私が無茶な話をしただけですから」

「しかしだね、そこで問題になってくるのは、俺が君より年上で、人に物を教える立場にあるということなんだ」

　バドはぼりぼりと頭を搔かいた。

「……だからだよ」

「…………」

「だから、俺は君にもう一度会いたかったんだ」

「…………？」

「君は本当に優ゆう秀しゆうな子で、リティーヤとは天と地ほど魔ま術じゆつの実力にも人格にも差があるが、しかし君はリティーヤと同じく、俺にとっては《学園》においては後こう輩はいで、俺はその君に頼たよられながら、何もできなかったんだ。君を導き、教えなきゃならん立場なのにだよ」

　バドは頭を搔いたり、腕うでを組んだりした。ひどく照れくさいことを言うようで、どうにも落ち着かなかったのだ。

「俺は…ずっと考えていたよ、君になんと言うべきだったのか。あそこでなんと答えるべきだったのか。だが、リティーヤが言ったこと以上のことは言えそうにない。ただ、本当に良かったと思うよ」

　そこで、彼はミカを見て、口ひげの下に苦く笑しようを浮うかべた。

「君とリティーヤが友だちで」

「…………」

　ミカは照れくさそうに俯うつむいた。

「……俺も働きかけるから、戻もどってはみないかね」

　しかし、バドがそう言うと、彼女は急に顔を強こわ張ばらせ、首を振った。

「ありがとうございます。でも、無理なんです。あいつがいるから……」

「……あいつ？　どこかの組織の魔術師かね？」

「いいえ……組織とかでは、ありません」

　ミカは震ふるえる腕を自分で握にぎりしめた。

「《学園》に戻ってもダメなんです。《学園》は私をタダではおかないでしょうし、万が一無事に済んでも……あいつが追ってくるから……」

「誰だね、それは。《学園》の中にも追ってくると言うのかね」

「ええ。ですから……ごめんなさい、やっぱり無理です」

「待つのだ、あいつというのは──」

　バドの伸のばした手は、しかしミカには触ふれられなかった。

「!?」

　突とつ然ぜん襲おそってきた力によってバドは叩たたき飛ばされ、舞ぶ台たいの縁ふちでぎりぎり踏ふみとどまった。何が起こったのかはわからなかった。ただ、巨きよ大だいな手に叩かれ、弾はじき飛ばされたような感じだった。

　見れば、ミカは舞台中央に倒たおれていた。彼女も今の力に──おそらくは魔術によって弾き飛ばされたのだろう。

　そうして、うずくまる彼女の傍かたわらに、一つの闇やみが立っていた。

「僕のことですよ、バド先生」

　少年の声が、闇から聞こえた。

「バゼル……君、か？」

「覚えてくれてたんですね、僕のこと」

　少年が笑う。一歩前に進み出、ちょうど窓からの光線が当たり、彼の顔がバドにも見える。

　少年は、《学園》にいた時と同様、スカイブルーの制服を着ていた。

　ここに現れるということは、彼は今までミカと行動を共にしていたのだ──バドは確信した。

　だが、こんな恰かつ好こうでどうして今までの旅路で見つからなかったのだ？

　バドの心を見み透すかすように少年は言う。

「僕、特に意識してない相手には印象薄うすいんです。ほら、見えちゃいけないでしょ、僕みたいなのって。舞台で言えば演出家、人形劇で言えば人形を操あやつってる手、みたいなもんですから」

「……君は……何者だ？」

「ただの寂さびしがり屋の生徒です」

「ふざけるのもいい加減にしたまえ。何な故ぜミカ君に関かかわるのだ？」

「ミカ？　ああ、コレですか」

　少年の背後で、ミカが音もなく身体からだを起こした。

　いや、彼女が自分の意思で身体を起こしたのではない。

　見えざる手が、彼女の身体を持ち上げていた。ミカの腕は無理矢理左右に引っ張られ、身体は虚こ空くうに磔はりつけにでもされたように縦方向にぴんと伸びていく。ついに足が宙に浮く。限界を超こえてもなお身体を引っ張られているのだろう、彼女は苦く悶もんの表情を浮かべた。

　バドは、息を吞のんだ。

　それは、本当に異様な光景だったのだ。人間を宙に浮かべるなど、今の魔術では不可能だ。人類に与あたえられた魔術というのはまだまだ発展途と上じようのもので、決して一いつ般ぱんの人間が思っているような万ばん能のうのわざではない。無から有を生み出すことも、空を飛ぶこともできない。

　……だが、かつて《ヘビの一族》は高度な魔術を幾いくつも編みだし、空を飛ぶことすらできたという。

「ぁっ」

　ミカの喉のどから出た小さな悲鳴で、バドは我に返った。

「やめたまえ！」

　どのような魔術が使われているのかはわからなかったが、術者が誰かはわかる──どう考えても、目の前の少年だ。

　少年はミカの腰こしを抱だき寄せ、その腹に頰ほおを寄せていた。ミカが浮いているせいで、ちょうど少年の顔の辺りに彼女の腹が来ていたのだ。

　彼はバドの制止など聞かず、ぶつぶつと言っていた。

「へえ、結構柔やわらかいなあ。やっぱりリティーヤ先生もこれくらい肉付きが──」

　その頰から、唐とう突とつに血が溢あふれた。

　バドの放った魔術が、彼の頰に小さな傷を作ったのだ。

「……彼女を解放したまえ」

　少年は不服そうに口をとがらせた。

「ええー。僕だって先生の教え子だったのに、いきなり魔術ってどういうことですかー」

「教育的指導だ」

「何ですかそれ」

　少年はおかしそうに笑い、もう一歩バドに近付いてきた。

　──その時突とつ然ぜん魔力の動きを感じ、バドはうなじの毛が逆立つのを覚えた。

　途と方ほうもなく大きな魔力の流れが、少年を中心に渦うずを巻いていた。

「逃にげて先生！」

　ミカの叫さけびを聞くまでもなくバドは動こうとしたが、身体を起こしたところで、腰に激痛が走ってその場に膝ひざをついてしまう。

　少年は、その間にバドの目の前に立っていた。

　金色の目が、愕がく然ぜんと見上げるバドの姿を映していた。

「再会したばっかりでわるいけど──さようなら、です。先生」

　少年が、バドをその目に閉じ込めたまま瞬まばたきをした。

「!?」

　次の瞬しゆん間かん、バドの身体は動くのを止めた。

　呼吸はできるが、金かな縛しばりにあったように指一本動かせない。瞼まぶたすら痙けい攣れんするだけだ。

　少年の操った〈流れ〉魔力が、彼の身体のあらゆる動きを封ふうじていた。

　バドはそれに抵てい抗こうしようとしたが、彼が支配できる程度の魔力ではその見えざる縛いましめはびくともしなかった。彼の指の一本、瞼の裏側まで、少年は完かん璧ぺきに支配下に置いていた。

　少年は嬉うれしそうに言った。

「動けないでしょ、先生。じゃ、とどめはこれかなーっと」

　少年はバドの懐ふところに勝手に手を突つっ込み、そこから彼の拳けん銃じゆうを取り出した。バドは止めようにも止められないし、逃げようにも逃げられない。少年はそんなバドを見て、笑って安全装置を外し、撃げき鉄てつを起こし、狙ねらいをつけた。距きよ離りはほんの腕一本分ほど。外すわけがない。

　引き金は、ひどくあっさり引かれた。





３






「先生!?」

　リティーヤが幾つかの角を曲がって、狭せまい小路から比ひ較かく的てき大きな通りに飛び出すと、そこにヤムセがいた。

　彼は飛び出してきたリティーヤを見るなり、思いきり舌打ちした。

「何やってんですか、こんなところで！」

　そこは劇場の周辺同様、旧市街の再開発の決まった地区で、立ち退のきのために今は誰もいなかった。石いし畳だたみの通りにも、その上にかかったアーチの上にも、階段状になった屋根の上にも、彼ら以外の誰もいない。

　それでも、居住区はすぐそばだ。いつ人が来てもおかしくはない。

「困ったなあ」

　ヤムセと対たい峙じしていたイルザークが、本当に困ったようすで言った。

　イルザークというのは、ヤムセの友人だった人物で、今はユローナについている。リティーヤにとっては師の宿敵……になるのだが、同時に命の恩人でもあった。彼は作さく為い的てきとはいえ、彼女の命を一度ならず救っているのだ。

　ヤムセもイルザークも抜ばつ刀とうしていたが、どちらにも大きな怪け我がはないようだった。

「リティーヤ、下がっていろ」

　ヤムセはイルザークを見み据すえサーベルを構えたまま、自分たちの間に飛び出してきた恰好になったリティーヤに命令した。リティーヤはキッと師を睨にらみつけた。

「先生、落ち着いてください、警察とか来たらどうするんですか！」

「退どけ」

「こんなところでどかんどかんやってたら、出てきた子どもとか巻き込んじゃいますよ！　いいですか、どきませんからね、あたし！」

「──くそっ」

　ヤムセが再び舌打ちし、リティーヤは背後を誰かが通り抜ぬけるのを感じ、振ふり向いた。イルザークが、リティーヤの今抜けてきた狭い小路へ逃げ込んだところだった。

「逃がすかっ！」

　ヤムセの声が鋭するどく響ひびき、同時にイルザークのすぐ近くの建物の壁へき面めんが、大きな音と埃ほこりを立てて崩くずれた。ヤムセが何らかの魔ま術じゆつを使ったのだろう。イルザークの所属していた《蛇の目連隊》は魔術を無効化するすべを持ち、その力が今もイルザークを守っている可能性があるため、ヤムセはこういった間接的な魔術──近くの壁かべを破は壊かいしてその瓦が礫れきに埋うもれさせるような──と斬ざん撃げきを中心に攻こう撃げきを組み立てているのだろう。劇場を揺ゆるがしたのもこの手の魔術だ。

　しかし、幾らなんでもこの戦い方では周囲への被ひ害がいが大きすぎる。

　もうもうと煙けむりが立ちこめ、リティーヤは立ち竦すくむ。イルザークがどうなったのかは見えない。

「けほっ、なんて無茶す……」

　るの、と言いかけたところで、不ふ穏おんな音を聞きつけて、頭上を見上げる。

　アーチから、大きな礎そ石せきがずり落ちてくるところだった。

　たった今崩れた建物は、小路を覆おおう屋根のような大きなアーチを支えていたのだ。

　それが、連れん鎖さ反応を起こし崩ほう壊かいする。

「──！」

　リティーヤはアーチの崩壊のただ中にいた。




　気が付くと、体中が痛かった。

「動かないで」

　呻うめいて起きあがろうとすると、耳元で知っている声がそう言った。

「イルザークさん……？」

　リティーヤの前にはアーチや壁を構成していた石が崩れて道を塞ふさいでいた。よくもまあ生きていたものだ、とぞっとする。周囲はまだ砂すな埃ぼこりが立っていて、口の中はじゃりじゃりしていた。

　イルザークはリティーヤの脇わきの下に手を入れ、身体からだを起こすと、その喉のど元もとに冷たくて尖とがったもの、つまりサーベルの刃はを当てた。

「は？」

「ヤムセ、そこを動くなよ」

　きょとん、として崩れたアーチの向こうを見ると、ヤムセが苦々しい顔でこちらを見ていた。

　これは、つまり……。

　リティーヤは、イルザークの体温と鼓こ動どうを背中に感じた。

「悪いね、リティーヤ」

　彼の声と息が、リティーヤの耳みみ朶たぶをくすぐる。

「君は人ひと質じちだ」

　最悪だった。




　その後はイルザークに腕うでを引っ張られて走らされ、散々旧市街をうろついた挙げ句、崩れかけの狭い建物の中に押し込まれた。

「てっ」

　押されたせいで前のめりに転び、膝をすりむいてしまう。人が住んでいないため──どうやら最近は建物の老ろう朽きゆう化かが進んだのと大規模な再開発計画のせいで、旧市街にはこういう地区が多くできているらしい──床ゆかには埃が溜たまっていて、それを思いきり吸い込んだリティーヤは盛大にくしゃみをした。

　そこはうち捨てられたソファと棚たなが一つあるだけの小さな空間で、奥に階段と裏口が見えた。

「おっと悪い」

　扉とびらを閉め、窓から様子を窺うかがっていたイルザークが、くしゃみをするリティーヤに気付いてそう声をかけてきた。

「悪いと思うなら人質になんかしないでください……」

「相変わらずだなあ、君は」

　イルザークは苦く笑しようした。

　その手首を血が伝い、床の上に滴したたっているのに気付いて、リティーヤは息を吞のんだ。

　傷は浅くはないのだろう。腕を垂らし、庇かばうようにしている彼の顔色は、ひどく悪かった。

「もしかして、あたし庇って……？」

　リティーヤがイルザークを見上げると、イルザークは困ったように笑った。

「……違ちがうよ。これは壁が自分の方に崩れた時に、ちょっとぶつけただけさ」

　リティーヤは立ち上がって、ポケットに入っていたハンカチで彼の腕の傷を押さえた。

　ハンカチはあっという間に真っ赤になって、なおも床に血が落ちた。

　真っ赤になった自分の手を見て、リティーヤは唇くちびるを嚙かんだ。

「……おっつかないですね。何か包帯になるものないんですか？」

「手当てなんか、いいよ」

「いいわけないです。出血多量で死にますよ。待ってて下さい。奥に何かあるかも」

　リティーヤはイルザークの言葉を聞かず、奥の棚の方へ行って、がさごそ漁あさった。幸いまだ人が離はなれて時間が経っていないらしく、比較的新しい救急箱が出てきた。

　けがの手当が終わると、イルザークは律りち義ぎに礼を言った。

「君はけがはないね？　それならもう行っていいよ」

　リティーヤは驚おどろいてイルザークを見た。

「ユローナのところに連れてかなくていいんですか？」

　イルザークは肩かたを竦めた。

「今ここで君を誘ゆう拐かい？　そんなことしてごらん、すぐに包ほう囲い網もうが敷しかれて捕つかまってしまうさ。今この瞬しゆん間かんにも敷かれてるかもね。君がいない方が逃にげやすいんだよ」

「……ユローナがそんな理由であたしを諦あきらめるとは思えませんけど」

「そうかもね、だけど俺は諦めるんだよ」

　埃っぽい空気に目を瞬またたかせ、リティーヤはイルザークを見上げた。

　まだ、彼とは話したいことが、話さなければならないことがあった。

「……ね、イルザークさん。覚えてますか、前に名前つけるって言ったの」

「名前？」

「シロユメハナクイの」

「ああ、あれか。君が凄すごい名前つけようとしたやつね」

「あれ、ずっと名前考えてたんです」

「少しは可愛かわいい名前思いついたかい？」

「ええ」

　笑うイルザークの目を見つめて、リティーヤは言った。

「セリネ」

「…………」

　セリネはヤムセの姉で、イルザークの大切な人で、ユローナが七年前に殺した女性だ。

　イルザークは窓の方に顔を向け、リティーヤの視線を避さけた。

「イルザークさんはどうしてユローナについたんですか？」

「……もう言っただろう、あの人が強かったからだよ」

「セリネさんのこと好きだったのに？」

　セリネより強かったからユローナについたというかつてイルザークが言った言葉を、リティーヤはまったく理解できなかったし、今後もできるとは思っていなかった。

「ユローナのこと、恨うらんだりしないんですか？　憎にくく思ったりしないんですか？……ユローナを前にした先生は凄く怖こわいけど、お姉さんを殺されたのなら、あたしにはイルザークさんより先生の行動の方が納なつ得とくできます。……別に、復ふく讐しゆうとか、そういうのを良いことだって思うわけじゃないですけど」

「……ヤムセが本気で復讐しようとしているふうに、君には見えるのかい？」

　イルザークは板で塞がれた窓の隙すき間まから外の様子を見ながら言った。顔色が前より悪くなっているように感じて、リティーヤは不安になった。やはり血を流しすぎたのだろう。

　そして、自分が彼に簡単には片づかない話を振ってしまったことに気付いて、我に返った。今は話なんてさせない方がいいのに。

「あの、すいません、こんな時に。気にしないでくださ……」

「俺なら大だい丈じよう夫ぶさ。おかげさまでね」

　到とう底てい大丈夫には見えない顔色で、イルザークは壁かべにもたれ、長く息を吐はいた。

「ヤムセはすごくユローナを憎んでるよ、でも、だからってあいつにユローナは殺せない」

「イルザークさん、もう話さないで休んでください」

「それは別に、ユローナがあいつの師し匠しようだったからとかいう、個人的な問題じゃない。いや、個人的な問題かな。個人的な、信念の。感情じゃなくて……」

　熱に浮うかされたうわごとのように、イルザークは言った。

「勿もち論ろんユローナは強い。用心深い。絶対タダでは殺されてくれないだろう。だが、そういう問題じゃないんだ。ヤムセはね、君が思っているより、ずうっと甘ちゃんで、ずうっと冷れい酷こくなんだ。だからあいつはユローナを殺さない。どんなに憎くても。……ユローナがそれを望んでも」

　リティーヤは唇を嚙み、彼の横顔を見つめた。

「イルザークさん」

　目を閉じかけていたイルザークは、ふっとそれを開けてリティーヤを見やった。

「なんだい？」

「イルザークさんは、ユローナに復讐したいんですか？」

　……イルザークは、疲つかれた顔で、微笑ほほえんだ。

「……もう、行きな」

　その時──扉が開け放たれた。

　目映まばゆいばかりの光が流れ込み、リティーヤは手で目元を覆おおわねばならなかった。

「リティーヤ」

　扉が閉められ、光の奔ほん流りゆうが途と切ぎれる。

　リティーヤはようやく扉を開けて入ってきたヤムセの顔を見た。

「先生……」

「来い」

　ヤムセはサーベルを鞘さやに収めていたが、狭せまい室内では魔ま術じゆつの方が有利だ。おまけに今、イルザークは出血で朦もう朧ろうとしている。

「先生、ダメです！」

　リティーヤはイルザークを庇うようにヤムセの前に両手を広げて立ちはだかった。

「いいからそこを退どけ、リティーヤ」

「先生、だってイルザークさんは──」

「それはただの君の考えだよ、リティーヤ」

　イルザークはそう言い、じりじりと壁づたいに移動して奥に見える裏口へ近付こうとした。

「イルザーク！」

「先生！」

　リティーヤはヤムセにしがみついて止めた。イルザークはその隙すきに裏口から外へ出てしまう。

　イルザークを追おうとするヤムセを止めて、リティーヤは言った。

「イルザークさんはただユローナについたんじゃないと思うんです、きっと復讐のためにそばにいないといけないって思ってるんじゃ──ユローナのこと用心深いって言ってたもん、ただじゃ殺されないって！　だから」

「リティーヤ」

　リティーヤはヤムセの腕うでをしっかり抱かかえ込み、ヤムセは間近で彼女を見下ろした。

　呼気がかかるほど近くで、彼らはにらみ合った。

「この件についてこれ以上一言でも口を出すな。これは私とイルザークの問題だ」

「あの人は」

　リティーヤは師の目を見つめて睨にらみ返し、精せい一いつ杯ぱいの意志を込めて言った。

「あたしの命の恩人です」

　睨み合いは、しかしヤムセがリティーヤを無理矢理振ふり解くことで終わった。

「せんっ」

「待て」

　ヤムセは扉とびらを開けて外へ出た。リティーヤも外から聞こえる声に気付いて、後に続いた。

　……そうして、その時になってやっと、彼らは劇場に起こっている事態を知った。




　リティーヤらが駆かけつけた時には、《ヘビの劇場》はもはやただの瓦が礫れきの山と化していた。まるで巨きよ大だいな手で押し潰つぶされたようなそれを見て、リティーヤはぞっとした。小さくはない劇場と、それに隣りん接せつしていた建物が、見事にぺしゃんこになっているのだ。集まってきた付近の住人を入れさせないよう、消防団がそのぐるりに縄なわを張り巡めぐらせている。

　リティーヤは人ひと混ごみの間を縫ぬって、少し離はなれたところにいる消防団員のところへ駆けつけた。そのそばに倒たおれているバドを見付けたのだ。

　やってきたリティーヤを見て、消防団の腕わん章しようを巻いた青年が顔を上げた。

「知り合いか？　二〇号地下道で倒れていたぞ」

「そうです、バドさんっ」

　バドは血だらけで、身体からだ中に大小の傷があったが、リティーヤが呼ぶとうっすら目を開いた。

「大丈夫だ……」

　しゃがれ声で囁ささやくバドの肩を押さえ、消防団員は言った。

「地下に逃げて助かったようだな。大きなケガはない。すぐに医者も来るから、安心していい。立ち入り禁止の建物にいた理由はきっちり伺うかがうがね……おい、動くなと言っているだろう！」

「しかし、中にまだ」

「まだ、って……バドさん、まさかミカ……！」

「バド」

　ヤムセも駆けつけ、リティーヤの隣となりに膝ひざをついた。バドは彼の腕を摑み、痛みと焦しよう燥そうで顔を歪ゆがませて言った。

「地下道だ……バゼルが」

　リティーヤはすかさず隣の指導教官を見上げて言った。

「先生っ、あたしも行きますからね！」

　ヤムセはちらりとリティーヤを見て、渋じゆう面めんになった。




　地下道は、暗く、湿しつ度どが高く、涼すずしかった。

　引き留めようとする消防団員を無理矢理押しのけ、劇場の向かいの建物から地下に入ると、地上の騒さわぎはほとんど聞こえなくなった。まるで建物の崩ほう壊かいなどなかったかのように、地下は落ち着いていた。

　地下と言っても、柱が何本も立つ他ほかは、地上の通りと遜そん色しよくないものだった。壁には原始文字が書かれて《ヘビの一族》の時代から消えない明かりが灯ともっていたし、天てん井じようも十分に高く、道みち幅はばも広かった。あちこちに、地上の建物に出るための階段があった。道が分ぶん岐きしてもいた。

　相当な広さと複雑さを持つこれが、フレアバタン旧市街の地下の顔だ。

　太陽も見えない地下では道に迷うとやっかいなので、今はあまり使われていないということだったが、ところどころに火を熾おこしたような跡あとや、毛布や、缶かん詰づめの類たぐいが散らばっているのを見ると、人が使わないのを良いことに住み着いた人間もいたようだ。

　しかし、先さき程ほどの崩壊のせいか、取り壊こわしが決まっているからか、今は誰もいない。

　その中に声が響ひびいていた。

　男女の言い争うような声だ。壁に反はん響きようしどこから聞こえるものか判然としないが、確かに聞こえる。声の片方は、ミカのものに聞こえる。もう片方は──。

「バゼル……？」

「おまえはバドのそばで待っていろ」

　ヤムセが言った。が、リティーヤは首を振った。

「いいえ。行きます」

「…………戻もどれ。遊びではない」

「遊びじゃないことくらい知ってます！」

　ヤムセはリティーヤを一いち瞥べつしたが、そこで女性の悲鳴が響き──ヤムセは舌打ちし、声の聞こえてきた方へ駆け出した。

　リティーヤも後おくれじとそれを追う。

　そうして、二つほど角を曲がったところに。

　少年と、少女がいた。




「何やってんの……！」

　リティーヤは悲鳴じみた声を上げた。

　ミカは倒れ、四し肢しを縮めるようにしてうずくまっていた。服はすり切れ、泥どろと血にまみれ、ほどけた三つ編みの間からは驚おどろくほど白い顔が覗のぞいている。

　少年はミカの前で、リティーヤに背を向け、ポケットに手を突つっ込んで立っていた。

　彼はリティーヤに背を向けたまま言った。

「僕ぼくの名前呼びにきてくれたの？」

「ふざけないで！　なんてことしてんの、あんた！」

「リティーヤ先生、僕の名前覚えてる？」

　少年が、ゆっくりと振り向く。その目がリティーヤを見み据すえる。

「僕は、運命」

　にいたりと笑う獣けものじみた笑えみに、駆けつけようとしていたリティーヤの足が、一いつ瞬しゆん止まる。

　少年の顔が、その笑みが、リティーヤの記き憶おくにある一つと重なった。

　ざわりと鳥とり肌はだが立った。

「あんた、まさかっ……！」

　リティーヤは目の眩くらむような怒いかりを感じながら、止まってしまった足をもう一度前に出そうとした。

　だが。

「来ないで！」

　突とつ然ぜんミカの声が響き、同時にリティーヤの目の前から、ぎし、ときしむような音が聞こえてきた。目の前──いや、すぐ先の足あし下もとから。

　ハッとして足を止めた瞬しゆん間かん、数歩先の石いし畳だたみが次々に壊れ、吹ふき飛んだ。

　その亀き裂れつから、水が天井に達しそうな勢いで、猛もう然ぜんと噴ふき出してきた。

「──壁を！」

　さらにミカの声が響き、噴き出した水が一瞬で凍こおり付く。水は噴き出し続け、凍り続け、見る間にできあがった巨大な氷の壁がリティーヤとミカの間を隔へだてる。

　静せい寂じやくと冷気を生む、〈夜〉の魔ま術じゆつだ。

　ヤムセに庇かばわれ、リティーヤは石畳の欠片かけらで傷つくことも冷気の余波を食くらうこともなかったが、ミカの姿は氷の壁の向こうだ。リティーヤは自分を引き留める師の腕の中でもがいた。

「ミカっ！」

　氷の壁の向こうから、ミカと思おぼしき少女の、小さな声が聞こえてきた。

「にげ……りて……や」

「み──」

「水量が多い。危険だ、一いつ旦たん引くぞ」

「みかぁっ！」

　リティーヤは必死で意識を集中した。魔術によってねじ曲げられた〈夜〉魔力の動きを把は握あくし、その動きを妨ぼう害がいするようにイメージを膨ふくらませる。〈夜〉の魔力と対ついをなす、自身の内なる力を解き放つ。腕を上げ、自分とミカを隔てる氷の壁を指さす。

「溶けて」

　その命令から一呼吸置いて、壁へき面めんの真ん中が、てらりと光り始めた。

　松たい明まつを押し当てられでもしたかのように、突然そこから氷が溶け出したのだ。氷はどんどん水になり、床ゆかを水みず浸びたしにしていく。

　氷の壁に人が通り抜ぬけられそうな穴が開いたのは、僅か数秒後のことだった。

「おまえ〈昼〉魔術を……」

　リティーヤは舌打ちするヤムセの腕うでを摑み、あえぐように言った。

「先生っ、お願いだから、あの子助けて……！」

　だが、ヤムセは水浸しになった通路の先を睨にらみつけ、首を振ふった。

「……もう逃にげられた」

「なら追ってください！」

「おまえをここに置いては行けない」

　リティーヤの身体からだに、絶望とともに、寒気が忍しのび寄よってくる。ヤムセがそれに気付いて肩かたに触ふれようとしたが、リティーヤはその手を払はらいのけた。

　払いのけて、師を睨んだ。

「行ってくださいっ、お願いだから！　あたし、ミカが、ミカが──」

「行けるわけがないだろう！」

　ヤムセは忌いま忌いましげに言い、拒こばまれても暴れられても構わず、リティーヤの抵てい抗こうをねじ伏ふせ、彼女の身体を抱だき上げた。

「せんっ、せえ！　やだっ」

「戻るぞ」

　ヤムセの腕の中で、〈昼〉魔術を使った反動である、強きよう烈れつな寒気に襲おそわれながら、リティーヤはこのまま意識を失ってなるものかと自分の腕を嚙かみ、嗚お咽えつを押し殺した。

「みかっ」

　ミカの魔術の効果が消え、水が轟ごう然ぜんと地下道を浸しん食しよくしていく中へ、リティーヤは叫さけんだ。

「みかぁっ!!」

　自分の身体を押さえつける師の腕を、この時以上に憎にくいと思ったことはなかった。





４






　女は久方ぶりの散策を心ゆくまで楽しむつもりだった。

　黒いケープを翻ひるがえし、旧市街を歩く。貴族どもローズの小うるさい監かん視し役やくも今日は撒まいてきた。イヌは獲え物ものを見付けて飛んでいった。女は一人で、自由だった。

　浮うき立つような孤こ独どくな自由を感じながら、彼女は通りを歩き、アーチの下を潜もぐり、階段を上る。時折眉まゆをひそめるのは痛みのせいだ。二月以上も前に負った傷が、少々痛むのだ。

「あのジジイもしぶといわね……」

　呟つぶやいて、右の脇わき腹ばらをそっと押さえる。

　その痛みにも止められなかった足が、ある地点で歩くのをぴたりと止めた。

　旧市街の、途と中ちゆうでぐにゃりと曲げられたような鉤かぎ形がたの塔とうの前、女の進行方向に、小汚いボロ雑ぞう巾きんが落ちていたのだ。

　女は近付いて、そのボロ雑巾を覗き込んでみた。

　それは雑巾ではなく、雑巾のようになったぼろぼろの外がい套とうを身に纏まとった人間だった。

　死体なら実験に使おう、生きているならやっぱり実験に使おうかと考えて、女はボロ雑巾のような外套のフードを取り払った。現れたのは焦げ茶の髪かみの少女で、しかも薄うす汚よごれてはいるがどうやらかなりの美少女のようで、唐とう突とつに女は相手に興味を覚えた。

　女は俯うつむいたせいで頰ほおにかかった髪を耳の後ろに流し、少女の顔を覗き込んだ。

　少女は瞼まぶたを持ち上げた。焦しよう点てんの合わない作り物めいた目が、無表情に女の顔を映す。

「……あなた何してるの」

　少女は声が出にくい様子で、何度か咳せき込んでから、掠かすれた声でそれに答えた。

「ゆめ、を、みてました」

「……どんな？」

　その問いを聞くと、少女は、無表情だった顔に穏おだやかな笑みを浮かべ、それがさも大切な言葉であるかのように、ゆっくりと呟いた。

「ひみつ」

「…………」

　……女は興味を失い、少女の横を通り過ぎた。

　通り過ぎて、二、三歩歩いて、立ち止まった。

　女が振り向いた時、少女は穏やかな笑みを浮かべ、空を見上げていた。

　何故、そう言ったのか、女にもわからなかったのだが──女は気が付くと、少女の前に立ち、髪を耳の後ろにひっかけながら呟いていた。

「……一いつ緒しよに来なさい」




「みかっ」

　自分の声で、リティーヤは目が覚めた。

　そこがフレアバタンに借りているアパートメントの一室で、自分がベッドの上で布ふ団とんにくるまっていること、《凍えの呪い》──つまりは急激な体温の上じよう昇しようと低下を繰くり返すいつもの状態に陥おちいっていることに気付くには、少し時間がかかった。

　平熱の人間がそばにいると安定するとかいう理由で、この状態に陥った彼女のそばにはいつも誰かがついていた。

　この時もそうだった。

　リティーヤは、朦もう朧ろうとする意識の中で、自分を抱かかえる人間の腕を振り解こうとした。

　それに気付いたのか、相手が目を開け、声をかけてきた。

「リティーヤ？」

　顔を見ずともそれが誰であるのかリティーヤにはわかっていた。

　彼女はもがいたが、相手はいつもの通りの傲ごう慢まんさで、それを許してはくれなかった。

　彼の腕の中に自由を封ふうじ込まれ、リティーヤは痛む胸を抱き、求める者の名を呼んだ。

「みかっ……！」
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「こちらでしたか」

　ヴォルドは煙草たばこを口から離はなし、眉を顰ひそめて隣となりに立った男を見やった。

　それは、でっぷりと太った魔ま術じゆつ師しだった。

「なんだ──てめえか」

「なんだとはつれない言葉ですな。あの長ったらしい階段を上ってここまで来るのは、この身体では骨が折れるのですよ」

「んなの俺の知ったことかよ」

　ヴォルドは視線を眼下に戻もどし、手すりにもたれた。

　そこは、《学園》北部──《Ａ》の位階を持つ魔術師たちが集つどい、通つう称しよう禁域と称される領域に建つ、幾いくつもの塔の一つだった。

　塔のてっぺん、最上階を越こえた屋上に、彼らは二人立っていた。

　遥はるかに、《学園》を見下ろして。

「それで、何の用だ」

「そちらこそ何のご用です。禁域までいらっしゃるとは。長い間毛け嫌ぎらいしてらしたでしょう」

「老人が昔を懐なつかしがっちゃあいけねえか？」

「さて、ご隠いん居きよの感傷ならば問題はありませんが」

「ご隠居の感傷さ」

　はてさて。男はちんまりとした目を大げさに見開いて言った。

「ユローナを追った維い持じ局きよくの人間から聞きましたがね──あの女、《学園》から逃げるとき手負いだったそうで。普ふ通つう、あの女を痛めつけられる人間を『ご隠居』とは呼びませんな」

　痛めつけるたあ心外だなあ、とヴォルドはせせら笑った。

「ちょっと自分の身を守っただけだぜ。やられた分の十分の一も傷つけちゃいねえ」

「しかし、どうせまた仕返しにいやーな魔術使ったんでしょう？　その維持局の人間も、あの傷は後を引くだろうと言ってましたっけ──いかなユローナといえども」

「おいおい、俺だってぼろぼろだぜ？　それは無視かよ」

「無視です」

　太った男はたぷんと肉を震ふるわせて、ヴォルドと同じように手すりに頰ほお杖づえをついた。

「ひでえな。俺はただ、ちょいと昔なじみに会ってきただけさ──てめえの邪じや魔まするようなことはねえよ」

「いやはやまったく、そのお言葉を信じられたらどんなに素す晴ばらしいか！」

「そう言われてもなあ……」

　ヴォルドはまだ半分以上残っていた煙草を足あし下もとに捨てて踏ふみ、新しい煙草を指に挟はさんだ。

「結局てめえは俺にどうしてもらいたいわけだ？」

「そうですな。何を企たくらんでおいでか存じあげませんが、ご隠居はうろちょろせず、のどかな牧場に引っ込んでいるものだと思いますよ。それから願わくは弟で子しの手た綱づなを少々締しめていただきたい」

「あいにくと俺ぁ放任主義でな」

「おやおや。首輪もしていないネコは長生きできませんよ」

「ただ長生きしたって仕方ねえ。人生ってのは楽しむもんだ」

　ヴォルドは手すりから身体を離したが、相手に背を向ける前に満足げに紫し煙えんを吐はいて言った。

「調査局、いじるなら今だぜ」

　……おや、と太った男は身体からだを揺ゆすってとぼけた。

「元局長とも思えぬお言葉ですな」

「あー、ほら、俺って放任主義だけど、甘やかすのは嫌きらいなんだわ。若い人には苦労してもらわないとよー」

「ご助言は一応記き憶おくに留とどめておきましょう」

　ヴォルドは低く笑い、煙草の煙けむりをくゆらせながら、屋上を後にした。

　ヴォルドが消えて数十秒後、彼が姿を消したのと同じ階段から、一人の男が現れた。

　男は魔導書調査委員会の印である、赤地に金で二本線の入った腕わん章しようを巻いていた。

　元からいた太った男は、新しく入ってきた男を手招きし、そば近く呼んでから厳しい声で囁ささやいた。

「漏もれているぞ」

「は？」

「調査局の件だ。たった今忠告を受けた」

「……も、申し訳ありません」

「情報の穴を探さぐれ。……やつは転んだか？」

「はい。ユローナ逃とう亡ぼう幇ほう助じよがいい脅おどしのネタになりました」

「良し。ご隠居は静観を決め込むおつもりだ。向こうの気が変わる前に済ますぞ」

　太った男は──魔導書調査委員会の長たるグレイビルは言った。

「我々は、我々のやり方で手に入れるのだ。……冬の時代の真実を」




　フレアバタン王立病院は、《学園》の病びよう棟とうの物置廊ろう下かと違ちがって、整理整せい頓とんが行き届き、清潔で、技術も高く、申し分なかった。

「やはり病棟とはこうあるべきなのだよ」

　広い個室のベッドに横になり、バドがそう言った。

　リティーヤはちょっと笑った。

　風はもう冷たく、彼女は立ち上がって窓を閉めた。

　その背へ、バドが声をかける。

「身体はいいのかね、魔術の反動は……」

「もう平気です」

「……ミカ君は」

「まだ見つかりません」

　バドはため息をついて、手で顔を覆おおった。

「……俺がついていながら」

「バドさんのせいじゃないです。バドさんが助かってほんと良かったです。あたしこそ……」

　リティーヤはバドに頭を下げた。

「ごめんなさい。腰こし痛いためたバドさんとミカ置いていって……」

「やめたまえ、気味が悪い」

「……でも、本当に、バドさんはあたしのせいで前にもケガしてたし」

「俺がケガをするのは俺の責任だ。君は年長者をなんだと思っているのだね」

「……すいません」

　リティーヤが劇場を飛び出した後、バドとミカの前に現れたバゼルがバドを殺そうとし、それをミカが止めた、とリティーヤは聞いている。ミカとバゼルの間で魔術がぶつかって、それから──気が付いたら、バドは地下道に倒たおれていて、地上に出てみれば劇場は崩ほう壊かいしていたそうだ。

「リティーヤ」

　名前を呼ばれてリティーヤは床ゆかに落としていた視線を上げた。

　バドは、窓まど際ぎわにあるソファとテーブルのセットを指して言った。

「それを取ってくれないかね」

「それ？　あ、この封ふう筒とうですか」

　リティーヤはテーブルの上にあった大判の封筒を手に取り、バドに差し出した。

　だがバドはどういうわけかそれを見つめるだけで受け取らず、リティーヤに質問をしてきた。

「君は《学園》を出ようと思ったことはあるか？」

「は？　ないですけど」

「たとえ家族が見つかっても？」

「…………バドさん？」

　バドの言葉は、仮定にしては、幾らか熱が籠こもりすぎていた。

　その目は、じっと、リティーヤの差し出す封筒を見つめている。

　この封筒がどうかしたのだろうかとリティーヤは手元を見た。中には書類が入っているようだが、封筒の表面には何も書かれていない。バドは細かい性格で、こういった封筒には中に入っているものがわかるよう一言書いておくことが多いのだが、これは違ちがうらしい。

　中身が気になり、リティーヤは視線を上げてバドの顔を窺うかがった。

「あの……」

　だが、バドはリティーヤが疑問を口にしようとした途と端たん、彼女の手から封筒を受け取った。

「なんでもない。ミカ君のことで少し神経質になっているだけだ。気にしないでくれ」

「…………はあ、でも」

「さあ、とっとと出ていってくれたまえ。君がいては休まる身体も休まらん」

　結局それ以上の会話はできず、リティーヤはバドに追い出される形で、部屋を出た。

　扉とびらを閉めて廊下に出ると、《学園》の病棟の廊下とはまったく違った、白く清潔な廊下が左右に伸のびていた。

「……変なの」

　リティーヤは先さき程ほどのバドの様子に首を捻ひねりながら、階段のある方へ向かって歩き出した。

　──地下道でミカの姿を見失ってから、もう三日が経過していた。

　リティーヤは〈昼〉魔術を使った反動である《凍えの呪い》からも回復していたが、ミカもバゼルもイルザークも見つかってはいなかった。ヤムセはなんだかんだで後処理に追われ、リティーヤはこうしてバドの病室に見み舞まいに来るのが日課になっていた。

《学園》への帰き還かんのめどはまだ立っていない。

　ミカを見付けるまでは帰りたくはなかったが、旧市街で一暴れも二暴れもしてしまったのだ、このまま調査名目での滞たい在ざいがまかり通るとも思えなかった。

　──と。

　どん、とリティーヤは何かにぶつかって、立ち止まった。

「あ」

　何かと思って視線を上げれば、目の前に銀ぎん髪ぱつの青年が──ゼストガが立っていた。

　彼は優やさしげな笑えみを見せ、彼女の顔を覗のぞき込んできた。

「また無茶なさったって伺うかがいましたけど、身体の方は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あたしは大丈夫ですよ」

「……こんな目に遭わされても、まだヤムセさんについていくんですか？」

　リティーヤは突とつ然ぜん相手の口から飛び出してきた辛しん辣らつな言葉に驚おどろき、瞬まばたきした。

「あの、別にヤムセ先生は悪くないと思うんですけど」

「……おや？」

「だって、あたしが全部やって」

「以前にも申し上げたと思いますが、リティーヤさんの監かん督とく責任はヤムセさんにあるんです。リティーヤさんがどうのこうのという問題ではありません。自分がそばについているから大丈夫だ、なんて言って、古王国、しかも《貴族院》のしろしめすフレアバタンでリティーヤさんに〈昼〉魔術を使わせたのはヤムセさんです」

　ゼストガは幾いく分ぶん不ふ機き嫌げんそうに、しかしどこか嬉うれしそうに言った。彼の感情が理解できなくて──というか、不機嫌なのはわかるが、何が嬉しいのだ？──リティーヤは困こん惑わくした。

「……でも、別に誰にもばれてないですよ。あの時ヤムセ先生しかそばにいなかったし」

「そういう問題じゃありません。大きな魔力の流れは観測していればすぐにわかりますし、見られていないから安全というわけではないんですよ」

「…………そ、そうだったんですか!?」

「そうです。……まあ、今回は幸い《貴族院》の方も目立った動きはないようすですし、気付いていないみたいですが。……それにしたって、アパートメントの部屋に二人きりの状じよう況きようで添そい寝ねなんて──」

「え？」

「……なんでもありません」

　ゼストガは言いよどみ、苦々しげな様子でそっぽを向いた。何がなんだかわからないリティーヤは首を捻るばかりだ。

「とにかく僕はバドさんに用があるんです。これで失礼します」

　ゼストガは彼にしては珍めずらしく、乱暴にリティーヤを押しのけてバドの部屋に入っていった。

「…………？」

　リティーヤはやっぱりわけがわからず、廊ろう下かに立ち尽つくしていた。




　一週間が経たった。

　イルザークとユローナは見つかっていない。

　ヤムセがフレアバタン内で目もく撃げきしたと主張しても、古王国側は請うけ合ってくれなかった。逆に今回の問題の責任をとれ、と言ってきた。全ぜん壊かい一ひと棟むね、半壊が三棟、おまけに地下水道を破は裂れつさせ地下道を水みず浸びたしにしたのだ。アーチを壊こわして小路をふさいでもいる。どれも廃はい棄き地区でのことだったから人的被ひ害がいは出ていないが、大問題であることは確かだ。ヤムセらはユローナらの仕し業わざだと主張し、古王国側はユローナは入国していないの一点張りで、平行線が続いている。たぶんこのまま、うやむやで終わるだろう。これまでと同じように。そうして二つの勢力は共存している。

　ヤムセは痛む頭を抱かかえながら、借りている部屋に戻もどった。フレアバタン市警による事情聴ちよう取しゆと内務省特務警察による尋じん問もんを終わらせ、適当にかわし、すっかり疲つかれていた。《学園》に戻ったらさらに魔導書調査委員会と内部調査局から呼び出しを食くらうだろう。古王国との外交問題よりも、こちらの方が後を引きそうだ。

　頭痛は、二日前からずっと続いている。比ひ喩ゆではなくて本当に頭が痛いのだ。

　借りているのは居間に寝しん室しつが二部屋ついたもので、リティーヤはまだ居間にいて、自習をしていた。と言ってもノートは真っ白だから、考え事をしているうちに夜になってしまった、というところだろうが。

「もう寝ろ」

　壁かべ時計は十二時を指している。

　言っても、リティーヤは本を読む振ふりをして聞いていない。いい加減苛いら立だっていたので、ヤムセは彼女の手から本を取り上げ、ソファに放った。

「先生っ」

「うるさい。時間を考えろ」

「…………」

　リティーヤはもの言いたげにヤムセを睨にらんでいる。ヤムセはコートを脱ぬぎ捨て、ソファに置いた本の横にどっかり腰こしを下ろした。

　それでもリティーヤは彼を睨んでいる。

　彼はネクタイを緩ゆるめながら言った。

「イルザークのことなら話さんし、おまえを置いておまえの友人を追わなかったことについても話すつもりはない。他に何か話があるのか」

「……本返してください」

「取りに来い」

　命令にリティーヤはムッとしたようだったが、それでもそれ以上話す気になれなかったのか、ずんずん大おお股またでヤムセの方へ歩いてきて、彼を傲ごう然ぜんと見下ろした。ヤムセはその目が気にくわなかったので、前に置いてあるテーブルに片足を載のせ、わざと彼女の進路を邪じや魔ました。本は彼の身体からだの向こう側である。

　リティーヤはそこで素す直なおに回り道をして反対側から取りに行こうとはせず、挑ちよう戦せんに応じようと言うのか、あえてヤムセの身体の上を横切るように身体と腕うでを伸ばした。

　ヤムセは肘ひじ掛かけに肘ひじを載せ、頰ほお杖づえをついてそのようすを眺ながめていたが、彼女が本を手に取ったところで口を開いた。

「……何な故ぜそうイルザークにこだわる？」

[image: ]

　リティーヤは突然耳の横でそう言われ驚いたのか、本を手放してしまった。ぽとりと落ちた本を、ヤムセが拾う。が、渡わたしはせずにさらに遠ざける。リティーヤは怒いかりでカッと顔を赤らめ、肘掛けに膝ひざをつけ、ぐっと手を伸ばした。上半身が斜ななめにヤムセの上にのしかかるような具合だ。

「質問の答えは？」

「い」

　ヤムセが本を斜め上方に掲かかげる。リティーヤは腕を限界まで伸ばしたが届かない。それでも意地なのか、その姿勢のまま答えた。

「イ、ル、ザークさんについてはっ、話さないんでしょうっ？」

　ヤムセは首を曲げ、少し上にあるリティーヤの顔を見上げる。彼女はなんとしてでも手を届かせようと足あ搔がいている。

「……言え」

「…………っ、先生ってほんっと最悪ですね！　あたしもう言ったでしょう、イルザークさんはあたしの命の恩人だって！」

「命の恩人だというのなら──」

　……そこで、彼ははたと口を閉じた。今自分は何を言おうとしていた？

「あたしは諦あきらめませんから！」

　そんな彼のようすにも気付かず、リティーヤは間近で彼を睨みつけて宣言した。

「イルザークさんのことも──ミカのことも！」

　そして次の瞬しゆん間かん、リティーヤは本を手にすることに成功した。

　奪うばい返した本を平たい胸に抱だき、反対の手でソファの背を支えに身体を起こそうとする。

　だが、身体を起こしきる前に、彼女はヤムセのようすに気付いて動きを止めた。

　彼は先さき程ほどの、首を曲げリティーヤの顔を見上げた状態で止まっていた。

「……先生？」

「……なんでもない」

　ヤムセはリティーヤの顔を間近で見て、頭痛がぶり返すのを感じていた。

　リティーヤは不思議そうな顔をしながらも、本を抱えて寝室に引き揚あげて行った。

　ヤムセは、しばらくそのままの姿勢でソファに座っていた。

　視界にあるのは、今は天てん井じようだ。

　自分はさっき何を言おうとしていた？

『命の恩人だというのなら』

　そう、その後。

「私だって恩人だろう……？」

　自分で口にして、違い和わ感かんに眉まゆをひそめる。

　おかしい。確かに自分は彼女を守ったことくらいあるが、それは彼女を凶きよう悪あく犯はんの囮おとりにするという言語道断な所行をした時のことで、彼女はそれと相そう殺さいだと言っていた。自分も別にそんなことで恩を売ろうとは思わない。自分の職能の及およぶ限りであれば、命くらい何度だって助けてやろう。何故なら彼女は自分の教え子なのだから。

　だが、待て。

　今の命の恩人というのはそういうことではない。

　頭痛がする。彼は額を押さえた。

　ずきん、という痛みとともに、窓の外で降り積もる雪を思い出す。冬の夜。リティーヤ。

　そのイメージに違和感を覚える。彼はまだ彼女と冬を過ごしたことはない。出会って半年も経たっていない、冬はすぐそこまで迫せまっているが、まだ時間がかかる。

「昔のことだ──なんだ？　誰だ？」

　その時、自分は七年前の記き憶おくが一部曖あい昧まいになっていることを思い出した。七年前。冬。雪の夜。子ども。誰だ。ヤムセは目を閉じる。思い出せない。あれは誰だ。暖だん炉ろ。冷たい手。いつまでも冷たい手。か細くなっていく呼吸。小さな幼い呼吸。誰だ。額に当てた手を握にぎりしめる。拳こぶしを作る。拳で額を叩たたく。思い出せ。

　──炎ほのお。

　ハッとして、ヤムセは目を開けた。

　ぼやけていた記憶の中の少女の顔が、はっきりと一つの像を結んでいた。

「……バカな」

　その呟つぶやきは困こん惑わくに満ちていた。

「虹にじドロさんは……」

　虹ドロさん。リティーヤの命の恩人。彼女にドロップを与あたえた人物。

「……私か？」

　彼は途と方ほうに暮れた声で呟いた。




『やほうっ、嬢じようさんおひさー』

　騒さわがしい声で目が覚めたリティーヤはベッドから飛び起きたが、そこは相変わらず夢の中だった。彼女はベッドごと雲の海の上に浮ういていた。

『えっ、ひゃっ、何コレ』

『いつも逃にげられちゃうから、今回は逃げられないようにしてみようかと』

　声の主はリティーヤのベッドの足あし下もとに腰こし掛かけ、いつも通りキツネのように目を細めて笑っている。ことあるごとにリティーヤの前に現れる、何かと神しん出しゆつ鬼き没ぼつな男だ。リティーヤが《学園》に戻もどってからはすっかり姿を見せなくなっていたから、顔を見るのはもう二ヶ月……三ヶ月ぶりくらいだろうか。

『あんた……今度はなんなの！』

『うんうん、嬢さん今回も大変だったねえ』

　キツネ顔の男は白々しく何度も頷うなずいた。

『友だちが出しゆつ奔ぽんしちゃった上に生死不明なんてさあ』

『何が……いけしゃあしゃあと！　あんたなんでしょ！』

『ん？　何が？』

『あの──バゼルって子よ！』

　リティーヤは、とりあえず手近にあった枕まくらを相手の顔めがけて投げつけた。しかし枕は男の顔の手前で羽う毛もうに変わり、彼と彼女の間に、雪のような白い羽毛がパッと広がった。

　そして、その白い乱らん舞ぶが落ち着いた時──ベッドの端はしに腰掛けていたのは、くすんだ金色の目の少年だった。

　それは、ミカと同時に姿を消したバゼルだった。

　ぐにゃりとその顔が歪ゆがんで、再びキツネ顔が現れる。こうして見ると僅わずかな差異でしかない。

『やあ、リティーヤ先生、約束守ってね』

　少年は、いやキツネ顔の男は、いや少年は……とにかく得体の知れない何かは、そう言って笑った。

『そういうわけでご名答。俺は劇作家志望の男の子だったのでーす。って、なんでわかったの？　やっぱり愛かな？』

『運命だのなんだの妙みようなこと言うの、あんたくらいしかいないじゃない！』

『ああ──』

　キツネの声、少年の顔で、それは笑う。

『覚えててくれたんだ』

　満ち足りた獣けもののように金色の目を細める。今から思えば他にも共通点は幾いくつもあったのだ。それなのに、リティーヤは気付かず──ミカを失った。

『ミカのこともあんたのしわざね！』

『しわざなんて言われるのは心外だけど、まあそうだよ。あ、知ってた？　あの子が出してた手紙、嬢さんのことばっかりだよ。さりげなく触ふれてるけど、毎回必ず一度は嬢さんの名前書いてる。あの子は嬢さんのことが本当に大好きだったんだねえ』

　手紙と言われてリティーヤはシーツを握りしめた。ミカが故郷に出していたはずの手紙だ。

　ミカの記憶をいじくったのも、おそらくはこの目の前の男だ。

『……っ、なんでミカまで引きずり込むのよ!!』

『ああ、違ちがうよ。彼女は引きずり込んだんじゃない。元から、俺が嬢さんのために用意してたんだ。嬢さんのためだけに。あの子の絶望も希望も涙なみだも全部嬢さんのためだけに』

『用意、なんて、ミカのこと物みたいに言わないで！』

『だって物だし。やだなあ、俺最初に言ったでしょ、嬢さんの許もとに勝手にそれが集まってくる、って。東部の小さな町でもそうだった。デイロックでもそうだった。それなら《学園》にいた時もそうだったとして、何も問題はないよね？』

『……？　何を言ってるの？』

　そこで相手の顔はキツネ顔に固定された。

『バゼルは俺。俺はバゼル。バゼルの言葉は俺の言葉で、バゼルの望みは俺の望み。でもバゼルは俺のすべてじゃない──あのね、これはちょっぴり複雑な造りをしているけど、要は一種の罰ばつゲームなんだ。いつか嬢さんが耐たえられなくなって這はいつくばって俺を求めるまで続く』

　リティーヤはそのキツネ顔をもう逃がすまいと睨にらみつけた。

『あたしはあんたに罰をくらうようなことしてないわ！』

『……ふぅん、やっぱりまだ思い出さないんだ。幾ら熱がすごい高くて意識もーろーとしてたからって、あんまりだよねえ。この間会った時に、も一度考えてね、って言ったのにさー』

　キツネが指を振ふると、突とつ然ぜん風が出てきた。

『ちょっと、この風は何？　遊んでないで答えて、なんだって……』

　風はリティーヤの髪かみを乱し、薄うすい寝ね間ま着きを巻き上げ、ベッドの上に積もっていた羽毛をすくい取った。羽毛は一度空に巻き上げられると、落ちてくるときにはふんわりと大きな雪になっていて、リティーヤの手の中で結けつ晶しようの形を克こく明めいに見せて消えていった。

　気が付くと、周囲は真っ白だった。

　雲だと思われたものはすべて雪で、頭上の空も雪雲で真っ白になっていた。風が唸うなり、ベッドの周りで渦うずを巻き、リティーヤの剝むき出しの手や足や顔に雪がどんどん吹ふき付けてくる。このままでは埋うもれてしまう。リティーヤは本能的な恐きよう怖ふを感じ、身体からだを擦こすって暖を取ろうとしたが、叶かなわなかった。寒さへの恐怖と嫌けん悪おが、リティーヤをその場に凍こおり付かせる。

『俺言ったよね、虹ドロさんが誰で虹色のドロップがなんなのか、嬢さんはもう一度考えてみるべきだって』

　キツネの顔が、ぬっと目の前に現れた。彼はリティーヤの手首をたやすく摑んでしまった。

　顔が、間近に迫る。またキスでもされるのか、と気を抜ぬかずに睨みつけると、相手はするりとそれをかわしてリティーヤの肩かたに顔を埋めた。

　……その最後に見せた表情が、やけに気になった。寂さびしげ、というか、切なそうな顔なのだ。

　あのトウモロコシ畑でバゼルが見せたそれにも似て。

『ねえ、思い出してよ。あの時、あそこに……誰がいたのか』

　その囁ささやきが、肩に埋められた顔の温ぬくもりと重さが、リティーヤの記憶の引き金を引く。

　リティーヤの脳のう裏りに、地じ吹雪ふぶきと、アパートメントの前で倒たおれている自分と、見下ろす人ひと影かげと、温かなベッドと、火の入った暖炉が蘇よみがえる。

　肩にかかる適度な重さと熱い吐と息いきは、確かにその記き憶おくの中に存在した。

『嬢さんを助けたのは、いったい誰？』

　この目の前のキツネ顔の男は、あの時あそこにいた。

　あたしのそばにいてくれた。

　リティーヤは愕がく然ぜんとしてすくみ上がった。キツネはそんな彼女の心を搦からめ捕るように腕うでを絡め、抱だき寄せる。この温もりを知っている、という確信はその瞬しゆん間かんごとに大きくなる。

　そうして、ついにリティーヤは自分の声で呟いた。

『あんたが……虹ドロさん？』








あとがき






　皆みな様さまお元気ですか？　喜多みどりです。

『光炎のウィザード　追憶は五里霧中』をお届けいたします。

　シリーズも三冊目にしてようやく《学アカ園デミー》が舞台となり、リティーヤも《学園》中うろついたりティーチング・アシスタントをしてみたり友人が倫りん理り委員会に喚かん問もんされたり（……？）と、今までに比べると学園物っぽいことをやってます。《学園》にいる時、彼女らはあんな感じで日常を過ごしているわけですね。

　ミカもようやく再登場しました。今回はちょっとヘヴィな目に遭あってますが、彼女自身はリティーヤが大好きなごくごく普ふ通つうの女の子です。リティーヤとは色々と対照的な娘むすめですが、どうか可愛かわいがってくださいませ。あと、今回はやっとユローナと一いつ緒しよのイルザークを書けてほっとしてます。彼はユローナとセットで考えていたので、前巻はなかなか苦労させられたのです。ヤムセやリティーヤと絡からませると、結局Ｗボケになってしまいますので……。やはり彼は女王様タイプのツッコミ役の下もとでこそ生き生きと輝かがやけるキャラなんですね（しみじみ）。

　と、さっきからボケだのツッコミだのという話ばかりしていますが、お話は幾いく分ぶんシリアスな方向に傾かたむいてきました。ま、リティーヤとヤムセのことですから、その中でもボケボケと元気にやっていってくれるとは思いますが。

　次の四巻で幾つかのことに決着がつく予定ですので、願わくばもう少々、この展開にお付き合いください。




　さて、そんなわけで三巻目も読んでくださった読者の皆様、ありがとうございます。読んでくださった方がほんわかした気持ちになったり、切なくなったり、楽しくなったり、そういう、読んでいて気持ちの動くものをお届けできていたらいいなと思います。好きなキャラ、印象に残った台詞せりふ、ご意見ご感想等ありましたら、是ぜ非ひ是非お手紙でお知らせください。あ、この本のプロフィール欄らんに書いた質問への回答も募ぼ集しゆうしてますので、どうぞよろしく。

　それから、良い感じにとっちらかった研究室の書しよ架かやすがるような嘲あざ笑わらうような目のミカや底意地の悪そうなヤムセを描かいてくださった宮城とおこ先生、今回もありがとうございました。表紙の色しき彩さいとか本当にもう……！（言葉にならない）デビュー作からずーっとご指導くださった担当編集者の中村女史、今回もお世話になりました。今私の書いているものが多少なりとも少女小説っぽくなっているのは、貴方あなたのおかげです。ありがとうございました、これからも頑がん張ばります。新担当の木藤女史、お気き遣づかいに感謝しております。これからよろしくお願いします。

　それでは、皆様、また次のお話で。


喜多　みどり　　


















カバー・本文イラスト／宮城とおこ

デザイン／BELL'S










光こう炎えんのウィザード




追つい憶おくは五ご里り霧む中ちゆう








喜き多たみどり
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